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第31話　続・ヴァルバニル Valbanill 2





　　　１



　こと今日に至るまで、ルーク・エインズワースが一度もセシリー・キャンベルと契らなかったのにはわけがある。

　魔剣から聖剣に生まれ変わったアリアは、大陸史上最悪の人外『ヴァルバニル』を封印しなければいけない。だからルークはアリアの相棒であり己の伴はん侶りよでもあるセシリーに約束した。自分たちの子孫がいつか魔剣も隕鉄も必要としない、新たな聖剣を鍛たん錬れんし、アリアをヴァルバニル封印の役目から解放する――

“〝アリアを救う”〟

　それこそがエインズワース家の新たな使命だと誓ってみせた。……だとすれば、だ。

　ルークがその子種を残すのはこの大きな戦いの前であって然しかるべきだった。

　いつ命を落としてもいいように、保険として。

『だがそんなものは真まっ平ぴら御免なんだ』

『お前を抱くのに保険なんて下らないものを持ち込みたくない』

　無論この言葉に嘘うそはなかったが、そもそもの前提として、セシリーの心臓にある『聖剣の鞘』の術式を破壊してからでないと彼女を抱くことはできない。でないと自分たちの子孫にも同じ術式が継承されてしまうからだ。悪魔契約を行わない限りは人体に害がないとしても、呪のろいのような術式が連綿と引き継がれていくことをルークはよしとしなかった。

　もっとも――ここまで挙げられたものはほとんど表向きの理由にすぎない。これらの事柄があるにせよないにせよ、どのみちルークは考えなければいけなかった。

　大陸の命運をも左右するであろうこの戦い。きっと血で血を洗う死闘になるだろう。そしてそれと同じくらい確実に、セシリーは無茶を仕出かすだろう。勝ち負けの如何いかんにかかわらず、戦いが終わる最後の瞬間まで死力を尽くすに違いない。目に浮かぶようだ。

　そのような彼女を護まもり抜くために、自分がするべきことは何か。

　考えた末、ルークは逃げ道を断つことを選んだ。

　生き残るしかない、という状況を作った。

『お前も覚悟してくれ。この戦いに勝った上で、俺おれはお前を抱く』

　最後の最後まで生き残るということ。

　それはすなわち“〝大切な女性を最後まで護まもれる”〟ということ。

　もちろん無事にこの決戦を乗り越えることができるなんていう保証はまったくない。ただ、徒いたずらに捨て身でいるよりも貪どん欲よくに生を求めて足あ掻がいたほうが目的は果たせると直感した。だって自分はこの一年間ずっと見てきた。どんな状況においても足掻き続けることであらゆる困難をも打開してきた女騎士を。故ゆえにルークは選び、決めた。

　セシリーを護るために、生き残る。

　セシリーを抱くために、生き残る。

　必ず果たす。そう腹を括くくった。だから。

　ルークは今、心底焦っていた。

「畜生ッ――」

　事態は思わぬ展開を迎えていた。

　此こ度たびの決戦に臨むに当たり、独立交易都市の自衛騎士団と軍国の兵士たちによる混合部隊は市街地一帯の完全放棄を決断。市街地や灰はい被かぶりの森に無数の罠わなを残し、総力をブレア火山周辺に結集した。火山の表面に野営地や防壁用の石垣を造り、そこに無数の陣を張ったのだ。高所を制することは戦いくさにおける定じよう石せき。地の利を活いかし、火山洞どう窟くつにあるヴァルバニルの封印、それの防衛に徹することを目的とした作戦である。ルーク、セシリー、アリアの三人も拠点のひとつに控え、帝政列集国の進軍を迎え撃つ手て筈はずだった。

　誰だれも彼もが固唾かたずを飲んでそのときを待ち構えていた。ルークもまた例に漏れず緊張を胸に秘め、しかしそれを表に出さないよう、地面に腰を下ろしてじっと動きを止めていた。自身の得え物ものである刀を杖つえのように抱きかかえながら。

　意識は完全に、刻一刻と忍び寄りつつある敵に向かっていた――故にこそ。

　まったく唐突にセシリーとアリアが拠点から飛び出し、そのまま火山を下っていくのを、間抜けに見送ってしまった。見る見るうちに小さくなっていく背中たち。ルークがはっと気付いて腰を上げたときには、ふたりの姿はすでに麓ふもと近くにあった。他ほかの者たちも同じように不意を突かれ、彼女たちの下山を止められないでいる。

　何な故ぜ、と考えるより先にルークは後を追う他なかった。目的はわからなくても、セシリーたちの行き先には見当がついたからだ。

　火山からは隣接する灰被りの森が俯ふ瞰かんできる。つい先ほど、その森の中で爆発が起こったのが目撃されていた。無論、帝政列集国によるものだろう。

　セシリーとアリアは明らかにそちらへと向かっていた。

「畜生、何だってんだッ！」

　慌あわてて得物を腰帯に差し直し、ルークは転がるような勢いで勾こう配ばいを駆け下りた。

　ほどなくしてたどり着いたのは灰被りの森の手前、火山の麓付近に造られた拠点。そして決戦の最前線になるだろうそこに、独立交易都市公務員三番街自衛騎士団の副団長、レジナルド・ドラモンドの姿を見つける。

　レジナルドは今しがた前線の拠点を通過していったセシリーたちに目を剥むき、硬直していた。後を追うべきか他ほかの誰だれかに追わせるべきか咄とつ嗟さの判断に迷っているようだ。

　その彼にすれ違いざまに言い捨てた。

「――俺おれが行く！」

「っ、た、頼む！」

　声を背中で聞きつつ、ルークは体当たりするように森の中に飛び込んだ。

　勢い余ったところを地面の草に足を取られ、忙しくたたらを踏む。辛からくも踏み止とどまって顔を上げると、目の前には降灰に侵された森が待っていた。視界はひどく薄暗い。草木が鬱うつ蒼そうと生い茂っているのに加え、火山灰が行く手を阻むようにそこいらに漂っているためだ。当然のようにセシリーとアリアの姿は見えなかった。

　ルークは舌打ちし、おもむろに――左目の表面を指先で数度小突いた。

　眠っていたものを叩たたき起こすように。

「“〝視みろ”〟」

　眼がん窩かの中で、小突かれた眼球が別の一個の生命のように不気味に蠢うごめき出した。

　収縮する瞳どう孔こうがぼんやりと赤い光沢を帯び始める。覚かく醒せいしたそれは宿主に命じられた通り“〝視る”〟ことを遂行し、灰色に霞かすんでいたルークの視界を一息に開かせた。

　まったく別の世界に迷い込んだような、奇妙な感覚。

　普段の何倍もの精度で視覚が冴さえ渡り、片目のそれとは思えないほど視野が拡大したのだ。今やルークは森の一切合財を把握することができた。草の束、葉の形、木のしなり、滞留する灰の流れ。薄暗く不確かだった世界の輪郭がクリアになり、あらゆるものが細部まで明確に見分けられる。一見それとはわかりにくい草木の踏み倒された痕こん跡せき、つまりは人が残した足跡も。

　視界の隅々までを見通すことができる力。

　これが左眼球に擬態した悪魔――『魔眼』の能力である。

　弟子のリサから授けられた『魔眼』は、本来ならば鍛か冶じ作業においてのみ能力を発現するもの。しかしルークはそいつを半ば強制的に覚醒させる方法を見つけていた。

　至って簡単だ。いつもより大目に“〝餌えさ”〟を与えてやればいい。

「ぐっ、ぅう……！」

　強烈な頭痛にどっと噴き出す脂あぶら汗あせ。間を空けず立ち眩くらみと吐き気もやって来る。胃の中の物をぶちまけそうになるのを、ルークは胸を叩いて強引に呑のみ込んだ。

　先代の聖剣いわく、この『魔眼』はリサの強い祈りによって生み出されたモノらしい。ルークが再び鍛冶に打ち込むことができるように――その手助けになれるように、という願いが悪魔にこの形を与えた。故ゆえに『魔眼』は宿主ルークが鍛か冶じを行う度に活性化し、優れた視力と引き換えに宿主の“〝魂”〟を刈り取っていくのだという。

　ルークはそのような悪魔を無理矢理目覚めさせていた――『魔眼』が欲する以上の魂を釣り餌えにして、自らの意志によってそいつの力を引き出しているのだ。リサの悪魔としての能力『魔剣精製』にもこれと似た代償を強しいられていたが、目下全身を襲っているのはそれに勝るとも劣らないほどの消耗だった。

　矛盾しているな、と苦々しく思う。必ず生き残ると決めたそばからこれだ。

　――だが俺おれにはこいつの力が必要なんだ。

　おかげでセシリーとアリアが残した足跡がくっきりと“〝視みえる”〟。ルークは森の奥へと分け入っていった。間断なく襲ってくる責め苦を押し殺し、木の枝に頬ほおを裂かれるのも構わず全力で走る。

　身を削ってまで『魔眼』に頼った理由は他ほかにもあった。灰はい被かぶりの森には市街地同様、無数の罠わなが仕掛けられている。その主な罠が“〝玉たま鋼はがねの劣化品”〟。正規品とは違って祈き祷とう文言なしに霊体と異常反応を起こしやすい――暴発のしやすい、いわば小型の爆弾だ。殺傷力こそないが主に下半身の負傷を誘い、機動力を奪うことを狙ねらいとしている。其そ処こ彼処かしこの草むらに隠されているだろうそれを回避するためにも、ルークには『魔眼』が必要だった。

　もっとも、戦場になり得るかもしれない環境に自陣を巻き込むような罠は仕掛けられない。少なくとも森のある境から火山の麓ふもとまでは、その数は減らされているはずだった。

　――先に行ったあいつらが引っかかっていなけりゃいいが。

　ルークがそう懸念した矢先。

　前方の木々の隙すき間まから閃せん光こうが膨れ上がった。

「――――ッ！」

　呑のみ込まれる視界と声。白濁した光は質量を伴って草木をかき分け、ルークの身体からだの正面を叩たたいてきた。押し寄せる圧迫感に身動きを取ることはおろか呼吸すらままならず、ルークは閃光に突き倒されないようにその場に踏み止とどまるので精一杯だった。

　件くだんの罠が暴発した？　いや、そうではない。ルークはこの現象に覚えがあった。閃光の正体は“〝可視の風”〟――風そのものが眩まばゆく輝き、強したたかに吹きつけているのだ。

　かつてあの魔剣『アリア』が発現させていた烈風のように。

　――じゃあ、これもあいつの力なのかッ？

　聖剣として復活を果たした“〝アリア”〟。

　さりとてそれは「復活」と呼べるほど上等なものではなかった。何な故ぜなら彼女は自身の材料となった魔剣『アリア』と銘めい無なし、いずれの記憶も引き継いでいない。容姿や言動に多少の片へん鱗りんが窺うかがえるものの、人格はまったくの別物だった。自身の銘めいでさえも認識しておらず、だから“〝アリア”〟という呼び名もあくまで仮のものでしかない。

　そして極めつけだったのは、肝かん心じん要かなめである聖剣としての力を使えないということ。先代の聖剣によれば、次代の聖剣アリアが能力を発現できないのは、彼女が「自分というものをよくわかっていない」、ひいては「個がない」ことに原因があるらしい。

　自分が何者であるか。真の意味で理解していないから、アリアは力を使えない。

『己の銘めいを認識せよ。それができなければお前はただの鉄てつ屑くずだ』

　自身の銘を認識することが理解の助けになる――

　だからこそこの一か月、セシリーとアリアはその糸口を探し続けていた。ふたりは魔剣だった頃ころの記憶に手がかりがあると考え、魔剣『アリア』や銘めい無なしと縁のある人物や場所を訪ねて回ったのだ。ルークはルークでやることがあったのであまり協力することができなかったが、セシリーから話を聞くに結果は芳しくなかったようだ。結局は何の成果も見み出いだせないまま今日という日を迎えてしまった。

　つまり都市と軍国は聖剣という切り札を欠いた状態で帝政列集国との決戦に臨まなければいけなかった。かなり大きな痛手だが、そのことはもはや取とり沙ざ汰たしても仕方がない。ない物ねだりは無益でしかない。

　何にせよ――

　現状、アリアは力を使えないはず。ならばこの可視の風は彼女によるものではないのか。

　それともこの土壇場で力に目覚めた？

　――詮せん索さくは後だ。

　真相は自分の目で確かめればいい。今はとにかくセシリーたちを追わなければ。

　吹きすさんでいた風は通り雨のように唐突に収まる。直前まで白光に眩くらんでいた目は視力の回復を待たなければいけなかった。しかしルークは『魔眼』によって強制的に視界を取り戻し、吐き気と頭痛をこらえながら地を蹴けった。

　不意に目の前が開ける。途端、今度は熱波が顔面を叩たたいた。

　飛び出した先は熱気と蒸気の充満する空間――

　視界の前方を、灼熱に燃える川が大きく横切っていた。

　ぐつぐつと煮え立ちながら緩慢に流れ、黄と赤に輝く“〝川”〟。二色の輝きは互いに混ざり合って黄金こがね色となり、薄暗いはずの森の中で目に痛いほど眩まばゆい。液体の流動性と個体の質感を合わせ持ち、表面には炎のように揺らめく気体を帯びている。

　言うなれば“〝燃えながら溶け続ける岩”〟――『溶岩』。

　相次ぐ地震の影響により、ブレア火山の内部から地表に漏れ出したものである。一時は市民がまだ避難途中であった市街地まで流れ込むことも危ぶまれたが、先代の聖剣がその窮地を救った。彼女は聖剣の力をもってして広大かつ長大な堀を一瞬で造り上げ、溶岩の流れを都市へ向かう方角から断だん崖がいの絶壁である『爪つめ痕あと』へと誘導したのだ。以来、溶岩は火山から灰はい被かぶりの森を経由して『爪痕』に流れ続けている。

　その“〝川”〟を挟んで対岸に――人外兵器の群れと思しき影があった。

　ルークはだが、彼らに構っている余裕などなかった。

　こちら側の岸に、赤髪の女騎士が横たわっているのを見つけたからだ。

「セシリー！」

　駆け寄って肩を抱き起こす。セシリーは瞼まぶたを閉じたまま力なくうめき声をあげた。その全身はまるで刃物で滅多矢や鱈たらに切り刻まれたかのように傷ついていた。騎士団の制服は所々が引き裂かれ、胸当てや肩当てなどもひび割れてしまっている。

　――あいつらにやられたのか。

「先に言っておくが、俺おれたちではない」

　低いが不思議と通る声。ルークは弾はじかれたように顔を上げた。

　一帯には溶岩の発する蒸気が充満しているため、視界が安定しない。しかし『魔眼』の力がそれを補ってくれる。溶岩を挟んだ向こう側、蒸気越しに覗のぞけるのは大きなシルエット。人外兵器どもの先頭に、巨漢の戦士がゆらりと立っているのがわかった。

　溶岩の幅は広く、またぐことはおろか飛び越えることも不可能で、彼ひ我がの距離はかなり開いている。にもかかわらず眼前に立たれているような、奇妙な威圧感がそいつにはあった。首から下は黒い鎧よろいをまとい、頭は兜かぶとの代わりに口くち許もとをマスクで、目め許もとをゴーグルで覆っている。マスクとゴーグルは森を漂流する火山灰から粘膜を守るための装備だろう。

　顔を確認することこそできなかったが、ルークはそいつの佇たたずまいを知っていた。以前ユーイン・ベンジャミンと火山洞どう窟くつで遭難したとき、『氷漬けの空間』で会っているはずだ。

　――確かホレーショーと呼ばれていたか。

　向こう岸には他ほかにも見覚えのある人影があったが、ルークの視線はそいつに集中した。

「……『俺たちではない』？」

　おうむ返しに訊きくと、そうだ、とホレーショーは頷うなずく。

「その女が勝手にやって来て、勝手に自滅した」

「自滅だと？」

　言われてよくよく見ると、セシリーの手には一振りの剣が握られていた。鋒きつさき諸もろ刃は造づくりの直刀。ルークとリサが鍛たん錬れんした『聖剣』――アリアが変化した姿だ。

　ということは、先ほどの閃せん光こうはやはりアリアのそれだったのか。

　――だが“〝自滅”〟とはどういうことだ？

　訊たずねようとして、はたと言葉を切る。今は悠長に話している場合ではない。ルークはセシリーの手から直刀を取り、抜き身のまま自分の腰帯に差した。次いで彼女の傷ついた身から体だを背中に負ぶって立ち上がる。

「みすみす逃すと思うか？」

　ホレーショーがおもむろに右手を差し出す。その手は両刃もろはの長剣を軽々と掲げていた。ルークの記憶が確かならば、あれはバスタード・ソードの魔剣『フランシスカ』。

　やめておけ、と警告する。

「迂う闊かつに手を出せばそちらも無事では済まないぞ」

　ホレーショーはちらと溶岩を一いち瞥べつして呟つぶやく。

「確かに」

　彼が手にしている得え物ものは大地に干渉する魔剣だ。もしもそれの力の余波で溶岩が飛び散るようなことがあれば、敵味方の区別なく甚大な被害が及ぶだろう。最悪の場合、森に火事を起こすことだってあり得る。少なくともただの痛み分けでは済まない。

　しかし――ホレーショーの視線に、ルークは「違う」と頭かぶりを振った。

「そうじゃない」

「……？」

「今の俺とやり合えば無事では済まない、と言ったんだ」

　――八つ当たりにもほどがあるな。

　苦々しく思う。実のところルークは、先ほどからむかむかして仕方がなかった。

　不測の事態だったとはいえ、セシリーが傷つき倒れるのを未然に防げなかった。護まもると決めた彼女を護れなかった。すなわち自分はしくじった。そんな自分に対して腹の虫が治まらない。今ここで剣を取ったなら、腹いせに何ど処こまで暴れ倒すかわからなかった。

　優先すべきことは他ほかにある。怒りに身を任せているときではない。

「どうせ後でやり合う。見逃せ」

「……」

　ホレーショーは無言で目を細めていたが、やがて剣を退ひいた。別段こちらの怒気に恐れをなしたというわけでもなく、単純に溶岩の存在を警戒してのことだろう。

　どちらでも構わない。今はとにかくセシリーの手当てだ。

　急ぎ踵きびすを返した――そのとき。

「聖剣は不完全なのか？」

　思わず足を止めかけたが、どうにかこらえて走り出した。脇わき目めも振らず来た道を戻る。ホレーショーの目にはほとんど逃げるような去り際に映っただろう。

　ルークは歯は噛がみせざるを得なかった。

　――知られた。

　アリアが『聖剣』としては真の意味で覚かく醒せいしていないこと。

　不完全であることを、敵に知られてしまった。
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　セシリーはまったく気を失っていたわけではなく、極々細くだが意識の糸はつないでいた。だからルークが駆けつけてくれたことにも気付いていたし、彼が誰だれかと交わす会話もおぼろげながら聞き取っていた。

　――“〝自滅”〟？　私とアリアが？

　その辺りの記憶だけが曖あい昧まいだった。ならば確かめなければいけない。セシリーは薄く瞼まぶたを開き、ルークの背の上で揺られながら、か細い声で乞こうた。

「ルーク。下ろしてくれ」

「駄だ目めだ」

「頼む」

「手当てが先だ」

「他人のいるところでは話せない。お願い」

　しばらく返事がなかったので、ルーク、と再度促すと舌打ちが返ってきた。彼は苛いら立だたしげに足を止め、そっとこちらの身体からだを下ろして横たえてくれる。セシリーが背中を預けられるよう、木のそばを選んで。

「呼吸はなるべく浅くしろ。乱れると無駄に灰を吸い込む。あとこれも」



    

  
    
      



    

  
    
      

　ルークが手に握らせてきたのは『霊体酔い』を防止するための玉たま鋼はがねだった。セシリーは微笑ほほえみを浮かべる。口では悪態を吐つきつつも、彼はやっぱり優しい男だ。

「ありがとう。……アリアは？」

「ここだ」

　ルークは腰帯から直刀を抜き、逆様に地面に突き刺した。

　しん、としばし沈黙が訪れる。アリアは剣の姿のままウンともスンとも言わない。

　――おいたをした子どもが隠れているみたいだ。

　セシリーの目には不思議とそう映った。だから呼んでやる。

「アリア、大丈夫だ。出ておいで」

　何ど処こか様子を窺うかがうようにゆっくりと風は起こり、そして瞬間的に爆発した。白と銀と緑の三色に輝く可視の風が一帯の灰を吹き払い、セシリーとルークの視界を奪う。それも一瞬の出来事、風はあっさりと彼方かなたに通り過ぎ、辺りは元の薄暗さを取り戻す。

　今の今まで直刀があった場所に、ひとりの女――アリアが立っていた。

　すらりと高い背丈、肉付きに無駄がなく均整の取れた肢体。色素の薄い茶がかった長髪は職人が丹念に編み上げたかのように繊細で柔らかい。双そう眸ぼうは何処か人間のそれとは一線を画し、神秘的な光沢を帯びていた。

　軽やかなドレスをまとい、その上から腰をきつく締めつけるコルセットを巻いている。身形みなりは艶えん美びな踊り子の衣装のようである一方で敬けい虔けんな宗教者が着る礼服のようでもあり、俗っぽさと神聖さというふたつの相反する印象を兼ね備えていた。

　人の姿に変化したアリアは、目を伏せながら立ち尽くしている。セシリーは木に寄りかかって地面に腰を休めていたので、彼女のうつむく顔を下から覗のぞくことができた。

　仮面のように凍りついた無表情。

　その目は足あし許もとを見ているようで何処も見ていない。

「アリア……」

「説明しろ」

　ルークが遮り、アリアに詰め寄った。

「セシリーは見ているこっちの頭が痛くなるくらい向こう見ずな女だが、さすがにこんな状況で断りもなく単独行動を取るほど阿あ呆ほうじゃない。そうでなくてもセシリーがお前を追いかけていくところを、俺おれはこの目で見ている。お前が勝手に拠点を飛び出したからセシリーは仕方なく後を追った――」

　と、こちらを見やる。

「間違っているか」

「い、いや。合ってる」

　明らかに一言余計だったが、おおよそ彼が述べた通りだった。

　拠点に待機していたとき、アリアがいきなり告げてきたのだ。

『今なら力が使える気がする』

　そして返事も待たずに火山を下り始めた。行き先はすぐに見当がついた。ちょうど敵が進軍している最中の、灰はい被かぶりの森。当然ひとりで行かせるわけにはいかなかった。

　その後、森であった出来事はまだ頭の中で整理しきれていない。やっとのことで追いつけたと思ったのも束つかの間ま、アリアはすでに剣の姿に変化していて、そこには帝政列集国の軍勢も居合わせていて、自分はわけもわからず直刀アリアを手にしていて、するとその直刀が使い手の意志を介在させずに力を発現し始めて、その瞬間に意識が遠のいて。

　――自滅した、か。

　相変わらず黙り込んでいるアリアに、ルークはなおも強い口調で問い詰める。

「一体どういうつもりだ。説明しろ」

「ル、ルーク。そんなふうに追いつめなくても……」

「運が悪ければセシリーは死んでいた」

「えっ？」

　思わずしゃっくりのような声をあげる。背後から急所を突かれたみたいな心地だった。

　何ど処こか呆あきれを含んだ目でこちらを一いち瞥べつしてから、ルークはアリアに向き直る。

「あの溶岩がなければ、奴らは簡単にセシリーを殺せた。お前だって奴らの手に渡っていたに違いない。最悪の事態があり得たんだぞ。だんまりで済むなんて思うなよ」

「…………私は」

　ようやくアリアは口を開いてくれた。

「先代に教えられた」

「先代？　あいつがお前に何か吹き込んだって言うのか」

「肯定する。私たちの真価について教えられた。聖剣の持つ力がいかに強大なのかを」

　聖剣の真価。

　セシリーたちは一度、それの一端に触れたことがあった。

　つい一か月ほど前に自らの足で下山してきた“〝先代の聖剣”〟。セシリーたちが彼女の正体に疑いを持たなかったのは、目に見える形でその力の片へん鱗りんを披露されたからに他ほかならない。彼女の刃やいばはたったひと突きで灰被りの森に一条の堀を穿うがち、誰だれ一人として為なす術すべがなかった溶岩の侵攻を容易たやすく食い止めてみせた。その圧倒的な破壊力を前にして彼女の正体を疑う者などいなかったし、溶岩の一件は奇くしくも聖剣という存在をよく知る機会にもなった。

　先代はこのときの「ひと突き」で残っていた力をほぼ使い果たしたらしく、彼女の“〝次代”〟に当たるアリアにはなおのこと決戦の切り札として大きな期待が寄せられていた。

「私がそれを自在に発現できるようになれば、この戦いは苦もなく終わる」

　だろうな、とルークは投げやりに頷うなずき、

「お前が先代あの女と同等の力を使えたなら、あっという間に相手を消し炭に変えられる。俺おれたちの圧勝さ。あくまで使えたらの話だが」

「先ほどは使えるような気がした」

「……気がした？」

「肯定する。事実、使えた」真顔で言い切り、「現時点では威力も弱く、指向性が安定せず使い手の肉体を傷つけるだけに終わったが、数度微調整をすればゆくゆく――」

　セシリーが止めるより早く、ルークがアリアのドレスの襟元を掴つかんだ。セシリーは怪け我がのせいで上う手まく立てず、ほとんど這はうようにして彼の脚にしがみつく。

「ルーク！　落ち着いてくれ！」

「私は凶器だ」

　襟元を掴まれ、すぐ真正面から睨にらみつけられようとも、アリアは眉まゆをぴくりとも動かさなかった。ルークの炯けい々けいとした眼まな差ざしを静かに受け止め、あくまで機械的に続ける。

「役割を果たさなければいけない。そのためならば多少の犠牲はやむを得ない」

「ルークッ!!」

　セシリーは絶叫に等しい声で制止した。

「拳こぶしを退ひいてくれ！　アリアとは私が話をする！」

「…………」

　拳を振り上げかけた体勢のまま、ルークはしばらく動かなかった。無言でいる間もアリアのことを睨み据えていたが、やがて突き飛ばすように彼女から手を離し背を向けた。

　――すまない、ルーク。

　セシリーは木の幹に寄りかかりながら立ち上がる。気付いたルークが肩を貸そうとしてくれたが手で制して断った。実はふたりの会話を傍はたで見ていて、ぼんやりとだが閃ひらめくものがあった。

　アリアのほうを見やると、彼女はふいとそっぽを向く。

「アリア」

「……」

「こっちを見て」

「……」

　ゆっくりと彼女の面おもてがこちらに向けられた。

　ただし伏し目がちで、あくまで自分と視線を合わせようとはしない。

「私を見て。今の話を、私の目を見ながらもう一度してくれ」

「……私は凶器だ」

「目を」

　アリアの肩がぶるっと震えた。少しずつおとがいが上がっていく。

　とうとう目が合った。

「役割を果たさなければいけない。そのためならば」

「そのためならば？」

「そのためならば……」

　言葉は続かない。相も変わらず仮面のような無表情をしている。

　が、その目ははっきりと揺れていた。

「そのためならば……」

　あまり感情というものを表に出さない彼女にしては珍しく、何度も言いよどむ。

　どうしても素直になれない子どものように。

　――そう、アリアは子どもなんだ。

　セシリーは今ようやく思い至った。いかに容姿が成人女性のそれであっても、中身はまったく違う。何せ彼女は記憶がなく、生まれ変わったばかりなのだ。

　いわば――生後一か月の子ども。

　そして自分たちはそのような彼女に過大な責務を負わせてきたのだ。

「……ごめん」

　気が付くと口にしていた。

　アリアが目を見開く。背を向けていたルークも思わずといったように振り返った。

「なんでお前がッ」

「私たちはアリアひとりに大陸の命運を背負わせていた」

　ルークに言い返し、またアリアの瞳ひとみをひたと見つめる。

「そして君は、その課せられた責任を果たそうとしていた。君なりのやり方で」

「……」

　否定も肯定もなかった。もしかしたら彼女も自分の感情を上う手まく理解できていないのかもしれない。

　構わず、セシリーはアリアの手を取った。

「背負わせてごめん。でも、もう無理はしないでくれ」

「……否定する。私は無理など」

「言っておく。この戦いの中で君の聖剣としての力を使う機会はない。少なくとも私がそのつもりがない」

　よほど意外な言葉だったらしい。アリアは瞬まばたきを二度、繰り返した。

「何な故ぜ」

「君は凶器ではない、“〝守る剣”〟だからだ」

「否定する。私は凶器だ」

「いいや違う。何度でも言うさ。君は守る剣だ」

「……そもそも先の発言の答えになっていない」

「なってる。守る剣である君に殺さつ戮りくなどそぐわない、ということだ」

　アリアが眉み間けんに皺しわを寄せた。

「それはあなたの個人的な意見ではないのか」

「私的な考えだということは認める。しかしゼノビアも似たようなことを言っていたと聞くぞ」

　ゼノビア・Ｑ・ランチェスター。

　軍国の最高責任者である『総席』、またの名を『少女王』。

　彼女は以前、会議の席でこう発言したらしい。

『かの力はともすれば殺戮兵器にもなり得、吾われらの大義に反する』

　今回の決戦は“〝火山の防衛”〟を目的としている。聖剣の力を用いて帝政列集国の軍勢を一掃することは確かに防衛につながるかもしれないが、それが一方的な殺戮であることに変わりはない。力の誇示は必ずや大陸に新たな戦渦をもたらし、独立交易都市と軍国の掲げる大義に大きくもとる――

　無論、その解釈には多分に綺き麗れい事ごとが含まれている。聖剣には頼れない、という状況を呑のみ込むための詭き弁べんに過ぎないのかもしれない。それでも――セシリーは信じている。

　綺麗事や大義にこだわることは決して無駄ではない。

“〝すべてを救う”〟

　自分は今までこの信条を胸に戦ってきた。

　アリアがいたからこそ、守る剣があったからこそ、それができた。彼女に殺戮を許すということは、その今までを否定することに他ほかならないのだ。

　――そして、何より。

　セシリーはアリアの手を強く握る。

「君は私の大切な親友なんだ。殺戮なんてさせられるわけがない」

「……」

「頼む。無理はしないで。私とともに戦ってくれ」

　アリアはもう、瞬まばたきをすることも眉間に皺を寄せることもしなかった。仮面のような無表情に戻り、ただじっとこちらを見つめてくる。セシリーも頑として目を逸そらさない。

　やがて、手が握り返された。

　ほんの少しだけ力を込めて。

「…………了解した」

　セシリーはほっと息を吐ついて微笑ほほえむ。

「ありがとう」

「話は終わったな？」

　横からの声に見やると、ルークが促してきた。

「なら戻るぞ。いい加減、時間を食いすぎた」

　淡白にも感じられる言い方だったが、反してその目は柔らかい。見守るような眼まな差ざし。セシリーはなんだか急に気恥ずかしくなって、誤魔化すようにアリアを振り返った。

「行こう、アリア。皆もきっと心配している」

　彼女は無言で頷うなずきを返す。

　のれ、とルークがセシリーの前に背を向けてひざまずいた。

「え？　いや、私はもう大丈夫だよ。ひとりで歩ける」

「怪け我が人にんが意地を張るな。早くしろ」

　こうなると彼はテコでも動かないだろう。まだ足がふらついているのは本当だし、ここは素直に甘えさせてもらうことにする。セシリーはアリアとつないでいた手を離した。

「……？」

　ふと心に引っかかるものを感じ、アリアのほうを顧みる。しかし彼女はもう歩き出していて、見ている間にも先へ行ってしまう。

　――気のせい、だろうか。

　手を離したとき、彼女の指先が一瞬だけこちらの手の甲をかすめた気がしたのだ。

　それはまるで手を離すことを名残なごり惜おしむような、くすぐったい感触だった。

「セシリー」

「あ、うん」

　急せかされてルークの背に負ぶさる。首に手を回してぎゅっとしがみつくと、彼は一気に立ち上がって走り出した。アリアが先行する形で灰はい被かぶりの森を突き進む。

　――ひょっとして。

　ルークの肩越しにアリアの後ろ姿を見ながら、セシリーはふと思った。

　ひょっとして自分はまだ至っていないのではないか？

　アリアの抱えるモノ。

　その本質に。
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　ブレア火山の各所に点在する、独立交易都市と軍国の防衛拠点。それらは主に灰被りの森に向き合う斜面に散っている。

　一方、その反対側――海岸側に面する火山。そちらには一種の“〝避難所”〟とも言うべき野営地が建てられており、戦闘に係わらない人々はまとめてそこに待機していた。

　多くは炊事や後方支援のため、移住計画に参加せず都市に残った者たち――事務業を務める都市公務員や市民からの志願者などだ。彼らは不安な気持ちを紛らわせるようにして肩を寄せ合っている。

　生死を分かつ決戦。皆、それぞれ覚悟して残ったはずだった。しかしいざそのときを迎えて平静でいられるほど人は強くない。いよいよ帝政列集国の軍勢が都市に侵入した、という報がこの野営地に届いたとき、後ろ向きな感情から目を背けるように喋しやべり倒す者、反対にいくら話しかけられても口を噤つぐむ者、震えが止まらない者、たまらず泣き出す者など、人々の反応は様々だった。

　そして、そんな彼らを励まして回る人物がいた。

　独立交易都市の市長、ヒューゴー・ハウスマンだ。

「大丈夫です。この日のために私たちは準備してきました。信じ、そして祈りましょう。今、前線に立っている仲間たちの無事を」

　その様子を――

　リサは野営地の隅っこでぼんやり見ていた。

　作業着姿である。左目には黒い革製の眼帯。後頭部で括くくられた髪が仔こ馬うまの尾のように垂れている。リサは小柄な身体からだをさらに小さく丸めるように膝ひざを抱えて座っていた。

　――どうしてるかな、ルークたち。

　胸のうちの寂しさを吐き出すように嘆息する。

　親方であるルークと別れ、この野営地に来たのはつい昨日のこと。その日まで一緒に行動したいと食い下がっていたのだが、彼はとうとう聞き入れてくれなかった。最後には「足手まといだ」の一言で切り捨てられ、諦あきらめざるを得なかった。

　足手まとい。ぐうの音も出ないくらい、その通りだった。戦いの場面において、非力な自分が役に立てることはひとつもない。それに、とリサは左の眼帯に指先で触れる。

　――『魔剣精製』が使えませんからね。

　失明したルーク。彼のために己の左眼球を捧ささげて以来、リサは悪魔としての能力『魔剣精製』を使えなくなってしまった。

　この能力はまず、『魔刀』を精製するための“〝簡易炉”〟を造り出すことから始まる。その簡易炉はリサの体内にあり、それの出入り口の役割を担っていたのが、正に件くだんの左眼球だった。出入り口を失えば能力は発動することができない――

　今までルークが戦闘の場にリサを連れ出していたのは、言わずもがな『魔剣精製』があったからだ。それが使えなくなったのだから今回の決戦に参加する道理はない。

　――わかってますけど。

　わかってはいるけれど、リサはなんだかいじけた心地だった。除のけ者ものにされた気分。だってずっと一緒に戦ってきたのに。こんなにも重大な局面で力になれず、安全なところでルークやセシリーたちの無事を祈ることしかできないことがひどく悔しかった。

　これが自分のワガママだということも自覚している。駄々をこねている場合でもないことも。でも思ってしまうのだから仕方がない。

「……はぁ」

　先ほどからため息が尽きない。

　と――

「不満げだな。悪魔の娘よ」

　頭上から声が降ってきた。見上げると大女がこちらを見下ろしていた。

　黒々とした蓬ほう髪はつにぎらぎらとして野生味の強い眼光。筋骨隆りゆう々りゆうとした大柄の体たい躯くを純白の法衣で包んでいる。その胸むな許もとがゆったりとした法衣の下からでも明らかなほど膨らんでいなければ、男と見間違っていただろう。

　正体は人ならざるモノ――“〝先代の聖剣”〟である。

　先の溶岩の一件で力を使い果たしたという彼女は、それでも新しい聖剣を鍛たん錬れんするまでは様々な助言をくれ、協力の姿勢を見せていた。しかし“〝次代”〟が生まれて以降は傍観者の立場に徹し、今回の決戦にも参加するつもりはないらしい。

　先代はその太い腕をがっちりと組み、いつの間にかリサの隣に立っていた。

　頭上高くから話しかけてくる。

「心配ではないのか？　刀鍛冶ブラツクスミスの小僧や女騎士のことが」

「心配、ですか。それはもちろんしてます」

「ふむ。そうは見えないが」

「……すみません。本当は言うほどしてません」

　リサはあっさりと白状した。

「信頼してますから」

　ルークもセシリーもアリアもみんな、絶対にやり遂げると心の底から信じているから。あの三人がどんな苦境においても乗り越えてきたことを知っているから、心配は少ない。

「薄情に取られるかもしれないですが」

「否。手前は肝が据わっていると評する」

「……どうも」

　簡潔に礼を述べ、リサは何とはなしに景色に目をやった。野営地からずっと下った先には切り立った崖がけがある。その向こうはもう海だ。

　海は綺き麗れいとは言いがたい。ただでさえ降灰のせいで濁っているし、以前に火山から漏れた溶岩はどうやら海岸側にも流れ出ていたらしく、海水で急冷されて固まった溶岩の跡が広範囲に亘わたって残っていた。炭のように黒々とした膜が海面に浮かぶ様子は何ど処こか禍まが々まがしく、大陸の大地が拡張して海を侵食しているようにも見えなくはなかった。実際、あの固体化した溶岩の上は歩けるらしい。

　あまり心が和なごまない景色。それでも波が崖がけや溶岩の塊を叩たたく音は心地よかった。耳を澄ましているといつの間にか聞き入っている。

　――やっぱり諦あきらめなくちゃ駄だ目めですよね。

　波の音に少しぼうっとなりながら、リサは思った。

　――信じてるからこそ、待つんだ。

　戦うルークたちの邪魔になってはいけない。自分にできることは待つこと。悔しいけれど――寂しいけれど、それだけしかない。

　ふと、リサは訊たずねてみた。

「先代さんはどうするんですか」

　最初の頃ころは彼女のことを“〝聖剣さん”〟と呼んでいたが、新しい聖剣アリアが生まれてからはなんとなく“〝先代さん”〟と呼ぶようにしていた。

「戦いには手を出さないんですよね。終わるまでここで待つんですか？」

「まさか」

　先代はあっけらかんとした口調で答えた。

「見物しに行くぞ」

「やっぱり、そうですか」

　半ば予想された答えだった。

　独立交易都市を訪れて以来、先代の聖剣は己の仮住まいとして工房アトリエ『リーザ』で暮らしていた。リサは寝食をともにし、故ゆえによく知っている。彼女が相当の気分屋であり自由奔放な性格をしていることを。そんな彼女がこの状況下でじっとしているわけがなかった。

「くれぐれも無茶はしないでくださいね。先代さんはもう聖剣の力がないらしいですし」

「他ひ人と事ごとのように申すのだな」

「…………ぇ？」

　ぼうっとしていたせいか理解が遅れる。

　再び顔を上げると、妙に好戦的な笑みが自分を待っていた。

「手前はお前も連れて行くつもりだ」

　咄とつ嗟さに返す言葉が見つからない。

　先代は構わず続けてきた。

「次代の聖剣を造ったのは小僧とお前だ。小僧は無論のこと、お前にも次代の聖剣の完成を見届ける権利がある」

「完成を見届ける……？」

「そうだ。あれは何せ自らの銘めいすら認識していない。聖剣としては不完全で、言い換えれば未完成の状態だ。お前はまだ、自分が手掛けた作品の完成の瞬間に立ち会っていない。ではそれはいつだ。明日か？　明後日あさつてか？　明々後日しあさつてか？」

　熱に浮かされたような声で、リサは先代の伝えようとしていることを代弁した。

「今日かもしれない……」

「如い何かにも。ひょっとすれば今日、この戦いの中で次代は目覚め、聖剣としてようやく完成するやもしれん。果たしてそれを見逃す道理はあるか？」

　先代は右手を差し出そうとして――ふと何かに思い至ったのか、それを左手に変えた。

　目の前に差し伸べられた大きな手。

　リサは高鳴る鼓動に軽い眩め暈まいを覚えた。こっそり周囲を窺うかがう。人々は自分たちの気持ちに向き合うのが精一杯で、こちらのことは気にも留めていないようだった。ヒューゴーも彼らを励ますので忙しく、気付いた様子はない。

　さあ、と先代は迫ってくる。

「来い。悪魔の娘よ」
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　この日、帝政列集国の軍勢は前衛をシーグフリード・ハウスマン擁する戦士団が、後衛をオーガスタス・アーサー擁する騎士団が務める形で独立交易都市の外周を取り囲んだ。

　前衛に陣を組む帝政列集国戦士団。その顔ぶれは実に様々である。

　自律意思を持った“〝魔剣”〟とそれを得え物ものとする“〝魔剣の使い手”〟。

　全身を黒甲冑で覆い、特殊な調教によって戦闘に特化させられた傀かい儡らい“〝人間歩兵”〟。

　精神を人間に飼い慣らされ、その背に剣の山を移植改造された四足獣“〝人外兵器”〟。

　先陣を切って都市に攻め込む際、戦士団はこれらの戦力を分割。三手に分かれ、計四つある正門の内それぞれ第一正門、第二正門、第三正門から進撃を開始した。

　そして現在――

　独立交易都市は滅びの途上にあった。





　第三正門を抜けた先に位置する五番街。無人の住宅地は今、フランベルジュの魔剣『エヴァドニ』が発する黒炎によって侵食されていた。

　その様子は“〝炎上”〟というよりも“〝侵食”〟と称するほうが近い。黒炎は通常の炎のような燃え広がり方をせず、あたかも毒が人の身体からだを侵すようにじわじわと、建物から建物を渡って類焼していく。呑のみ込まれた建物は腐敗に似た倒壊を始め、中に仕込まれていた罠わなごと潰つぶれた。

　次々朽ち果てていく街並み。灰の空に吸い込まれていく黒煙。

　それらに目もくれず、シーグフリードは住宅地を貫く大通りを歩いていた。

　漆黒の闇やみから直接剥はぎ取ったような衣をまとっている。その下に覗のぞくのは線の細い、それでいてしなやかさと逞たくましさを共存させた長身痩そう躯く。外見上は二十代後半とも三十代前半とも取れるが、全身から漂う倦けん怠たい感かんは老人のそれだ。唯一、三白眼の双そう眸ぼうだけが鋭利な眼光を放っていた。

　彼はフランベルジュの魔剣『エヴァドニ』を提げ、特に急ぐでもなく、気だるげな足取りで先へと進む。時折思い出したように得え物ものを振り、街に新たな火種を放つ。

　大通りは虫食いに遭あったように地面が穴だらけだった。都市側の人間たちが仕掛けた落とし穴だ。底には無数の槍やりが立ててあり、落下した者を串くし刺ざしにすることを目的とした、単純にして厄やつ介かい極まりない陥かん穽せい。敵はどうやら市街地の至るところにこうしたトラップを設置しているらしかった。

　本来ならば隠された落とし穴を探りつつ進むのが正攻法なのだろうが、シーグフリードは当然のようにそれをしなかった。自身の駒こまとして率いていた人外兵器と人間歩兵を先行させ、罠わなの位置がわかるようにした。無論、囮おとりにされた駒たちは穴の底で息絶え、または落とし穴に連動して崩落した瓦が礫れきの下で圧死している。不運にも魔剣の炎に巻き込まれて消し炭と化したモノも少なくない。



    

  
    
      



    

  
    
      

　目に入る景色があらかた黒炎に包まれたところで、シーグフリードはフランベルジュの魔剣を無造作に放ほうった。

「戻れ」

　投げ出された波刃の長剣は宙で黒炎の渦を噴く。闇やみとも見み紛まごう炎は天を衝く柱となって剣を覆い隠し、しかし瞬く間に霧散した。

　そこに新たに出現したのはひとりの貴婦人。大量の蛇を垂らしたような脈打つ黒髪、枯れ木のような肢体。漆黒のドレスは裾すそが木の根の如ごとく地面に広がって這はっている。白い肌の中で不気味に目立つのは黒紫の唇。魔剣『エヴァドニ』の人としての姿である。

　黒い瞳ひとみを開いたエヴァドニは周囲を見回し、呟つぶやいた。

「人外兵器と人間歩兵は」

「全部使った」

　シーグフリードは虫食いと瓦が礫れきの大通りを顎あごで示し、素そっ気けなく答える。

　そう――

　三分割された戦力。彼は自分が率いた分のほとんどを死なせていた。戦士団における、およそ三分の一の兵を消失した計算になる。

「ぞろぞろと群れて歩くのは性に合わない。これでちょうどいいくらいだ」

　肩をすくめる彼を咎とがめるでもなく、エヴァドニは淡々と事実を告げるように言う。

「フランシスカが怒ります」

「知ったことか」

　今や生き残っているのは人間歩兵が四体ほど。

　仲間たちがあれよあれよという間に絶命していく様を見ても、彼らは特別騒ぎ立てたりしなかった。人間歩兵は元々が傭よう兵へいや流れ者の剣士の寄せ集めであり、そうでなくても全員が薬物投与によって洗脳されている。自発的に思考し行動を起こす能力など残されておらず、ただ命じられたことを黙々と遂行するだけの人形にすぎなかった。

　人間歩兵の中でも彼らだけが生かされたのは、シーグフリードの後に続き、ある物を運搬していたためだ。四体がかりで一台の荷車を曳ひいている。

　荷車に山のように積まれていたのは――

「要は目的が果たせればいい」

　大量の魔剣。

　行くぞ、とシーグフリードはエヴァドニを促した。

「俺おれは早くこの都市を大陸から消したい」





　一方、第二正門から都市に侵入した一行――

　魔剣『フランシスカ』とその使い手であるホレーショー・ディズレーリ、魔剣『ヴェロニカ』とその使い手であるノア・カートライト、そして人外兵器。

　彼らはシーグフリードとは違い、堅実に罠わなを破壊、または回避しながら前進した。手間をかけたことが功を奏し、大きな被害を被ることなく三番街と七番街を通過。三手に分かれた戦士団の中でも最も早く、灰はい被かぶりの森にたどり着くことができた。

　以後も旧群集列国出身の元僧そう侶りよ、ホレーショーの働きにより、森に潜む罠を順調に無力化。一行はこのまま何事もなく森を抜け火山に到達する――はずだったが。

　彼らはその足を止めざるを得なかった。

　何な故ぜなら『溶岩』の川が進路を阻んだからだ。

　流れから判断するに、それは灰被りの森を西から東に大きく横切っているようで、規模からして飛び越えることも即席の橋を架けることも不可能に思われた。火山が鎮座する北側に行くためにはこの灼しやく熱ねつの川を迂う回かいしなければならないらしい。都市側の人間である女騎士や刀鍛冶ブラツクスミスと遭遇したのはそこで往生していたときなのだが、それはさておき。

　第二正門から着々と火山に近付いていたフランシスカたちは、遠回りを余儀なくされる。

　結果的に最初に森を越えたのは、第一正門から侵入した別の一行。

　魔剣『イライザ・イヴァ』が率いる人間歩兵の部隊だった。





　第一正門は四つの門の中で最も西側に位置している。それを潜くぐってすぐが一番街。さらに一番街を真まっ直すぐ北に縦断すると、灰被りの森の西端に到着する。イライザ・イヴァたちが取ったのはこのルートだ。

　件くだんの溶岩は火山から傾斜を伝い、南に向かって流れ出している。しかし灰被りの森のある箇所で東に折れ、そのまま森を横断し――やがて森の東端に隣接する断だん崖がい、『爪つめ痕あと』に流れ着く形になっていた。

　つまり溶岩の川が通っていない、森の西側から火山を目指せば、わざわざ迂回することなく森を抜けることができるのだ。イライザ・イヴァたちがシーグフリードやフランシスカたちよりも一足早く火山の麓ふもとに到着したのには、そういった理由があった。

　森の切れ目に立ち、イライザ・イヴァはくつくつくすくすと笑う。

「やっと着いたみたいだよ、イヴァ」

「ええ、ようやく。とても退屈な道程みちのりでしたね、イライザ」

　左右非対称の容姿――髪型も瞳ひとみの色も白黒のドレスも左右で異なった女。

　魔剣『イライザ・イヴァ』。

　二種の魔剣を合成することで造り出された彼女は、その名残なごりゆえか、ひとつの肉体にふたつの人格を宿している。跳ねっ返りで乱暴な性格をしたイライザと、気性は淑しとやかだが同時に冷酷さも兼ね備えたイヴァ。“〝彼女ら”〟は喋しやべる度、その人格に応じて表情と口調が忙せわしく入れ替わるため、傍はたで見る者にとっては不気味極まりない。

　ほぐすように自分の肩を揉もみながら、イライザ・イヴァはひとつの唇で会話する。

「本当に面倒臭い罠わなばかりだったねぇ」

「どれもこれも小こ賢ざかしく、失笑物でした」

「おかげでドレスが汚れちゃった」

「まあいけません。さっさと事を終えて新しいドレスに着替えましょう」

「大賛成だね。ええと、どれどれ」

　遠くを望むように、目の上に両手でひさしを作って傾斜を見上げた。灰はい被かぶりの森ほどではないが火山の麓ふもとにも薄く灰が漂っている。良好とは言いがたい視界。

　しかし“〝彼女ら”〟は目ざとく見つけた。

「あれれ。アレは何かな」

「あらら。何でしょうね」

　灰の霧の中に――塹ざん壕ごうや土塀らしき影をいくつも。

「面白い玩具おもちやを」

「発見してしまいました」

　すこぶる嬉うれしそうに口々に述べ、イライザ・イヴァは背後を顧みる。

　そこには長い行列を作る人間歩兵たち。ここに来るまでに無数の罠によってその数を減らされてはいたものの、それでも三百は下らない。森の草木に潜み、黒甲冑どもがひしめき合っている姿は異様の一言に尽きた。

　朗々と歌うように、イライザ・イヴァは彼らに宣言する。

「さあ」

「さあさあ」

「「狩りの時間よ」」
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　鼻の辺りに散ったそばかす、背面で一尾になるよう丁寧に編み込まれた黒い長髪、そして性格を表す陰気な目――三番街自衛騎士団に所属する女団員、ヒルダ・キャヴェンディッシュは、かつて旧群集列国の奴隷戦士として後ろ暗い仕事に手を染めていた。

　奴隷身分から脱出するきっかけになったのは、セシリー・キャンベルとの邂かい逅こうだった。彼女との出会いを経て、ヒルダは当時仕えていた主人を裏切り、祖国を棄すてるに至った。

　そのことに後悔はない。自衛騎士団への入団も自分の意志で決めたこと。

　だからこそ覚悟していた。

　これは独立交易都市と帝政列集国との決戦である。必ずや何ど処こかで過去の主人あいつらと対たい峙じする瞬間が来る。きっと避けられはしない。

　あいつらは力によってヒルダを押さえつけ、従わせていた。そのときの恐怖は未いまだに辛い記憶として残っている。顔を合わせることがあればそれだけで身体からだはすくむだろう。

　だが――背中は見せない。

　旧群集列国の奴隷戦士ではなく独立交易都市の騎士として、毅き然ぜんと立ち向かう。ヒルダはそう心に誓っていた。……誓っていたのだけれど。

　内心で悲鳴をあげずにはいられない。

　――いきなりはないだろう!?

　ヒルダのいる拠点は灰はい被かぶりの森のそば、火山の麓ふもとの西寄りに配置されていた。だからすぐ正面の森から出てきた帝政列集国の軍勢を真っ先に見つけられたし、その先頭に堂々と立つ、白黒のドレスを着た女にも気付くことができた。

　かつて自分を支配していた主人――魔剣『イライザ・イヴァ』。

「ちょっとヒルダ！　危ないよ！」

　勾こう配ばいの上に点々と造られた塹ざん壕ごうのひとつ。そこから頭を出して硬直していたこちらの袖そでを、同僚の少女騎士、ヘイゼル・キンバリーが慌あわてた様子で引っ張ってきた。軽やかな短髪と利発そうな顔立ち。同じ三番街の自衛騎士団の所属だが、ヒルダよりもひと回りも若い十代半ばの少女である。

　ヘイゼルは塹壕の中で身を伏せている。彼女を振り返り、ヒルダはぼんやりと思う。

　――こいつはあの女のことを知らない。

　同僚に限った話ではない。よくよく見回せば拠点中の団員と軍国兵が敵の登場に色めき立っているようだった。皆が皆、攻撃の口火を切る機会を今か今かと窺うかがい、一帯の空気はぴんと張り詰めている。しかしこの中にいる誰だれも、あそこに立つ女の恐ろしさを知らない。具体的な容姿や魔剣としての能力などは事前対策として知らされていたものの、イライザ・イヴァという存在の本質までは理解できていないはずだ。

　この場において彼女の脅威と傲ごう慢まんさを真に把握しているのは、実際に彼女に虐げられていたヒルダだけ。

　――そんなワタシがするべきことは。

　気が付けば叫んでいた。

「先頭にいるあの女は魔剣だ！　雷を操作する！　絶対に気を抜くな！」

　え、と傍かたわらのヘイゼルが目を瞬しばたたく。

　なおも仲間たちに警告しようとして――ヒルダは見てしまった。

　火山の麓からこちらを望んでいたイライザ・イヴァの口くち許もとが、禍まが々まがしく歪ゆがんだのを。

　次いで、その唇が何かを唱えた。明らかに声が届く距離ではない。しかしヒルダはどうしてか、彼女が口にした呪じゆ文もんを正確に聞き取ったような気がした。



「眠りを解け。一切を貫け。光は彼方かなたに。――――神を殺せ」



　イライザ・イヴァの五体が光と化した。

　人型の発光体となった彼女は直後に内側から爆はぜるように散乱。砕け散った光たちは互いに引き寄せ合うように再び集合し、ひとつの形を得た。

　遠目にもわかる、通常のそれより何倍も長大な弓。

　ロングボウの魔剣『イヴァ』。

　頭の天てつ辺ぺんから足あし許もとまで全身を黒甲冑で覆った兵士が一体、森の中から出てきてその弓を手に取った。流れるように横向きの体勢に移行。左手は弓ゆ束づかを握り、右手は弦つるの中央やや下辺りをつまむ。そして矢がない状態で弦を引いて打ち起こしを行う。

　しなる弓。限界ぎりぎりまで弦が引かれたとき、本来は矢をつがえるはずの箇所に光が収束し始めた。輝きは見る間に強くなり、凄すさまじい勢いで火花を発する。

　強烈な力場の形成――

　ぞわわわ、とヒルダの背中が猛烈に粟あわ立だった。

「伏せろッ!!」

　ヘイゼルの頭を上から押しながら、自らも塹ざん壕ごうの中に頭を引っ込める。

　瞬間、奔はしる雷光と耳を聾ろうする爆音。

　一撃にして近くの土塀が粉々に打ち砕かれたのだ。鼓膜をつんざくようなヘイゼルの悲鳴に顔をしかめながら、ヒルダは先の覚悟を改めなければいけなかった。

　あいつらに背中は見せない――だから。

　生き残ることはできないだろうことを、静かに覚悟した。





　灰はい被かぶりの森から最も近い、火山洞どう窟くつの入り口に築かれた防衛拠点。

　少し前にそこに戻っていたセシリーたちは、かすかに届いてきた雷鳴にはっとした。同じ拠点に待機している他ほかの団員や軍国兵たちも緊張を露あらわに騒ぎ出す。

「これは……」

　セシリーは勾こう配ばいの上に仰あお向むけになって身体からだを休めていたが、反射的に上体を起こした。今の音に聞き覚えがあったのだ。確か旧群集列国に行ったときに――

「イライザ・イヴァだな」

　雷鳴の聞こえてきたと思われる西の方角を見ながら、ルークが言う。

　イライザ・イヴァ？　と首を傾かしげるアリアに教えてあげた。

「雷を操る、恐ろしい魔剣だ。前に戦ったことがある」

　セシリーはふと思い出す。

　――あちらにはヒルダとヘイゼルがいたはずだが。

　雷鳴は一度で終わらず、この間も間を置いて何度も反響してくる。確実に戦闘が始まっていた。イライザ・イヴァは魔剣の中でも群を抜いて強力な存在だ。事実、セシリーとルークは過去に一度、彼女に敗れている。ふたりは大丈夫だろうか……？

「行かせないからな」

　先んじるようにルークが告げてくる。

　こちらがそわそわし始めたのを見逃さなかったのだろう。

　し、しかしだな、とセシリーは食い下がった。

「私たちはイライザ・イヴァと戦った経験がある。だから――」

「経験で言えばヒルダもそうだ。何でもかんでも首を突っ込むな。持ち場を離れるわけにもいかないだろう」

「そうだけど……」

「お前は他人の心配よりも先にやることがある。……そら、来たぞ」

　ルークはつと、火山の上のほうに目め配くばせする。

　その視線の先を追うと、栗くり色いろの髪に分厚い眼鏡をかけた女性が息を切らして下山してくるところだった。坂を駆け下りる速度に足を取られつつ、こちらに向かってくる。

　あ、とセシリーは声をあげた。

「パティ！」

　パティ・ボルドウィン。普段は事務職に就つく都市公務員だ。治ち癒ゆ系の祈き祷とう契約を習得しており、今回の決戦では後方支援として都市に残っていた。その証明にいつもの事務服ではなく専用の看護服を着ている。

「遅くなってごめんなさい！」

　パティは駆けつけるなり、息を整える間も惜しんでこちらの治癒を開始してくれた。彼女が取り出した玉たま鋼はがねから、セシリーの身体からだに向けて柔らかい光が発せられる。温かく心地の良い光。このように緊迫した状況でなければ眠気を誘われそうだ。

　どうやら自分の手当てのために、ルークが人をやって呼んでくれたらしい。

「すまないパティ。この大変なときに」

「気にしないの。これが私の仕事なんだから。でも――一体何があったの？」

　大したことではないんだ、とセシリーは前置きして、

「私とルークとアリアの三人で、物見のために灰はい被かぶりの森に入ったんだ。そうしたら迂う闊かつにも罠わなにかかってしまって。ほら、あそこには玉鋼の劣化品が仕掛けてあっただろう？」

　アリアが何か言いたげにしているのには気付いていたが、森の中であった出来事を正直に明かすわけにはいかない。聖剣が力を制御できず使い手の肉体を傷つけたなど、無む闇やみに混乱を招くだけだと判断したからだ。拠点に戻る前にルークと話し合って嘘うその辻つじ褄つまをでっち上げ、他ほかの者にも今のように説明していた。一応、敵が溶岩の手前までたどり着いていたことは前線で指揮を取る副団長レジナルドに伝えてある。

「玉たま鋼はがねの暴発をまともに受けてしまった。まったく不覚だったよ」

「……ふーん」

　パティは治療を続けながら、何な故ぜかぞんざいに相あい槌づちを打った。

「まあ、そういうことにしておきましょうか」

「……そういうこと？」

「だってこの怪け我が、火傷やけどじゃないでしょ」

　う、と詰まる。見るとルークも苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をしていた。

　そんな簡単なことに気付かないほど、自分たちは動転していたらしい。

「パティ、このことは……」

「わかってる。他人に話せない事情があるんでしょう？　だったら無理に聞き出そうとは思わないわ。あなたは目を離しているととんでもない無茶をする人だけど、今はエインズワースさんが見張ってくれてるし。そうでしょ、旦だん那なさん」

　同意を求められたルークが「ああ」と頷うなずく。

　――そんなに自分は危なっかしく見えるんだろうか……。

　多少不服に思いつつも、セシリーはパティに詫わびた。

「なんだか気を遣ってもらってすまない……」

「それに、他のみんなもそのつもりなんだと思う」

「えっ？」

　ふふ、とパティは笑う。

「あなたほど嘘が下へ手たな人もいないわよ。きっとみんな見抜いてる」

「でも……じゃあ、どうして」

　どうして誰だれも本当のことを訊たずねてこなかったんだ？

「たぶんだけど、それがアリアに係わることだからじゃないかな」

「……私？」

　目を瞬しばたたくアリアに、パティは頷きかけた。

「ごめんね？　実は私を呼びに来てくれた人が少しだけ教えてくれたの。セシリーはあなたを追って森に入っていったように見えたって。そしてセシリーだけが怪我をして帰ってきた。具体的なところはわからないけれど、あなたたちふたりの間に何かがあったということは想像がつく。誰も何も言わないのはそのせいよ」

「……」

「私たちは、あなたが聖剣としての力を使えなくてずっと苦しんでいることを知ってる」

　柔らかな声音。

　アリアはじっと耳を傾けている。

「あなたの抱えている悩みを解決してくれる誰だれかがいるとしたら、それはきっとセシリーよ。魔剣『アリア』もそうだったように、あなたの相棒だけがあなたの心を救うことができる。私たち外野はそのことを理解しているから手を出さない。見守るだけ」

　横で聞きつつ、セシリーはどんな顔をすればいいのかわからなかった。けれど内心で嬉うれしく感じていたのは本当だ。周りの人々が黙って見守ってくれるのは、何より自分とアリアの間にある絆きずなを認めてくれているからに他ほかならない。

「エインズワースさんもそうなんでしょ？」

　そうなのか？　と首を傾けてルークに確認してみるが、彼は首の後ろを掻かきながらそっぽを向いてしまった。相も変わらず、つむじ曲がりな男だ。

　ちゃんと話し合って、とパティはアリアに続ける。

「ひとりで殻に閉じこもらないで。あなたの周りをよく見てみて」

　周りを見る……。アリアは確かめるように囁ささやく。

　そしてゆっくりとこちらに面おもてを向けた。神秘的な光沢を放つ瞳ひとみが、何を言うでもなくひたと見つめてくる。まるで本当に輝いているかのような眼まな差ざし。それに射抜かれるセシリーはひどく魅入られ、ごくりと生なま唾つばを呑のみ込んだ。

　どれくらい間があっただろうか。彼女の唇が開く。

　一言も逃すまいと、セシリーは身を乗り出しかけた。

　が――

「敵を見つけた！」

　拠点中に響き渡る声がそれを遮った。

「火山を流れる溶岩を挟んで、すでに戦闘を開始している！　敵は戦士がふたりと魔剣らしき女がふたり、残りは人外兵器が大量だ！　支援を頼む！」

　現場から駆け上がってきたのだろう、自衛騎士団の団員が息を荒らげながらまくし立てている。彼の呼びかけに一帯がにわかに喧けん騒そうに包まれた。

　今しがた述べられた敵の構成からして、十中八九、セシリーたちが先ほど灰はい被かぶりの森の中で遭遇した軍勢だろう。

　溶岩を挟んでの対たい峙じ。ということは恐らく敵の軍勢はあの後、森を西寄りに迂う回かいしたに違いない。溶岩は火山から南に流れ、森の途中で東に進路を変えている。彼らはその流れに逆らいつつ溶岩沿いに進み、森から抜け出したところでこちら側の陣営と相対した――おおよそこのような塩あん梅ばいだろう。

　報しらせを持ってきた団員はさらに付け加えた。

「ドラモンド副団長の部隊も援軍に向かっている！」

　パティが息を呑のんだ。

「レジナルド……」

　本人たちは公表していなかったが、セシリーはなんとなく察していた。パティと三番街自衛騎士団の副団長が浅からぬ関係を築いていること。セシリーだけではない、恐らくは自衛騎士団に所属する団員のほとんどがふたりの仲に勘付いている。

　――こうしている場合ではない。

　意気込んだセシリーは立ち上がろうとしたが。

「俺おれが行く」

　腰帯に刀を差しつつ、ルークが名乗りを上げた。

「お前はまだ手当てが済んでいない。終わるまで大人しく休んでいろ」

「し、しかし！」

「言うことを聞け。それに相棒との話し合いも途中だ」

　話し合い。セシリーははっとして傍かたわらの相棒に視線を戻す。アリアはまだ、じっとこちらを見つめていた。この騒ぎの中でも片時も目を逸そらさなかったみたいだ。

　こちらの注意が彼女のほうにいっている間にも、ルークはパティに言付けている。

「セシリーを頼むぞ」

「ええ、任せて。あなたも――レジナルドをお願い」

　ルークはにっと口の端を上げる。

「名指しか」

「っ、そ、そうよ！　悪い!?」

「いいや、まったく」

　意地悪く笑って、彼はまたこちらを見やった。

「行ってくる」

　何を求められているのかはすぐにわかった。

　だから告げてやる。妻として。

「い――行ってらっしゃい」

　その言葉に背中を押されたように、ルークは勢いよく駆け出していった。

　見る見る間に小さくなる後ろ姿。セシリーはそれをぼうっと見送った。

「セシリー・キャンベル」

　呼ばれ、振り返る。

　向かい合わせたアリアが訊たずねてくる。

「あなたは私を救うことができるのか？」

「……ああ」

　すぐに気持ちを切り替えるのは難しかった。でもこの種の問いに対する答えはいつだって変わらない。セシリーは確かに頷うなずいて伝えた。

「必ず救う。それが私の信条だ」

「では教えてくれ」

　アリアは掌を自分の胸に当て、それを投げかけた。

「私は誰だれだ？」



　　　６



　森から出てきたところを火山の高所から奇襲。

　これが当初の作戦だった。

　地形の高低差を利用しつつ敵の頭上から矢を射、岩を落とし、丸太を転がし、祈き祷とう契約を唱え――あらゆる手段を駆使して攻撃を畳みかける。非常に単純だが、しかしこれほどに有効な戦い方は他ほかに見当たらない。控え目に考えても序盤の主導権を握れるだろうことは確実に思われた。それだけ地の利というものは戦局に大きな影響を及ぼす。

「……のはずだったんだがな」

　塹ざん壕ごうの壁を背に、ヒルダは独りごちる。

「完全に出で端はなを挫くじかれた」

　雷光、雷鳴、爆発、戦せん塵じん、悲鳴、怒号――

　状況は混乱の体を成していた。

　断続的に放たれる雷撃は塹壕や土塀を紙かみ屑くず同然に粉砕していく。その衝撃は人間の身体からだを冗談のように吹き飛ばし、直撃を浴びた者を消し炭に変えた。爆風によって撹かく拌はんされる火山灰と土煙が砂すな嵐あらしのように一帯を吹き荒れ、人々の叫びを塗り潰つぶす。

　無論、応戦する者がいないわけではない。ある騎士団員は障壁の陰から果敢に飛び出し、矢を射た。ある軍国兵は仕掛けの罠わなを切り離し、石を投下した。しかし敵の大部分は未いまだ灰はい被かぶりの森の中に身を潜めており、矢も落石も木々が盾になってそちらまで届かない。

　実のところ矢や面おもてに立って姿をさらしているのは、ロングボウの魔剣『イヴァ』を構える黒甲冑が一体だけだった。

　すでにこの黒甲冑は十本以上もの矢を受けている。しかしいささかも怯る様子を見せない。全身に刺さる矢を物ともせず、黙々と機械的に単純作業を繰り返す――見えない矢を弓につがえ、弦つるを引き、こちらの何倍も強力な飛び道具を放ってくる。

　つまるところ――

　都市側の陣営はこの雷撃の射手ひとりに牙が城じようを崩されていた。

　爆音はなおも続いている。雷の矢はヒルダたちのいる拠点に次々と着弾し、騎士団員と軍国兵を一掃していく。拠点の指揮官として六番街自衛騎士団の団長、ゴードン・ホーキンズが何ど処こかに控えていたはずだが、彼の声も爆音に紛れてか聞こえてこなかった。

　――やはりこうなるか。

　ある意味、予想通りだった。これは“〝人間”〟対“〝人間”〟の戦いではない。

　正確には“〝人間”〟対“〝人間以外”〟。

　この場には見当たらないが、連中の中には例の人外兵器も戦力として投入されているに違いない。魔剣『イヴァ』を用いているあの黒甲冑だってただの人間ではないだろう。いくら矢を受けても痛くもかゆくもないと言わんばかりに立っているのがその証拠だ。大方“〝調律師”〟と呼ばれる技術者集団に特殊な調教を施されでもしたのだろう。ヒルダは以前、イライザ・イヴァのそばで彼らの姿を何度か目撃している。

　魔剣。人外兵器。人の形をした黒甲冑。

　人間同士の争いに人間以外を戦わせる、帝政列集国による現代の代理契約戦争。

　ただただ胸むな糞くそが悪い。

　――では、そんなヤツらに対抗するにはどうするべきか。

　自分は何をするべきか。ヒルダはとうに答えを得ていた。

　――ワタシも人間以外になるしかない。

　人間以外に戻るしかない。

「ヘイゼル。お前に告白しておきたいことがある」

「えっ、何!?　こんなときに!?」

　ヒルダの隣で、塹ざん壕ごうの陰から頭を出したり引っ込めたりを繰り返していたヘイゼルが、慌あわてふためいたようにこちらを振り返った。雷撃の猛攻に涙目になりつつも彼女なりに健けな気げに反撃の機会を窺うかがっていたらしい。余裕のない表情でまくし立てる。

「悪いけど私はセシリー様一筋だよ！　ヒルダとはずっといい友達でいたいよ！」

「阿あ呆ほう、違う。落ち着いて聞け」

「聞いてるよ！　でもこんな状況で落ち着いて会話なんて――」

「ワタシは昔、旧群集列国の奴隷戦士だった」

　ヘイゼルが言葉を切り、ぱちぱちと目を瞬しばたたいた。

「どれい……？」

「奴隷戦士。戦闘の技術を叩たたき込まれ、暗殺という汚れた仕事をさせられていた」

　目を見開く同僚に、ヒルダはふっと笑ってみせる。

「薄々はわかっていたんだろう？」

「……うん」

　控え目な仕種しぐさで認める。

　ヘイゼル・キンバリーはセシリー・キャンベルの活躍に触発されたのをきっかけに、ヒルダとほぼ同時期に入団した新米の少女騎士だ。奴隷制度という、他国に平然と蔓延はびこる暗部を受け止めるには身も心もまだ若すぎ、だから今までヒルダは彼女に己の素す性じようを詳しく明かすことはしなかった。

　しかし毎日のように行動をともにしていれば、多少なりともその片へん鱗りんは伝わってしまう。少なくともこちらの言動から、後ろ暗い職に就ついていたことくらいは察していただろう。

　ヘイゼルは急に大人しくなってしまった。

　小首を傾かしげ、恐る恐る訊たずねてくる。

「でもどうして今それを……？」

「奴隷戦士だった頃ころ、一時期あそこの魔剣に飼われていた」

「か、飼われてたなんて」

「飼われていたんだ。犬のように」

　もはや言葉を濁す必要はない。ヒルダはきっぱりと告げた。

「だからワタシはあの魔剣『イライザ・イヴァ』のことをよく知っている」

「……そういえばさっき言ってたね。雷を操作するって」

　頷うなずいて続ける。内心の感情を覚さとられないよう、早口に。

「イライザ・イヴァのことを、奴らの戦い方をここにいる誰だれよりも理解している。ワタシならばあいつを何とかできるかもしれない。だからヘイゼルには援護を頼みたい。わずかな時間でいい、矢であそこにいる黒甲冑の注意を逸そらしてくれ。その分、ヘイゼルが向こうから狙そ撃げきされる危険性が増えてしまうが――」

「やっと話してくれたね」

　不意に言われ、ヒルダは口を噤つぐむ。

　ヘイゼルが微笑ほほえんでいた。現状にはそぐわない、柔らかな笑み。

「な、何を」

「ヒルダのこと。ずっと教えてくれなかった」

「それは……」

「うん。きっと私に気を遣ってくれてたんだよね。わかってる。わかってるからこそ、打ち明けてくれたことが嬉うれしいんだよ。ちょっと能天気かもしれないけど」

「……嬉しい？」

　だって、とヘイゼルはこちらの肩に自分の肩を当ててくる。

「あなたの背中、私に預けてくれるんでしょ」

　ヒルダは返事に詰まった。

　同じ新米騎士といえど、自分たちの実力差は大きく開いている。片や元奴隷戦士、片や酒屋の娘。正真正銘の新人であるヘイゼルが戦闘の面でヒルダに敵かなうわけがなかった。

　各おの々おのの境遇を考えれば、その差は当然のこと。

　でも彼女はそれを“〝当然のこと”〟として受け入れていなかったのかもしれない。

　ひょっとしたらずっと肩を並べたいと思っていたのかもしれない。

　他ほかの誰だれでもない、自分と。

「ねえ。私もちょっとは認められたってことでいいのかな？」

　ともに戦う仲間として――ヒルダにとって背中を預けられる相棒として。

　顔を背け、ヒルダは素そっ気けなく応こたえた。

「……さあな」

「もう！　素直じゃないなぁ」

　ヘイゼルは冗談めかして唇を尖とがらせる。ヒルダはそれを横目に思う。

　――ワタシはたぶん、恐れていた。

　友人を失うことを。

　今まで素す性じようを秘密にしていたのはまだ若いヘイゼルに気を遣ったから――なんて嘘うそっぱちだ。そんなものは建前にすぎない。本心は、すべてを知られることで彼女の態度が変わってしまうことを恐れていただけ。現に今も確かめたくて仕方がない。

　オマエは暗殺者としての過去を持つワタシが怖くないのか？

　オマエはワタシが元奴隷だとわかって失望しなかったか？

　しかしこれらは愚問なのだろう。問いを投げかけたところで、どうせヘイゼルはあっけらかんとした面つらをして「それがどうしたのさ」と言ってのけるに違いない。たとえヒルダが過去に犯した罪をひとつひとつ事細かに教えたとしても、彼女は何も変わらないのではないかと思う。それがヒルダの知る、ヘイゼル・キンバリーという少女だから。

　何も恐れることなどなかった。これまでも、そしてこれからも。

「合図する。頼んだぞ、ヘイゼル」

「ええ。いつでもどうぞ、ヒルダ」

　――いい加減、乗り越えろ。

　奴隷の出自ゆえの卑屈さ。そいつに囚とらわれるのはぼちぼち飽きてきた。

　過去を、このイライザ・イヴァとの対決で乗り越えるのだ。

　これから行うことを手短に打ち合わせた後、ヒルダは己の得え物ものである錐刃の短剣ステイレツトを一振りずつ両手に携え、機会を窺うかがった。傍かたわらではヘイゼルが弓に矢をつがえ、息を殺してそのときを待つ。

　間もなく――もう何度目になるかもわからない爆発音が轟とどろいた。

　雷撃が衝突したのはふたりが隠れる塹ざん壕ごうより離れた、別の塹壕。

「今ッ」

　鋭く囁ささやき、ヒルダは塹壕の陰から身を躍らせた。

　戦せん塵じんと火山灰に霞かすむ一帯。

　ロングボウの魔剣を構えた黒甲冑は、先ほどと同じ位置にいた。火山の麓ふもと、灰はい被かぶりの森の手前。ヒルダはそこに向かって滑るように勾こう配ばいを駆け下りる。黒甲冑はすぐにこちらの接近に気付いた。やはり機械的に弓を持ち上げ、見えない矢を新たにつがえて弦つるを引く。

　火花をあげて集束する雷光――

　標的は自分。そのことを意識した瞬間、ヒルダは総毛立った。

　かつてもこの身にイライザ・イヴァの雷撃を受けたことがある。矜きよう持じも抗あらがう心も何もかも刈り取る激痛、己の肉が焼け焦げる音、臭におい。それらの記憶が怒ど涛とうの如ごとく蘇よみがえり、急激に吐き気が込み上げる。すくみそうになる脚。心臓は破裂しそうなくらい早鐘を打つ。

　勝手に涙が出た。けれどヒルダは止まらなかった。止まるわけにはいかなかった。

　相棒ヘイゼルが必ず自分を助けてくれる。

　そう信じていたから、怖おじ気けづく心をねじ伏せ、ひた向きに前へと進む。

『あなたの背中、私に預けてくれるんでしょ』

　――阿あ呆ほうが。

　とっくの昔に預けてる。





“〝人間歩兵”〟は理性を持たない。シーグフリードから初代ハウスマンの研究を伝授された技術者――“〝調教師”〟たちが、彼らにある特殊な調教を施したためだ。

　長期間の薬物投与と手術による洗脳、肉体強化、痛覚の遮断。元は傭よう兵へいや流れ者の剣士だった彼らはこれらの処置を経て思考力というものを奪われ、さらには痛みをまったく感じない、戦闘にのみ特化した傀かい儡らいに仕立て上げられた。

　ロングボウの魔剣は力を発現すると弓そのものが雷を帯び始める。生身の人間には弦を引くことすらできないが、しかし痛覚の麻ま痺ひした人間歩兵ならばそれができる。

　魔剣『イライザ・イヴァ』の唯一にして最大の欠点は、彼女らの発する力場が相手だけでなく使い手までも傷つけてしまうということ。雷は生命にとって絶対的な脅威。人間がとうてい扱える代物ではなく、今までは彼女ら専用に調整された悪魔『ガストン・バスカヴィル』が使い手としての役目を担っていた。

　しかしさしもの悪魔といえど雷に完全に耐え得るわけではない。限界を超えれば当たり前に崩壊する。さりとて無限に造り出せるものでもなく、造り出したところでその調整には長い時間がかかる。此こ度たびの決戦はかつてないほどに激しいものになると予想され、別の駒こまがどうしても必要だった。使い捨てでいい、耐久性には劣るものの、ガストンよりも効率的に量産できる駒――消耗品。人間歩兵が造られたのにはそういった経緯があった。

　人間歩兵は痛みを感じない。だからイライザ・イヴァの雷が全身に伝い、肉が焼け、爛ただれた皮膚が甲冑と癒着しようとも、己の身体からだが動く限りは淡々と命令を実行する。

　坂の上からこちらに向かって駆けてくる人間を見ても、そのことに変わりはなかった。

　人間は女の騎士だった。

　勾こう配ばいを下っているにもかかわらず、そいつは驚くべき柔軟性で前傾の姿勢を保ち、ひとつに束ねた黒髪を背中の上で尻尾しつぽのように跳ねさせて疾しつ走そうしてくる。まるで身体からだを前に投げ出すかのような走りが、下る勢いに助けられて見る見る加速する。

　人間歩兵は動じない。

　今まで通り弓を構え、矢をつがえ、弦つるを引き、狙ねらいを定めて解放するだけ。

　轟とどろく雷鳴。

　だがそれより早く、標的はその体たい躯くを横に投げ出していた。雷撃はその脇わきをかすめて勾配の地面を爆散させる。寸前で回避した女騎士は、着弾の余波に三回転分ほど吹き飛ばされつつも軽やかに受け身を取る。流れるように立ち上がって前まえ屈かがみの疾走を再開――

　外れたならばまた撃てばいい。そう言うように人間歩兵は再び弦を引く。

　撃たれたならばまた避よければいい。そう言うように女騎士は再び横に跳んで転がる。

　矢継ぎ早に放たれる雷光。避ける度に泥だらけになる女騎士。

　彼ひ我がの距離は少しずつ、だが着実に狭まっていく。

　もしもこの人間歩兵にわずかでもまともな思考があったなら、とうの昔に訝いぶかしんでいただろう。雷撃の初速は人間が目で追い、反応できるようなものではない。一度放たれたが最後、瞬まばたきする間もなく標的は撃ち抜かれている。何なん人ぴとにも回避はできない。

　しかし女騎士は回避する。

　すべての矢を紙一重でかわし、執しつ拗ように前進を繰り返す。

　いつの間にか女騎士の姿はすぐそこまで迫ってきており、故ゆえにこそ人間歩兵は垣かい間ま見みることができた。人間離れした身のこなしとは裏腹に濡ぬれた瞳ひとみ――怖おじ気け立だったそれ。女騎士は涙目になるほど恐れ戦おののきながら、けれど勇気を奮い立たせて突進していたのだ。

　ただしその勇敢さもここらが限界。

　この近距離で雷撃を避けるのはいよいよ至難の業わざであり、今や女騎士は格好の的だった。

　かといって逸はやるわけでもなく、人間歩兵は速すみやかに弦を引き直す――

「――――!!」

　次の瞬間、彼は空を仰いでいた。

　何ど処こからか射られた矢が兜かぶとの眉み間けんに衝突し、その圧で首が後ろに倒れたせいだ。

　人間歩兵は痛みを感じない。しかし思考力の欠如から自身で判断する能力をほとんど持たないため、不測の事態に即応することができない。

　数秒の硬直。

　女騎士が彼の許もとに到達し、その命を絶つのには十分な時間だった。





　右のスティレットで鎧よろいの脇わきから心臓を、左のスティレットで兜かぶとの隙すき間まから首筋をそれぞれ刺突。二箇所の急所を刺し貫かれた黒甲冑はがくんと崩れ落ちるように膝ひざを突く。

　ヒルダは足の裏で黒甲冑の胸を蹴けり、反動で二本の剣を引き抜いた。

　間髪を容いれず、再度それらの凶きよう刃じんを閃ひらめかせる。狙ねらうは魔剣本体。スティレットの先端は音もなくロングボウの弓グリ束ツプに迫った。

　が――

　ばちばち！　とロングボウの表面に小さな雷が起こる。人間が触れればたちどころに意識を奪われるだろう力場。ヒルダは既すんでのところで剣を引き、自身も飛とび退のいた。

　黒甲冑はぐらりと仰あお向むけに傾かしいでいきながら、手にしていたロングボウを背後に放ほうり投げる。そいつはその投とう擲てきを最後に事切れたらしく、後頭部から倒れて動かなくなった。

　水平に投げ飛ばされたロングボウは、灰はい被かぶりの森にいた別の黒甲冑が受け止めている。

　――絶好の機会を取り逃した。

　ヒルダは舌打ちするが――

　件くだんのロングボウが輝き、無数の光球と化して散開するのを見て、ほくそ笑んだ。

　変形する光の集合体に「よう」と声をかけてやる。

「久しいな、イライザ・イヴァ」

　人の姿に戻ったイライザ・イヴァは、静かな佇たたずまいをしていた。表情豊かな“〝彼女ら”〟にしてはひどく淡白な無表情。両腕をだらりと下げ、瞬まばたきもせずこちらを見ている。



    

  
    
      



    

  
    
      

「どうして」

「かわせた」

　ヒルダは肩をすくめた。

「ワタシはオマエらに飼われていた。だからオマエらのことをよく知っているのさ。例えばそう、魔剣『イヴァ』の、弓ゆみ弦づるを引いてから雷が集束するまでの時間。正確に記憶している。それにタイミングを合わせさえすれば避よけるのは不可能じゃないだろう？」

　とんだ大口だ。一撃でも食らえば死んでいた。黒甲冑を仕留める直前だって、もしもヘイゼルが矢を外していれば、自分は今ごろ黒焦げになっていた。

　切り抜けた今も動どう悸きが治まる気配はない。声は震え、両目は涙で湿っている。

　それでも――

「一方的な戦いにも飽きてきた頃ころだろう？」

　ヒルダは虚勢を張って挑発する。

「オマエらの大好きな殺し合いを始めようじゃないか」

「……畜生が」

「私たちに指図するな」

　イライザ・イヴァはぼそぼそと呟つぶやくが、その表情は微動だにしない。

　意図的に感情を殺している。内心の憤ふん怒ぬをみっともなく表に出さないために。

“〝彼女ら”〟は右手を頭上に差し伸べ、唱えた。



「眠りを解け。眼まなこを焼け。光は灰かい燼じんに。――――神を殺せ」



　イライザ・イヴァの肉体が雷光となって天に昇る。遅れて一振りの剣が降り、大地に突き刺さった。それは剣身が緩ゆるやかに湾曲した三日月剣。

　シャムシールの魔剣『イライザ』。

　黒甲冑のひとりがそれを手にしたのをきっかけに、他ほかの者たちもぞろぞろと森から出てきた。彼らは黒い壁のように横に並んで火山の麓ふもとを埋めていく。

　イライザ・イヴァが変化を始めた時点で、ヒルダはすでに踵きびすを返していた。

　激しく肩で息をしつつ、元いた塹ざん壕ごうを目指して勾こう配ばいを駆け上がる。

　――やれることはやったぞ。

　厄やつ介かいなロングボウの魔剣は引っ込んでくれた。それに負けず劣らず強力な得え物ものであることに変わりはないが、シャムシールならばまだ戦いようはある。防戦一方にはならない。

「ヒルダ・キャヴェンディッシュ。よくやってくれた」

　低い声。ヒルダの見上げる先に立つ影があった。

　痩そう躯くの小男である。白みがかった薄い頭髪に、平たく潰つぶれた顔面。六番街自衛騎士団の団長、ゴードン・ホーキンズ。かつて魔剣『アリア』が旧群集列国にさらわれたとき、その救出部隊を率いた男だ。

「ホーキンズ団長……」

　ヒルダは絶句せざるを得なかった。ゴードンは片腕が丸ごと焼け爛ただれていたのだ。皮膚と袖そでの区別がつかないほどに全体が黒く焦がされ、その所々から赤い血を噴いている。祈き祷とう契約でも完治が望めないだろうほどの火傷やけどだった。

　この拠点の指揮を任されていたゴードンが今の今まで大人しかったわけに合点が行く。恐らく早い段階にイライザ・イヴァの雷撃を受けてしまったのだ。ならば指揮を取るどころでなかったのは当然だ。今なお凄すさまじい激痛に襲われているはずで、現に彼の顔面はひどく青ざめ、顔面は大量の脂あぶら汗あせで濡ぬれていた。

　しかし――ゴードンは雄々しく立つ。

　呼吸を荒らげながらも、その目はいささかも力を失っていない。

「任せてしまってすまなかった。……だが本当に助かった。心の底から感謝する」

　喉のどを詰まらせるヒルダはただ頷うなずくことしかできなかった。

「聞け、者ども！　ヒルダとヘイゼルが活路を開いてくれたぞ！」

　ゴードンは声を張り上げ、生き残っている部下たちに命じる。

「剣を取れ、弓を取れ！　ここからが本番だ！」

　正直なところ自衛騎士団の団員も軍国兵も、多くの者がイライザ・イヴァの脅威に心を挫くじかれていただろう。無理もない。相手は人じん智ちを超えた魔剣であり、つい先ほどまでその圧倒的な力を前にまったく抗あらがう術すべを持たなかったのだ。挫けるのも当然に思われた。

　が、挫けていない男がいる。

　生死に係わるような重傷を負いつつも、戦う意志を失なくさない男がここにいる。

「お前たちの底力を見せつけてやれッ!!」

　その姿に心が奮い立たない者など、ひとりとしていなかった。彼の叱しつ咤たに拠点の方々から応じる声が湧わき上がる。それは地鳴りのように皆の鼓膜を叩たたき、胸を励ました。

　かくして、両者の戦いは本当の意味で火ひ蓋ぶたを切る。
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　ルークはひた走っていた。

　支援要請に対して名乗りを上げる者は他ほかにもいたが、どうやら大きく引き離してしまったらしい。肩越しに窺うかがってみたところ、後続の彼らとはかなり距離が開いていた。

　かといって駆ける速度を緩ゆるめたりはしない。元より集団行動をするつもりがなかった。自分は自衛騎士団の団員でも軍国兵でもない、刀鍛冶ブラツクスミスというただの職人だ。鍛か冶じの腕だけでなく剣のそれにも覚えはあるが、多対多の戦闘に関しては訓練を受けた経験がない。中途半端に協調して統率を乱すよりは、遊撃として参加するほうが理に適かなっている。

　だから気にせず先行する。そもそもそれ以前に、ルークの意識は別のものに囚とらわれていた。急せいたような走り方をしていたのはそのせいもあっただろう。

　――俺おれはまた間違えてしまったのかもしれない。

　ルークはずっと、過去に思いを巡らせていた。

　振り返るのは幼おさな馴な染じみであるリーザ・オークウッドの死。そしてリサとの共同生活。

　リサはリーザの悪魔契約によって生み出された悪魔であり、術者リーザから引き継いだのは瓜うり二ふたつの容姿のみ。その他ほかはまったくの別人――記憶は何ひとつ残っておらず、性格も異なっていた。彼女はリーザの形をしたリーザではないモノだった。

　それでも最初の頃ころ、ルークはリサの中に幼馴染の片へん鱗りんを探し求めてしまった。

　好きなもの、嫌いなもの、いつまでも直らなかった癖、よく使っていた言葉、よくしていた表情――リーザ・オークウッドという少女を構成していたすべて。

　日常の端々でそれらを見み出いだそうとして、見出せなくて、身勝手に失望して、その失望を本人に覚さとられて悲しげな顔をさせてしまって、自己嫌悪して、まともに向き合うことすらできなくなって、会話の数も減っていって。

　――俺たちは今、それと同じことをしているんじゃないか？

　かつて自分がリーザを重ねてリサを傷つけたように。

　自分たちは魔剣『アリア』を重ねて聖剣あいつを傷つけていたのではないか。

　もしもそうだとしたら。

　――どうして真っ先に俺が気付けなかった？

　記憶がないこと、性格が異なること、けれど容姿にはおぼろげながら片鱗を残していること。彼女の状態はリサのそれと非常に似ていた。だからこそいち早く自分が気付いて然しかるべきだった。四年前の後悔を繰り返さないために。セシリーにさせないために。

　このことに思いが至ったのは、灰はい被かぶりの森でセシリーとアリアが問答しているのをそばで見ていたとき。あのときアリアは終始無表情に徹していた。でも何な故ぜか重なったのだ。リサの悲しげな顔と彼女の無表情が。

　だが今さら気付いたところで手遅れだ。自分たちは十分にアリアを傷つけた。

　――俺の声なんて届かない。

　彼女の心を救えない。それができるとすれば、ただひとり。

『あなたの抱えている悩みを解決してくれる誰だれかがいるとしたら、それはきっとセシリーよ。魔剣『アリア』もそうだったように、あなたの相棒だけがあなたの心を救うことができる。私たち外野はそのことを理解しているから手を出さない。見守るだけ』

　パティ・ボルドウィンの言う通り、もはや外野は見守るしかない。

　ルークは自じ嘲ちよう気味に呟つぶやく。

「……いつもこうだ。俺おれは」

　リサがいなければ、リーザを失った悲しみに押し潰つぶされていた。

　セシリーがいなければ、リサと真正面から向き合うことができなかった。

　先代の聖剣がいなければ、新しい聖剣を打つことができなかった。

　いつだって自分は後手に回り、誰だれかに助けられないと何かを為なせない。

　――こんな俺が今、できることは何だ？

　セシリーとアリアが、互いに抱えている想おもいを打ち明け合う場を作ること。

　その時間を少しでも稼ぐこと。

　だからルークは走る。

　後悔と内省に背中を押されてひた走り、そして――





　そこは火山を下って流れてきた溶岩が灰はい被かぶりの森に合流する地点。

　溶岩の川には、両岸にそれぞれ一基ずつ櫓やぐらのような土台が組み立てられ、上に巨大な橋が渡してあった。土台は、溶岩の表面から発せられる熱波が橋に届かないように高さが調整されている。それでも今日に至るまで橋は何度も燃え落ち、その都度、架け直されていた。低いながら両端には縁もある。

　こうした橋は火山の勾こう配ばいを流れる溶岩の川に複数箇所存在する。造られた理由はふたつ。

　ひとつは、自分たちが行き来できるようにするため。

　ひとつは、敵の行軍経路を限定するため。

　決戦を迎えるに当たって最も憂慮されたのが、圧倒的な戦力差だった。相手が実に大陸の半分以上を掌握する大国である一方、こちらは大陸の片隅にある一都市。軍国から兵を借りているとはいえ、やはり戦力の差は否めなかった。

　自衛騎士団と軍国兵の混合部隊だけでは、火山全体を満遍なく網羅することは難しい。だから戦場となる舞台を限定する必要があり、それを狙ねらいとして造られたのが溶岩の川に架かる“〝橋”〟だった。

　溶岩の川は規模が長大だ。越えるにはこの橋を必ず渡らなければいけない。つまりその付近に拠点を置けば、戦いの場所は自ずと絞り込まれ、防衛する側も対策を立てやすくなる。このようにして戦力の不足は補われた。

　今――

　目もく論ろ見み通り、その橋の周辺一帯は戦場と化していた。

　橋の上に殺到しているのは背に剣の山を生やした四足獣“〝人外兵器”〟である。

　大挙して押し寄せる人外どもはどいつもこいつも獰どう猛もうに唸うなりをあげ、興奮したようにがちがちと歯し牙がを噛かみ鳴らす。それでいて背中の剣山で橋の縁を切り裂いたり隣り合う同胞を傷つけたりせぬよう、均等の間隔で縦列が成されている。奇妙なほどに統率の行き届いた獣の群れ。何ど処こか異様でさえあった。

　そいつらはしかし、なかなか向こう岸にたどり着けないでいる。

　橋の出口にバリケードが築かれていたためだ。

　丸太を堆うずたかく積み上げた柵である。先頭の人外兵器が何度も頭突きで突破を試みるが、それは恐ろしく頑丈だった。徐々に軋きしみつつはあるものの、破は城じよう槌づちの如ごとき衝突を受けても耐え抜いている。

　丸太の柵には覗のぞき穴のような隙すき間まがいくつもあった。その隙間からは槍やりの穂先が出入りし、突貫を繰り返す人外兵器どもの眉み間けんや黄金こがね色の双そう眸ぼうを突く。柵の外に張りついた軍国兵たちが槍を挿し込んでいたのだ。

　彼らを束ねるは白髪に褐色の肌をした女軍人――ドリス。

　旧帝国の出身であり、故ゆえあって軍国に亡命して軍人職を得た女だ。

　ドリスは軍国兵たちに叫ぶ。

「絶対に通すなッ！　踏ん張れ！」

　バリケードに護まもられているとはいえ、人外兵器の頭突きは今にも柵を破壊せんばかりの衝撃を伝えてくる。いつ丸太が崩れ、自分たちの頭に降ってくるかもわからない状況。腰が引けない者などいない。ドリスは喉のどを嗄からしてそんな彼らの背中を必死に支えていた。

「こんなところで無様な姿をさらしたら、ゼノビア様に顔向けできねえぞ！」

　恐らくそれは軍国の人間にとって魔法の言葉なのだろう。

　主あるじである少女王の名に奮い立ち、軍国兵は鬨ときの声こえをあげる。

　一方、自衛騎士団の団員たちは――

「軍国に後れを取るな！」

　弓を取り、対岸で橋からあぶれている人外兵器どもに矢を射ていた。

　剥むき出しの山肌には障壁となるものがない。獣どもは溶岩を挟んで放たれる飛び道具を為なす術すべもなく受け、苦痛がにじんだうめき声をあげる。しかし驚くべきはその生命力。矢の二本や三本では膝ひざを屈することすらしない。そのため自衛騎士団は絶え間なく弓の弦つるを引かなければいけなかった。

「矢の補充だ！　近隣の拠点から持って来いッ！」

　何人かの団員たちにそう命じたのは、三番街自衛騎士団の副団長、レジナルド・ドラモンドである。彼もまたドリスのように声を張り上げていた。

「手を止めるな――」

　一帯に漂う猛烈な熱気。溶岩によるものだけではない、戦いの熱。戦場に身を置いたことのある者ならばいやが上にも心が昂たかぶるのを抑えられない。良い意味でも悪い意味でも。

　――俺おれも意外に血の気は多いらしい。

　駆けつけたルークは内心で苦笑いを浮かべつつ、レジナルドの許もとへと向かう。

　レジナルドはすぐにこちらに気付いた。

「お前が来てくれたのか！　ありがたい！」

　手放しで迎え入れられるとどう反応したらいいかわからない。ルークは曖あい昧まいに頷うなずく。

「状況は？」

「悪くない。なんとか凌しのいでいる」

　凌いでいる。レジナルドには悪いが、ルークはその言葉に違和感を覚えてしまった。

　――あの男は何ど処こだ？

　魔剣の使い手、ホレーショー。ここに人外兵器がいるということは奴も来ているはずなのだが――と対岸を見やると、あっさりとその姿を見つけられた。

　彼は戦闘の渦中にある橋からも人外兵器の群れからも離れて立っていた。すぐに存在に気付けなかったのはそのためだろう。森を抜けたので不要となったのか、ゴーグルもマスクもしておらず素顔をさらしていた。遠目にもわかる整った顔立ちに、流浪人のような蓬ほう髪はつと無ぶ精しよう髭ひげ。前に火山洞どう窟くつで見た面つらと変わらない。

　ひとりで何をしている？　そう思ったのも束つかの間ま。

　ホレーショーがとある長剣を大上段に構えるのが見えた。

　ルークはぞっと背筋を凍らせる。

「野郎――」

　バスタード・ソードの魔剣『フランシスカ』が地面に叩たたきつけられた。

　その切っ先から衝撃波が奔はしり、猛烈な勢いで大地が割れていく。衝撃波の軌跡はホレーショーのいる岸を越えて溶岩の流れに至った。瞬間、灼しやく熱ねつの川が爆散する。

　降り注ぐ溶岩の雨。川岸で弓を構えていた団員たちが悲鳴ごと呑のみ込まれて炎上した。地面に落下した溶岩の塊もその衝撃で四散し、近くにいた軍国兵の下半身に飛びつく。足を焼かれた彼は絶叫をあげてのた打ち回った。

　被害は人外兵器どもにまで及んでいた。同じく向こうの川岸にいた数体が頭から溶岩を浴び、激しく燃えながらどうと沈む。その背で天を鋭く衝いていた剣山も粘土のように溶け崩れていった。

　己の成した結果に、ホレーショーは鼻を鳴らすだけだ。

　――見境なしか。

　ルークは嫌でも理解させられた。奴が灰はい被かぶりの森で今のような暴挙に出なかったわけを。無駄に被害が広がるのを恐れたわけではない。飛び散った溶岩が森に火事を起こし、自分がそれに巻き込まれるのを避けたためだ。単なる保身でしかない。

　溶岩がルークたちのいる場所まで届かなかったのは幸運だった。レジナルドとドリスがそれぞれの部下に負傷者の介抱を指示している。半ば怒鳴りつけるように。

　この間もホレーショーは魔剣を掲げ、追撃しようとしていた。

「奴の注意を引け！」

　傍かたわらの副団長に指示し、自身は地を蹴ける。レジナルドがホレーショーへの射撃を命じる声を背中で聞きつつ、ルークは丸太の柵へと駆け寄る。

「借りるぞ肩ッ」

　柵の手前に陣取っていた軍国兵たちに言い捨て、そのひとりの背中に飛び乗るようによじ登った。突然のことに彼がぐらついて転倒するより早く、ルークは彼の肩を踏み台にしてさらに跳躍した。

　着地した先は柵の上辺。次いで橋の縁に飛び移り、それに沿って走る。あまりの速さと身のこなしに、橋に密集していた人外兵器は何もできず見送るだけだった。

　ルークはあっという間に橋を渡り切り、橋の縁から降り立つ。駆ける足はなおも止まらず人外兵器どもの間かん隙げきを縫った。

　疾しつ走そうしつつ抜刀――黒塗りの鞘から飛び出したのは緩ゆるやかに反り、表面に雲のような紋様が浮かぶ刀身。この日のために拵こしらえた、自分が戦うための得え物ものだ。

　ルークはそれを手にホレーショーに斬きりかかった。涼しい顔で矢を払い落としていた彼はこちらの姿を認めると身を翻ひるがえす。甲高く響き渡る金属音。

　斬撃を魔剣の腹で受け止めたホレーショーと、そのまま鍔つば迫ぜり合あいをする。

「聖剣はどうした」

「さあな」

　互いの剣を隔てて睨にらみ合い、ルークは強気に告げた。

「そんなことより、さっき森で言っただろう？　やり合おうぜ。俺おれと」

　誘うように刀を押すが、ホレーショーはそれを苦もなく押し返してくる。

「いいだろう。ただしこちらは手加減しない」

　眉まゆをひそめるルークは、直後に息を呑のんだ。ホレーショーの肩越しに見つけてしまったのだ。彼の巨体の向こう側で、見覚えのある少女と青年戦士が並び立つのを。

　取り分け目を引いたのは少女のほうだった。小柄で痩せ細った肢体に飾り気のないドレス。特徴的だったのが異様に長い頭髪である。それは足あし許もとの地面にまで扇のように垂れ、影のように大きく広がっていた。

　その彼女が、幼い容よう貌ぼうにまったく不釣り合いな、妖艶なる笑みを浮かべて唱える。



「眠りを解け。罪に酔え。毒を獅し子しに。――――神を殺せ」



　詠えい唱しようの完了とともに少女の頭髪が膨れ上がった。

　無数の黒い糸はそれ自体が生きているように、隣にいた青年戦士に絡みつき、急激な膨張を続けてあれよあれよという間に彼の身体からだを覆い隠してしまう。貪どん欲よくな黒髪はそれだけでは飽き足らなかったのか、本体である少女の身体をすら呑のみ込んだ。

　やがて出来上がったのは黒髪で編み込まれた、一個の繭まゆ。

　繭はなおも変容を継続。中から何かをばきばきぐしゃぐしゃと噛み砕くような音を轟かせながら――四肢を生やし、尾を生やし、頭を生やし、鬣たてがみを生やし、歯し牙がを生やし、剣を生やす。変形を終えると爆発四散し、正体を露あらわにした。

　頭髪の消し炭が粉ふん塵じんとなって舞う中、そこに四よつん這ばいに立っていたのは一体の獣――獅し子しの形をした全身甲冑だ。そいつは獣型の兜かぶとをもたげ、背中には無数の剣の山を背負っている。出いで立たちは人外兵器と酷こく似じしていた。

　黒獅子の魔剣。

　ルークは歯は噛がみする。ホレーショーと同様、以前に火山洞どう窟くつで戦った相手だ。

　――銘めいは確か『ヴェロニカ』。

　呑のん気きに鍔つば迫ぜり合あいをしている場合ではない。ルークは剣を弾はじいて飛とび退のき、距離を取る。

　ホレーショーは特に追うこともせず、バスタード・ソードを構え直した。

　黒くろ獅じ子しの魔剣はゆったりとした足取りで彼の横に並ぶ。

「……参ったな」

　多勢に無勢。正面の彼らもそうだが、背面には人外兵器どもがぞろぞろと群れを成している。向こう岸にいるレジナルドたちの助けも期待できない。下へ手たに矢でも撃てば、誤ってこちらに中あてられることだってあり得るからだ。

　どう考えても孤軍としか言えない状況。

　――いいさ、やってやる。

　どうせ誰だれかがホレーショーを止めなければならないことに変わりはないのだ。

　そしてその“〝誰か”〟に最も相応ふさわしいのは、遊撃である自分だ。

　絶対に生き残る。そう覚悟したなら――これくらい切り抜けてみせろ。

「かかってこい。皆殺しにしてやる」

　ルークは挑発的に宣言しつつ、己の左眼球の表面を指先で小突いた。



　　　８



「私は誰だ？」

　守る剣だ。

　と口にするのは簡単だった。実際このときも喉のど許もとまで出かかったが、セシリーは寸前で思いとどまった。引っかかったのだ。アリアが“〝何”〟でなく“〝誰だれ”〟で問うてきたことが。

　言葉を選びながら切り出す。

「……答える前に確認したい。構わないか？」

「肯定する」

「君はこれまで自分のことを凶器だと主張し続けてきた」

「肯定する」

「どうしてそんなに凶器であることにこだわる？」

「事実だからだ」

　こうして問答している間も、セシリーは地べたに腰を下ろしてパティの治療に身を任せていた。全身を包むのは湯船に浸つかっているような温ぬくい感覚――祈き祷とう契約による治ち癒ゆの光は薄い膜となって傷口を覆い、じわじわと痛みを和らげてくれる。

「事実だと思うのは何な故ぜだ？」

　訊ききつつ、セシリーはちらとパティのほうを窺うかがう。彼女は発光する玉たま鋼はがねをかざし、祈祷契約の詠えい唱しように集中していた。目の前で行われているやり取りにも別段反応を示す様子はない。自分たちの邪魔をしないよう、無関心を装ってくれているのがわかる。

「剣は凶器。これは揺るぎない事実だ」

　視線を正面に戻す。こちらと目の高さを合わせるためだろう、アリアが地面に膝ひざを突いていた。心持ち顔を前に突き出し、糸で縫い止められたように一点を見据えて動かない。

　強い眼まな差ざしでセシリーの目を見つめてくる。

「……そうだな。剣は人や物を傷つける」

「肯定する。剣は争いのために生み出された道具であり凶器だ」

「だがそれだけでもないだろう？」

　アリアはあくまで淡々と訊き返す。

「どういう意味だ」

「剣の持つ意義はそれを扱う人間次第でいくらでも変わる、いや変えられる。それは魔剣だって同じだ。君は君の意志によって何かを傷つける刃やいばにも誰かを守る盾にもなれるはずなんだ。他ほかの誰でもない、君自身がそれを選ぶことで――」

「同じことを言ったのか」

「……え？」

「魔剣『アリア』にも、同じことを言ったのか？」

　不意打ちだった。セシリーは思わぬ指摘に狼狽うろたえる。

「ア、アリア？」

「やめろ」

　平へい坦たんだった声音がわずかに変化する。心なしか語気も乱れたように感じられた。

「私はレイピアの魔剣ではない。ましてやクリスナイフの魔剣でもない。身勝手な願望を押しつけるな。過去を重ねるな。ありもしない面影を探し出そうとするな――」

　畳みかけるように述べたところで、視線を下げる。

　前髪で目め許もとを隠し、かすれた声で囁ささやいた。



「――――私を見ろ」



　がつん、と頭を強打されたような錯覚。

　己の顔面から急激に血の気が失うせていくのを、セシリーは自覚した。

　――私のせい、だったのか？

　材料となった魔剣たちの記憶や痕こん跡せきを手掛かりに、己の個を探ってみたい。

　アリアがそう申し出てきたのは一か月ほど前。彼女はでも、いつからかその過去探しに乗り気でなくなっていた。それどころか他者に係わることにも消極的になってしまった。

　まるで心を閉ざしてしまったみたいに距離を置かれて。理由は全然わからなくて。

　だが今、わかった。

『――――私を見ろ』



    

  
    
      



    

  
    
      

　簡潔にして痛烈な一言。間抜けな自分にも一発で理解させてくれた。むしろ何な故ぜ今までそのことに思い至らなかったのか、己の浅はかさに怒りすら覚える。

　つまるところセシリーは見失っていたのだ。

　過去に囚とらわれるあまり、今ここにいる彼女に目を向けなかった。

　かつての相棒を重ねて押しつけて、ずっとずっと傷つけていた。

「もう一度問う。ありのまま答えろ」

　前髪の隙すき間まからアリアの瞳ひとみが覗のぞけた。こちらの挙動を見張るような上目遣い。

　居すくまるセシリーは目を逸そらすことも叶かなわない。

「あなたにとって、私は誰だれだ？」

　――私にとって、君は。

　真っ先に脳裏に浮かんだ答えがあった。けれど喉のどが凍りついたように動かない。また彼女のことを傷つけてしまわないかと尻しり込ごみし、口にすることができない。

　が、そのように迷う半面、思う。

　沈黙は余計にアリアを失望させるに違いない。ましてやその場逃れの取り繕った答えなど、きっと見破られる。ならば言うしかない。嘘うそ偽いつわりのない答えを誠実に訴えるしかない。

　変わらぬ真実を。

「……戦友だ」

　たぶん、彼女の耳には空々しく響いただろう。

　それでもセシリーは言わなければならなかった。

「だって私たちはあのとき、そう誓い合った」

　再会を果たしたあの日。

　疾しつ走そうする馬車の上で、自分たちは誓いを交わした。

『君は私の戦友になれ』

『仰せのままに。剣の輝きに誓って約束しよう』

　もっとも――

　記憶がないアリアにしてみれば、それは大したやり取りではなく、ただ一振りの剣として求めに応じたに過ぎなかったのかもしれない。けれど彼女が魔剣『アリア』と同じ言葉で応こたえてくれたのは本当のことで、その事実はセシリーの心に深く刻み込まれている。

　だからどんなに白々しく響こうとも、信じて言い続けなければいけない。

「あの誓いがある限り、私たちは戦友であり相棒だ」

「肯定する」

　アリアは迷うことなく頷うなずいた。

　が――

「剣である私は使い手を必要とし、使い手であるあなたは剣を必要とする。互いに利害は一致している」

　セシリーはもどかしさに拳こぶしを握る。剣とその使い手。決して間違ってはいないが、さりとて正確なものとも言いがたかった。“〝戦友”〟という言葉には単なる利害の一致に止とどまらない、もっと特別な意味が込められている。少なくともセシリーにとってはそうだ。

　自分と彼女の間には大きな認識のずれがある。

　――でも、やむを得ないことなんだ。

　捉とらえ方が異なるのは至極当然のことなのだ。だって自分たちは何も築き上げていない。これから戦友になる――現状はまだその段階。今の彼女に多くを望もうとすること自体が間違っている。

　こちらが沈黙している間に、アリアは「だが」と続けた。

「“〝戦友”〟は互いの関係性を表す言葉だ。私の問いに対する回答にはなっていない。……どうした？　あなたはすべてを救うのではなかったのか」

　もういいでしょう、と声が割り込んだ。

　パティだ。彼女は嘆息してアリアを諌いさめる。

「八つ当たりは止よしなさい」

　アリアはそちらを見やって不本意だと抗議するように目を細めた。

「否定する。その覚えはない」

「覚えがなくても、ほとんど八つ当たりみたいなものよ。いくらセシリーに訊たずねたところであなたが満足する答えは得られない。自分が何者であるかなんて、その本人にしかわからないんだから」

「本人にしか……わからない？」

　ええ、とパティは頷うなずく。

「あなたが誰だれなのかは、あなた自身が知っているはず」

　具体的なところはわからない。でもパティがアリアに何か大切なことを伝えようとしているのは察したから、セシリーは大人しくふたりの会話を静観することにした。

　言われた内容を吟味したのだろう、アリアは少しの沈黙を経てから述べた。

「……聖剣という名の凶器。私は私のことを説明する事実をこれしか知らない」

「いいえ、そんなわけがない。見ないふりをしては駄だ目めよ」

「見ないふりとは何のことだ」

「わからない？」

　子どもに辛抱強く言い聞かせるように、パティははっきりとした口調で告げた。

「凶器であろうがなかろうが、どちらにせよ過去から逃れることはできない」

「過去」

「ええ。あなたがふたりの魔剣たちを材料にしているという過去」

　アリアがわずかに目を見張る。

「どうしても逃れられないのか？」

「どんなに嫌がって遠ざけたところで、それは必ずあなたの背中を追ってくる。私たち人間が自分の生まれや血を意識してしまうように、聖剣であるあなたも自分の根っこを無視することはできない」

　確かに、とセシリーは苦々しくも認めなければいけなかった。

　魔剣とそれを材料にして造られた聖剣。両者を切り離して考えることは難しい――アリア本人はもちろんのこと、彼女と接する人々もこのことを意識せざるを得ない。何な故ぜなら人々は材料となったふたりの魔剣たちに、それぞれ大小の思い入れを抱いているから。

　セシリーがアリアに以前の相棒を重ねてしまったように――

　望むと望まざるとにかかわらず、アリアは何かしらの場面で己の過去と直面する。

「それにどう向き合うか。あなたが求める答えはそこにあるんじゃないかしら」

「なればこそ……私はあのとき凶器であることを選んだ」

　――あのとき？

　セシリーは疑問符を浮かべたが、すぐに気付いた。

　灰はい被かぶりの森での出来事を言っているのだ。

「“〝過去など知らない、私は凶器だ”〟――そう判断したからこそ、凶器としての力を行使しようとした。……しかし」

　と自分の胸の上に手を添える。

「私の中にいる何かたちがそれを拒んだ」

　アリアの視線がパティからこちらに移った。

「結果、力は暴走してセシリー使い手の肉体を傷つけた」

「……」

「私は余計に私というものがわからなくなった」

　内心の吐露に至っても、アリアの表情に変化らしい変化はない。話す声も抑揚がなく平へい坦たんなもの。それでもセシリーは強く感じずにはいられなかった。

　彼女が抱えている不安の大きさ。

　自分がわからない――これ以上の恐怖が果たしてあるのか。

　ましてや彼女は“〝生後一か月の子ども”〟なのだ。

　――こんな当たり前のことに今まで気付けなかった私は、本当の本当に大おお馬ば鹿か者ものだ。

　たまらずアリアの手を取った。ついさっき森でしたように。

　彼女を独りぼっちにさせないために。

「私と一緒に戦ってくれ！」

　こちらの剣幕に目を瞬しばたたきつつも、アリアは応こたえる。

「肯定する。元よりそのつもりであり、先ほどもそう述べたはずだ」

「ああ！　だからここで君に約束したい！」

　もう迷いもためらいもなかった。

　セシリーは真っ向からアリアの瞳ひとみを覗のぞき込む。

「この戦いの中で証明する。君がただの凶器でない、守る剣であることを！」

　自分は頭が悪い。理に基づいて何かを語るということが苦手で、いつも感情に従ってしか行動することができない。いつまでたっても成長しない未熟者。

　だから――とにかく行動する。行動して結果を出す。

　それがセシリー・キャンベルという人間だ。

「……剣の意義は私自身が選択する。あなたはそう言っていたな」

「ああ」

「ならば選ぼう。己が何であり誰だれであるかを」

　セシリーは当然、気付いていた。

　握り返してくる彼女の手が熱を持っていることに。

「では、それまでは何と呼べばいい？」

「“〝アリア”〟で構わない。今まで通り」

　そこで初めて彼女は目め許もとを和らげる。

「不本意だが馴な染じんでしまった」

　セシリーも微笑ほほえんだ。

　不覚にも涙ぐみそうになったのは何な故ぜだろう？

「……それと」

　とアリアが何かを言いかける。しかし先が続かず口をぱくぱくと開閉させた。

「？　どうした？」

「それと……」

「それと？」

「あ。ひょっとして」

　にこにこと自分たちのやり取りを窺うかがっていたパティが不意に声をあげる。言いあぐねているアリアにそっと何かを耳打ちした。

「――って言えばいいのよ」

　頷うなずいたアリアは、小首を傾かしげているこちらに言う。

「ごめんなさい」

「え」

「私のせいであなたに傷を負わせてしまったことを、謝罪する。ごめんなさい」

　そしてぺこりと頭を下げてきた。

　隣を見ると、パティが片目を瞑つぶる。

　彼女がアリアに教えたのは謝り方――今の“〝ごめんなさい”〟という言葉だろう。

　――追い打ちは卑ひ怯きようだ。

　セシリーはぐっと唇を引き結ぶ。緩ゆるんでいた涙るい腺せんがさらに緩んでしまった。

　握っていたアリアの手にもう片方の手を添え、首を横に振った。

「いいんだ。私こそ、ごめん。もう絶対に見逃さないから」

　アリアが送るサインをひとつ残らず受け止める。受け止めてみせる。

　彼女の戦友に足る者として。

「パティ！」

「あらら。ええ、もちろんそう来ると思ってたわよ」

　苦笑し、パティは両手を上げた。

　すると治ち癒ゆの祈き祷とう契約が解除され、セシリーの全身を淡く包んでいた光が消える。

「完治はしてないからね。あくまで応急処置。今はいいけど、派手に動いたら痛みがぶり返すと思う」

「構わない。十分だ」

「急いだほうがいいかもしれない」

　アリアが彼方かなたを振り返り、遠い目で警告した。

「恐ろしい数の気配が接近しつつある」

「気配……？」

　ああ、と頷うなずく。

　彼女が望んでいるのは灰はい被かぶりの森がある方角。

「先代の聖剣や私に近しい気配。恐らくは魔剣のそれだ」





　それは身幅の広い、片刃の曲剣だった。剣身が短い半面、重量感があって物を断ち切ることに優れた得え物もの――ファルシオンの魔剣である。

　シーグフリードはそいつを用い、木々を切り開きながら灰被りの森を進んでいた。

　彼を取り巻く空間が捻ねじれ、歪ゆがんで見えたのは魔剣が特殊な力場を発していたためだ。歪わい曲きよくした空間は次々と半円状の刃やいばを生み出し、その何十もの刃たちは草木に襲いかかっていく。まるで凶器の雨。鋭利な衝撃波は乱雑に障害物を切り散らかし、進路の見通しを良くした。

　三手に分かれた帝政列集国戦士団。

　イライザ・イヴァ率いる人間歩兵の軍勢は森の西側を抜け――

　フランシスカ率いる人外兵器の軍勢は森の中央からやや西寄りの位置を抜け――

　そしてシーグフリードとエヴァドニは森の東側を進んでいた。

「シーグフリード」

　ドレスの裾すそを持ち上げ、静かに歩いていたエヴァドニが、前を行く彼に訊たずねた。

「体調に変化はありませんか」

「俺おれをそこいらの人間と一緒にするな」

　灰はい被かぶりの森はその名に違たがわず全体を火山灰に覆われ、また霊体の吹ふき溜だまりでもある。普通の人間が何の備えも知識もなしに立ち寄れば粘膜を灰にやられ、高濃度の霊体による酔いに侵される。森に入る場合はマスクやゴーグル、そして『霊体酔い』を防止するための専用の玉たま鋼はがねが最低限必要となる。

　しかしシーグフリードはこれらの装備を一切していなかった。

　彼はファルシオンを片手に鼻を鳴らす。

「俺は普通の人間じゃない。お前も知っているだろうが」

「ですが半分は人間です。念のため、確認と思いまして」

「影響はない。フランシスカが言うような小言はやめろ」

　初代ハウスマンが行った、とある非人道的な実験。

　まず手始めに自らの種で奴隷の女たちを孕はらませ、“〝材料”〟となる子を何人も産ませた。そしてその“〝材料”〟たちに悪魔契約を行わせた――彼らが死言を唱えられる程度の言語能力を身につけるのを待って。

　実験は失敗を繰り返す。だがほんの一例だけ成功していた。ある女児がその片腕を生いけ贄にえに一振りの魔剣を生み――次いで残った肉体すべてを費やして一体の悪魔を生んだのだ。

　初代はさらにその悪魔と奴隷の女を交接させた。

　この異種交配により生まれたのは、ひとりの男児。

　それがシーグフリードである。

　悪魔と人間の両方の血を引く彼は、形は人間のそれでも中身がまったく違う。常人よりも火山灰や霊体への耐性が強いのも、この出自が関係していたためだった。

　片や――

　件くだんの女児が最初に生み出した魔剣はというと。

「……何か？」

　とエヴァドニが首を横に傾けた。

「何がだ」

「あなたがエヴァドニを見つめているように感じたのですが」

「気色の悪いことをほざくな。気のせいだ」

　突き放すように吐き捨てて、シーグフリードは彼方かなたを向く。エヴァドニは何ど処こか納得がいかないように首を傾けたままにしていたが――ふとそれを真まっ直すぐ縦に戻した。

「それよりどうしますか。この荷物」

　彼女は自分たちが来た道を振り返る。そちらには魔剣の力によって乱雑に切り刻まれた草木が絨じゆう毯たんのように長く続いていた。

　一台の荷車がその絨毯の上に停とまっている。大量の魔剣を積載した荷車だ。

　シーグフリードは忌々しげに舌打ちする。

「役立たずどもが」

　彼がわざわざファルシオンの魔剣を使って森を切り開いていたのは、この荷車が進むのに十分な空間を持った小こ径みちを造るために他ほかならない。進路を阻む草木を刈り取り、さらには無数に仕掛けられた罠わなを破壊する。ファルシオンが発する刃やいばたちは遺憾なくその役割を果たし、悪路ながらも荷車をここまで運搬することができていた。

　しかし――

　荷車の曳ひき役として引き連れていたのは人間歩兵が四体。そのうち二体が荷車のそばに這はいつくばっていた。彼らはファルシオンの刃が取りこぼした罠に引っかかり、下半身を負傷してしまったのだ。

　足あし許もとで起こった玉たま鋼はがねの小爆発は鎧よろいの装甲を砕き、その下の脚部を吹き飛ばした。如い何かに人間歩兵が痛覚を持たないとは言っても、肉体そのものを壊されれば手も足も出ない。這い進むことしかできない彼らに荷車を曳くことなど不可能だった。

　幸いにして荷車の車輪は無事だったし、残った二体で曳けないことはない。だがその速度は今までよりも格段に落ちる。シーグフリードは苛いら立だちを禁じ得なかった。

　と、そのとき。

「誰だれか来ます」

　不意にエヴァドニが呟つぶやいたのに遅れ、シーグフリードもそれに気付いた。遠くから反響してくる集団の足音。すぐさまその正体を察して目を細める。

　――おあつらえ向きに代わりの曳き役がやって来たな。

　さほど待たずして、足音の主たちはシーグフリードとエヴァドニの許に姿を見せた。

「今ごろお出ましか」

「そう皮肉を言うな。シーグフリードよ」

　先頭に立っていた散ざん切ぎり頭あたまの男が、薄笑いを浮かべながら口にする。

　長身のシーグフリードですら見上げるほどの巨漢であり、四肢も丸太のように太い。首から下は黒くろ鎧よろいをまとっていたが、戦士団に支給されている物よりも段違いに上等な品だ。肩から羽は織おった外がい套とうには王冠を模した刺し繍しゆう。容よう貌ぼうはとうに高齢の域に達しているにもかかわらず、その体格や雰囲気は実年齢に反して実に猛たけ々だけしい。

　旧帝国騎士団総団長、オーガスタス・アーサー。

　オーガスタスの後に続いて群れ集うのは貴族騎士たちである。シーグフリードが森に敷いた小径を悠々と歩いてくる。敵陣のただ中にいるとは思えないほど、彼らの空気は弛し緩かんしていた。

「お前のおかげでずいぶんと楽をさせてもらった。感謝するぞ」

　悪びれもせずに言うオーガスタスに、シーグフリードは舌打ちした。

　この男が自分の騎士団かわいさに戦士団に先陣を切らせたことは言うまでもない。ここに至るまでにあった罠わなはシーグフリードとエヴァドニがほとんど潰つぶしている。騎士団の連中はその安全な道をたどってきたのだ。大した苦労もせずに。

「まあまあ、よいじゃないか」

　貴族騎士たちの陰からひとりの男老が現れ、シーグフリードたちの間に入った。

「お前さんの駒こまは人間じゃあない。使い捨ての道具だ。ならば惜しむ気持ちなどこれっぽっちもないだろう？」

「……ランスロット。お前も来ていたのか」

「おお。来たさ」

　ランスロット・ダグラスは愉快そうに笑う。

　見えない荷でも背負わされているかのように腰を深く前に曲げ、杖つえを突いた初老の男。要人が着る物とは思えないような、色いろ褪あせたローブを身にまとっている。口くち許もとを覆うほど立派な白しら髭ひげをたくわえ、癖なのかそれを皺しわだらけの手で何度も撫なでつけていた。旧群集列国側の代表者にして旧帝国との合併を手引きした人物である。

　ランスロットは全身を震わせるようにして昏い笑い声をあげながら、

「もちろんワシは戦わんぞ。高みの見物にと思ってな」

「勝手にしろ」

　――こいつも鼻につく男だ。

　シーグフリードは強しいて彼に取り合わず、オーガスタスに向き直った。

「貴族騎士どもにあの荷物を運ばせろ」

　オーガスタスは頷うなずき、配下に荷車を曳ひくよう命じる。

　人間歩兵は痛覚を遮断されることで限界まで身体能力を発揮でき、だから魔剣を山と積んだ荷車を運搬するのも四体で済んだが、貴族騎士たちはそうもいかない。人間歩兵の倍以上の人数で、かつ交代しながらでないとまともに荷車を曳くこともできなかった。そのことが余計にシーグフリードを苛いらつかせた。

　一行はファルシオンの魔剣を持つシーグフリードを先頭に、ぞろぞろと列を成して灰はい被かぶりの森を分け入っていく。

　そして当然の如ごとくそれに行き当たった。

　森を西から東に横切る灼しやく熱ねつの川――

「これが噂うわさに聞く溶岩か……」

　顔面に吹きつけられる熱波に、オーガスタスがごくりと喉のどを鳴らす。

　溶岩は圧倒的な存在感で彼らの前に横たわっていた。巨大な川が緩慢に流れ、ぐつぐつと煮え立つ様子はこの世のものとは思えない。オーガスタスだけでなくランスロットも気け圧おされていたし、貴族騎士たちなどは完全に腰が引けているようだった。

「……どうするつもりだ。迂う回かいするのか？」

「まさか」

　ランスロットの問いにあっさりと答え、シーグフリードは己の従者を呼んだ。

「エヴァドニ」

「はい、こちらです」

　促されるまでもなく、エヴァドニは荷車の中から魔剣を一振り選より抜いていた。

　グラディウスと呼ばれる両刃もろはの剣だ。刃渡りは短いが厚みがあって幅も広い。刺突に向くよう、剣身は真まっ直すぐで先端が鋭く尖とがっていた。

　ファルシオンの魔剣とグラディウスの魔剣を交換したシーグフリードは、溶岩のほうへと歩み寄る。それの発する熱気は不用意に近付くだけで火傷やけどしかねないものだったが、彼はまったく意に介さず燃える川のすぐ際に立った。

　人々が固かた唾ずを呑のむ気配を背に、おもむろにグラディウスを構える。

「――凍えろ」

　空間を穿うがつように、刺突。

　前方に突き出されたグラディウスの先端から猛烈な寒風が発生し、溶岩の水みな面もに食らいついた。恐ろしいほどの温度差を伴う衝突は森中に蒸発音を轟とどろかせ、後方で様子を窺うかがっていたオーガスタスたちは一様に顔をしかめて己の耳を塞ふさぐ。例外だったのはエヴァドニくらいだろう。

　蒸発音が止やんでからも、膨れ上がるように立ち昇った蒸気はなかなか晴れなかった。

「ど、どうなったんだ」

　オーガスタスは蒸気の向こうに目を凝らす。

「お――おお！」

　寒風によって急冷された溶岩は黒く変色して固体化しており――

　その凝固した箇所はこちらとあちらの岸をつなぎ、即席の橋と化していた。

　シーグフリードとエヴァドニを除く一同が歓声をあげる。しかし。

　固体化に成功したといっても、それはあくまで長大な川の中の一部分に過ぎない。黒い橋は横から流れてくる溶岩に呑み込まれ、あっという間に皆の視界から消えてしまった。

「見ての通りだ」

　露骨に落胆の空気を漂わせる彼らに、シーグフリードは告げた。

「渡れるぞ」

「なっ……」

　人間たちはひとり残らず唖あ然ぜんとした。

　心配するな、とシーグフリードは邪悪に笑ってみせる。

「今のような橋なら何度でも作ってやる」

「し、しかしすぐに溶岩が呑のみ込んでしまうではないか！」

　オーガスタスが慌あわてふためいたように声をあげる。その隣ではランスロットが青い顔で何度も頷うなずいている。老人はあまりの恐怖に声も出ないらしかった。

「呑み込まれる前に渡り切ればいい」

「そんな馬ば鹿かな――」

「嫌なら迂う回かいしろ。そこいら中に罠わなが潜む森の中をな」

　オーガスタスたちは茫ぼう然ぜんと立ちすくむよりなかった。当然の反応だろう。彼らはつい先ほど、脚を吹き飛ばされた人間歩兵たちを目撃している。シーグフリードの手を借りずに迂回などしようものなら、あれの二の舞になることは目に見えていた。

　渡るしかないのだ。命を懸けてこの溶岩の川を。

「ここまで大した苦労もなく来られたんだ。だったらその楽をした分、ツケは支払うべきじゃないか？　なぁ？」

　それは意趣返しのような意味合いも含んでいたのかもしれない。

　シーグフリードは状況を楽しむように「さあさあ」と人々を煽あおり立てた。

「誰だれから渡る。とっとと決めろ」





　――――彼らは知らない。

　たとえ命からがら溶岩の川を越えることができたとしても。

　森を抜けた先にさらなる脅威――“〝大陸最強の男”〟が待ち構えていることを。



　　　９



　そいつの立ち回りは常軌を逸していた。

　戦術そのものに奇抜なところはない。決して深追いをせず、手近な人外兵器に斬撃を浴びせるとすぐに後退する。刃こぼれを極力抑えるためか、なるべく得え物もの同士を交えることはしない。刀はあくまで肉を断つことにのみ使用する――

　多対一の戦闘における基本中の基本を、生き真ま面じ目めすぎるくらいに押さえていた。とても理に適かなった、常識的な戦い方。ただ尋常でなかったのはその運動量と回避能力である。

　とにかくよく動き、よく避よけるのだ。

　背に剣の山を負った獣どもはそいつをまったく捕まえられない。

　彼ら人外兵器は、これまで四本の脚のうち前の二脚をそれぞれ長く太い槍やりに挿すげ替かえられていたが、此こ度たびの戦いではその移植を行われていなかった。つまり生来の強きよう靭じんな四足がそのまま残されており、機動力は以前の比ではないということ。現に戦闘の早い段階でそいつを取り囲み、その四方八方を完全に塞ふさぐことに成功していた。

　にもかかわらず――人外兵器どもはしばしば標的の姿を見失う。

　あたかもこの場にいるすべての人外兵器の死角を網羅しているかのように、そいつは自由に包囲網をかいくぐり、突如視界の端に出現して斬撃を繰り出してくる。加えて彼の持つ得え物ものは恐ろしく斬きれる。元来の生命力の高さから一撃にして息の根を断たれることはなかったものの、人外兵器どもは少しずつ着実に傷を負わされていった。

　脚を斬られて機動力を失い、眼球を斬り裂かれて視界を潰つぶされ、喉のどを突かれて激しく失血させられ――次々と戦闘不能または絶命に追いやられる。気が付けば動くことのできる個体は目に見えて減りつつあった。

　神出鬼没の遊撃。一方的な攻勢はただの暗殺劇。

　もしも人外兵器どもが人間のような思考を持ち、言葉を解せたなら、彼らは口を揃そろえてこう述べたに違いない。

“〝あいつこそが人外バケモノだ”〟





　無論――

　この独壇場の代償は並々ならないものだった。

「ぐっ、ううぅ……！」

　ルークはひたすらに耐え忍ぶ。

　人外兵器どもからは一度も攻撃らしい攻撃を受けていない。すべて回避している。しかし嘔おう吐と感がしつこく喉のど許もとまで込み上げ、頭は常に割れるようにずきずきと激痛を訴えていた。まるで水を被かぶったみたいに全身が脂あぶら汗あせで濡ぬれている。

　責め苦は間断なくやって来る。

　それでもルークは足を止めず、『魔眼』を酷使し続けた。

　左ひだり眼がん窩かに寄生した悪魔『魔眼』は宿主に抜群の視力をもたらす。だからルークは自分の周囲を取り巻く一切合財を把握することができる――壁のように包囲網を築く人外兵器の挙動、彼らの視線がたどる軌跡が“〝視みえる”〟。相手が次にどう動くつもりなのかさえわかれば、それに対応するための選択肢は必ず見み出いだせる。

　その代償はいくらでも引き受ける覚悟だった。何せこの責め苦は我慢さえすればいいのだ。剣山に皮膚を斬り裂かれたり体当たりを受けて骨を折られたりなどして、戦えなくなるよりかは遥はるかにまし。

　後は身体からだがついていけるかどうかだが。

　――ついていかせる！

　必死の形相で戦場を駆ける。血ち眼まなこになって活路を探し、それに身を擲なげうつ。

　人外兵器が顎あぎとを大きく開いて噛かみついてくるのを紙一重で回避し、距離を取る際に斬きりつけておく。鼻先が地面に触れるほど頭こうべを下げ、背中の剣山を突き刺してこようとする奴にはあえて正面から迎え撃ち、眼球に刀を突き刺して返り討ちにする。同胞の背後に隠れて出てこない人外についてはこちらから出向いて脚を切断してやった。

　――必ずしも殺す必要はないんだ。

　これだけの数の人外兵器を根絶やしにすることなど、どだい無理な話。だからルークは彼らの間合いに深く踏み込むことはしない。脚や急所を傷つけるに留とどめ、とにかく機動力を奪うことに専念した。この死地を乗り越える術すべはそれしかない。

　今のところルークの目もく論ろ見みは上う手まくいっているように思えた。

　が、他方、ひとつ引っかかることもある。

　――どうして俺はこんなに戦える？

　一方的に優勢な戦況。気合や根性だけで為なせるものではない。そもそも根本的に身体能力が向上しているように感じられた。刀を振る速度や足あし捌さばきの切れなどが記憶よりも優れている。『魔眼』のせいとも違う。この悪魔の目はあくまで視力のみを高めるものだ。

　まともに戦闘を行ったのは火山洞どう窟くつで遭難したとき以来だったが、あの頃ころはここまでの立ち回りをすることができただろうか？

　――いや、いい。今は目の前のことに集中しろ。

　とにもかくにもこちらが押していることは確かなのだ。もはや人外兵器どもは問題にならない。ルークは血煙と獣声が渦巻く戦場を完全に掌握していた。

　もしもその快進撃を止められる者がいるとすれば――

　背筋に悪お寒かんを覚え、ルークは足の爪つま先さきで半円を描きながら背後を振り返る。

　今まで一度も剣を受け止めなかった刀身が、このとき初めてそれをした。

「ホレーショー……！」

「感服した」

　交差する剣はぎりぎりと耳障りな摩擦音を鳴らす。

　バスタード・ソードの魔剣でこちらの刀を押しながら、ホレーショーは言ってきた。

「剣の腕、その身のこなし。ここまでのものだとは思わなかった。称賛に値する」

「へえ、そりゃどうも！」

　ルークは捨て鉢に言い返すが、内心はそれどころではなかった。

　刀が異常に重い。剣を押すホレーショーの腕力がこちらのそれを上回っているのだ。

「まさか今さらこんな感情を味わえるとは思わなかった」

「何を――」

「ひとりの剣士として血が騒ぐ」

　言葉に反し、ホレーショーの表情は平静なまま。

「簡単に死んでくれるなよ」

　安い挑発。安いが故ゆえに癇かんに障さわりやすい。

　ルークは渾こん身しんの力を込めてバスタード・ソードを弾はじいた。

　互いの得え物ものが離別し、しかし直後に惹ひかれ合うように再度衝突。今度は押し合いに発展せず、刀と魔剣は離別と邂かい逅こうを繰り返す。片方が打ち込み、もう片方がそれを受け止めるという形ではない。両者は同時に打ち込むことで強烈な衝突を生んでいた。

　刃やいばと刃が打ち合う度に破裂する火花。

　鼓膜を直じかに叩たたくような剣けん戟げきの響きが、連続して火山に木こ霊だまする。

　――クソ！

　ルークは歯は噛がみせざるを得なかった。斬撃の初動はこちらのほうが速い。しかしホレーショーのそれには重みがあった。どんなに腰を入れて刀を振り抜いても、相手は凄すさまじい膂りよ力りよくで長剣を繰り出し、容易たやすく叩き返してくる。

　何より彼には隙すきというものがなかった。狙ねらい澄ましたかのように斬撃に斬撃を合わせられ、その黒くろ鎧よろいに傷を負わせることも叶かなわない。無駄に刀が刃をこぼすばかりだった。

　一度均衡を破る必要がある。仕切り直すため、ルークは衝突の反動を利用して後方に飛とび退のいた。

　ホレーショーは追ってこず、ただ目を細める。

「注意を怠ったな」

　短いセリフ。しかしルークはそれさえも最後まで聞き届けることができなかった。

　真横から黒い塊に撥はね飛ばされたからだ。

「――――」

　意識が途切れなかったのは不幸中の幸い。落下の衝撃を殺すために自ら地面を転がり続け、撥ねられた勢いが十分に落ちたところで跳ね起きた。

　ずいぶんと遠くまで吹き飛ばされてしまったらしい。見ればホレーショーとはかなり距離が開いている。そしてルークを撥ねた犯人は彼の手前で四肢を突いて立っていた。

　人外兵器の形をした鎧――黒くろ獅じ子しだ。

　獣を模しているくせに唸うなり声ごえひとつあげない。ただ兜かぶとの奥で双そう眸ぼうを光らせ、じっとこちらの動きを見張っている。人外兵器とは違って理性的な眼光。前に火山洞どう窟くつで戦ったときよりも妙に余裕のある佇たたずまいに感じた。

　黒獅子の突進に気付かなかったわけではない。『魔眼』は体当たりをされる直前にそれを“〝視みて”〟いたが、肝心の回避が間に合わなかった。

「何が……血が騒ぐ、だ」

　ルークは肩で息をしながら悪態をつく。向こうは最初から一騎打ちなどするつもりがなかったに違いない。物の見事に引っかかった己の無様さに腹が立つ。

　追い討ちをかけられないのをいいことに簡単に自分の身体からだを検あらためた。地面を転がった摩擦で数え切れない擦り傷を負っていたが、骨が折れたりなどの大きな怪け我がは見当たらなかった。頬ほおや肩が浅く切れていたのは、転倒の際に刀の刃やいばが当たってしまったためだろう。得え物ものを取り落とすよりはいい。

「意外に頑丈なもんだな……」

　他ひ人と事ごとのように呟つぶやき、次は周囲を確認する。

　ルークは溶岩の川を背にしていた。肩越しにちらと川向こうを窺うかがうと、騎士団員たちと軍国兵たちが固唾かたずを飲んで自分の戦いを見守っている。今までも何度か弓矢の援護はあったものの、やはり自分に誤射することを恐れてか積極的には攻撃できないようだった。

　彼らの中からレジナルドが身を乗り出すのが見えた。

「ルーク！　大丈夫なのかッ？」

　心配するなと告げるように軽く手を振り、視線を前に戻す。

　そちらには帝政列集国の軍勢――

　正面に対たい峙じしているのはもちろんホレーショーと黒くろ獅じ子し。一方、橋で丸太の柵と格闘を続けているモノを除き、人外兵器どもはその多くが彼らの後ろに集結していた。

　獣たちが一時的に包囲を解いたのは、たぶん巻き添えを喰くうのを避けるためだ。

　ホレーショーがバスタード・ソードの魔剣をゆらりと上段に振り被かぶる。

　つい先ほどに見たばかりの構え。

「……絶体絶命だな」

　ルークはいっそ苦笑してしまう。

　――避よけてみせる。

　自分は絶対に生き残る。こんなところで犬死にしている場合ではないのだ。

　覚悟を思い返し、回避のためにぐっと腰を落とした――そのとき。

「ッ!?　うぐっ、え」

　身体に異変を覚えた。

　腹の奥底から激痛が起こったかと思うと、それは急激に体内を昇って口から飛び出す。

　ルークは噴くように大量の血を吐き出し、膝ひざを突いた。

「ルーク!?　おい、どうしたんだ――」

　どよめきに紛れ、レジナルドの悲鳴じみた声が響いてくる。しかしルークの耳には入らない。急な失血に朦もう朧ろうとする意識の中、混乱を抑えるのに必死だった。

　赤い液体を被った掌を茫ぼう然ぜんと見下ろす。

「……な、んだ、これ……？」

　――何が原因だ？

　さっき撥はね飛ばされたときに内臓でも傷つけていたのか？　それとも『魔眼』を酷使しすぎたのがいけなかったのか？　それとも――

「どうした」

　声に、緩慢な仕種しぐさでそちらを見やる。

　上段の構えを維持するホレーショーが訊たずねてきた。

「病でも患っていたのか？」

「やまい……？　これが……？」

「何にしろ構わないが、拍子抜けだな。ろくに剣を交わしていない」

「…………」

「まあ、どうでもいい」

　あっさりと言い切り、頭上に掲げた魔剣を振り下ろさんとする。

　未いまだ自失の状態から脱せていないルークは、ただそれを見ているしかなかった。

　闖ちん入にゆうはその刹せつ那なに起こった。彼方かなたから突如、矢のような閃せん光こうが飛来してきたのだ。

　ホレーショーは構えを解いてバスタード・ソードの腹でそれを受け止める。接触は閃光を爆炎に変え、瞬間的に魔剣を覆い尽くした。燃え上がる剣を、彼はしかし慌あわてずに一振りし、何事もなかったかのように炎を払い消してみせる。

　この隙すきに――うずくまるルークの前に誰だれかが立ち塞ふさがっていた。

　ルークはその人物を見上げ、唖あ然ぜんとして呟つぶやく。

「なんで、お前……」

　それは眼鏡をかけて優男然とした青年――ユーイン・ベンジャミンだった。

　彼がその両手に玉たま鋼はがねを持っていたことから、先ほどの火の礫つぶては祈き祷とう契約によるものだとわかった。腰帯に膨らんだ革袋をいくつも括くくりつけているが、察するにそれにも玉鋼が詰められているのだろう。

「こんな自分でも何か役に立てることはないかと思いまして」

　ユーインはホレーショーたちのほうを窺うかがいつつ、早口に説明する。

「僕がいた拠点の指揮官さんに許可をもらって、伝令の真ま似ね事ごとを――各拠点の状況を皆さんに伝えて回っていたんです。マメな情報の交換は決して無駄ではないと思って。そうしているうちに火山の西側の麓ふもとから狼煙のろしが上がっているのを見つけたので、ここより上流にある橋を渡って、溶岩沿いにそちらに向かっているところでした。……本当によかったです。おかげで助けに入れました。人外兵器たちが包囲を解いてくれたのが功を奏し――」

「ッ、ごほッ、逃げろ！」

　ルークは己の血に咳せき込こみながらも言わねばならなかった。

「今すぐこの場から離れろ！　馬ば鹿かかお前はっ？」

　罵ののしるのも当然だった。ユーインは自衛騎士団の団員でも軍国兵でもない、ただの学者だ。戦いに参加できるような要員ではない。現に彼は笑えるくらい顔面を蒼そう白はくにしていた。

　がたがたと震え、歯の根が合わない。なのに――

「嫌だなぁ。僕らは一緒に遭難した仲じゃないですか」

　引きつった笑みでそんな軽口を叩たたく。

「相棒をむざむざ死なせはしませんよ」

「……誰だれが、相棒だ」

　ユーインの手を借りて立ち上がり、口くち許もとの血を雑に拭ぬぐう。まだ脚はふらつくが、戦えないほどではなかった。気が付かないうちに吐血による自失からも脱している。ユーインの登場にあまりに驚かされたせいかもしれない。

「本当にお前も戦うのか」

「ええ。これでも度胸はあるんですよ？」

「それは認めてやる」

　ふっと笑い、敵の軍勢――巨漢の戦士と魔剣の黒くろ獅じ子しと人外兵器どもを振り返る。

　ルークたちの出方を窺うかがっているのか、すぐさま攻めてくる気配はない。



    

  
    
      



    

  
    
      

　ホレーショーがこの間に魔剣の力を使ってこなかったことを訝いぶかしく思ったが、考えてみればわからない話でもない。大地に干渉する魔剣『フランシスカ』。それの能力を用いる際はある程度無防備にならざるを得ないのだろう。こちらには祈き祷とう契約という武器が加わったし、何よりレジナルドたちが今度こそ彼に魔剣の力を使わせまいと弓に矢をつがえて構えていたのだ。これからは迂う闊かつに魔剣に頼るわけにもいかない。

　ただ、依然として自分たちが窮地に立たされていることに変わりはない。

　あくまで注意は敵に向けた状態で、そういえば、とユーインが語りかけてきた。

「昨日、祈祷契約の新しい術式を開発しました」

「……藪やぶから棒だな」

「短時間ですが、この術式で例の体臭をなんとかできます」

「体臭？」

「“〝ヴァルバニルの肉”〟ですよ」

　あれか、とルークは呟つぶやく。

　ルークとユーインがかつて火山洞どう窟くつで遭難したとき、ともに食した肉――それが“〝ヴァルバニルの肉”〟だ。ふたりは洞窟を徘はい徊かいする“〝ヴァルバニルの手足”〟を狩り、その死し骸がいを胃に入れて飢えを凌しのいだのだ。事後も件くだんの肉は体内に残っているらしく、その証拠にルークたちは悪魔や人外にしかわからない体臭を発しているそうだ。

　これを先代の聖剣やアリアが露骨に嫌っていた。

　魔剣は神への憎悪を抱え、聖剣はその魔剣を材料にしている。つまりルークたちは彼女らが天敵とする存在の臭においを放っていることになる。嫌われるのも無理はない。

　ルークはそこまで思い出したところで、待てよ、と閃ひらめいた。

　不可解なほどの身体能力の向上と突然の吐血。

　ひょっとしてこれらは“〝ヴァルバニルの肉”〟が関係しているのではないか？

「アリアさんが約束してくれたんです――」

　ユーインは先を続けている。

「この体臭をなんとかできたら、僕を友達として認めくれるって」

「……」

　友達、という表現にルークは何とも言えない感情を抱いた。

　まだ魔剣だった頃ころ、アリアが浅からぬ仲を築いていたのが彼、ユーインだった。しかし新しく生まれ変わった彼女は青年のことを覚えておらず、ふたりの関係は無に帰した。

　それでもユーインは一から始めようとしている。

　想おもい人がやがては聖剣としての役割を負わなければならないことを知った上で。

「だから僕は死ぬつもりなんてこれっぽっちもないですから」

「……ああ、俺おれもだ」

　伝えたい言葉はあったが、あえて胸のうちに留とどめておく。

『相棒をむざむざ死なせはしませんよ』

　――お前こそ、死なせるものか。

　果たさなければいけないことがまたひとつ増えてしまった。
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　有り体に言えば、その橋はひどくせっかちで気まぐれだった。

　魔剣の能力を用いて何度溶岩の表面を凝固させようとも、上流から運ばれてくる液体がすぐにそれを押し流してしまう。固体化した溶岩が橋としての機能を維持できる時間は短く、その時間も一定でなくばらつきがある。

　あまりに壊れやすく不安定な橋――

　一度に大人数が載れば重さに耐えられず、粘土のように崩れてしまうのは火を見るより明らかだった。故ゆえに旧帝国騎士団の貴族騎士たちは複数回に分かれ、少しずつの人数で橋を渡らなければいけなかった。

　それでも安全が約束されたわけではない。固体化した溶岩の硬度が足りず足場を踏み抜いて炎上する者、橋ごと下流に運ばれてしまう者、熱気で立ち眩くらみを起こして足を滑らせる者、渡ることを拒否して逃亡する者、腰を抜かして渡ることも逃げることもできない者、無事に向こう岸にたどり着くことができて泣き崩れる者――待ち受ける結果は各自様々だった。

　少なくない犠牲を払い、おっかなびっくり橋を渡り終えた後も、のんびりと足を止めている余裕はない。灰はい被かぶりの森には一箇所に集団で留とどまっていられるほど空間に余裕がなかったし、下へ手たに広がって屯たむろすれば罠わなに触れてしまうこともあり得る。彼らは対岸に着いた者から順々に先に進まねばならなかった。

　そしてここまでの道を切り開いてきたシーグフリードは、すべての人間が溶岩を越えるまで川のそばでグラディウスの魔剣を使い続ける必要があり、必然的に行軍はオーガスタスを始めとした騎士団が先行する形になった。

　大量の魔剣たちは橋を渡る際に貴族騎士たちに分配して運ばせ、荷車は空になってから二体の人間歩兵に対岸まで担がせた。貴族騎士が何人か溶岩に落ちたせいで大事な魔剣が何本か失われてしまったが――それを運搬するための荷車が無傷で済んだことで多少なりとも溜りゆう飲いんが下がったのか、シーグフリードは特に目くじらを立てることはしなかった。

　彼とエヴァドニは渡る意志のない者を除いて全員が移動し終えたことを確認した後、自分たちも溶岩の川を越えて騎士団の後に続く。魔剣が積み直された荷車はこれまで通り人間歩兵と貴族騎士が手分けして牽けん引いんし、シーグフリードたちとともにしんがりを務めた。

　もちろん――

　オーガスタスはシーグフリードの意図を十二分に察していた。

　――要は我々を矢や面おもてに立たせたいわけだ。

　独立交易都市に攻め入るに当たってまず騎士団が戦士団に先陣を切らせたように、今度は騎士団に露払いをさせるつもりなのだ。他人への関心というものが皆無である彼が、自らの手を煩わせてまで騎士団のために橋を造り続けたのはそのせいだろう。

　この森を抜けた先にはきっと敵が待ち構えている。

　戦闘は免れられない。

　――まあいい、構わん。

　元より戦いに来たのである。欲を言えばもう少し都市側の戦力が削れてから参戦したかったが、ここまで道を切り開いてもらっただけでもよしとしよう。

　ただし溶岩の件はまったく誤算だった。事故や逃亡で何人も戦線離脱してしまったこともそうだが、何より全体の士気を下げられたことが手痛い。目の前で仲間たちが溶岩に呑のみ込まれるのを見せられ、彼らの断末魔の悲鳴を聞かされた部下たちは揃そろって顔面から血の気が引いていた。

　どいつもこいつも出で端はなを挫くじかれ、及び腰になっているのが目に見えてわかる。とてもこれから戦いに突入しようという状態ではなかった。森を出る前に一度、総団長直じき々じきに活を入れる必要があるかもしれない。

　と、そこで斥候に行かせていた騎士が戻ってきた。

「アーサー様、森の出口が見えました。これから先は火山地帯になります」

　彼はオーガスタスの前に跪ひざまずいて報告する。

「そして火山の勾こう配ばいに沿って塹ざん壕ごうや土塀が散見されました。恐らく都市側の拠点かと思われます」

「やはりそこで迎え撃つ腹積もりか。数と武器は？」

「数については灰の霧が漂っているためにどうにも判然とせず……。ただ、投石機と思われる大型兵器がいくつかあったのと、他ほかにも丸太の束や岩石らしき影も見受けられたので、高所からの奇襲を行ってくるものと考えます」

「ふん。定じよう石せき通りの布陣だな」

　もちろん今の報告以外にも弓矢や祈き祷とう契約の用意がされているに違いない。相手は徹底的に地の利を活いかして抗戦する所存らしい。定石通りの布陣――故ゆえにこそ攻略する側にとって非常に厄やつ介かいな戦法だ。

　――どうしたものか。

　このまま策もなく森を出れば格好の的になる。しかも皆の士気が下がっているところに頭上から狙ねらい撃ちされるというのは、どう考えても旨うまくない。

　むぅ、とオーガスタスが考え込んだとき。

『――――おい、アーサー！』

　雑音交じりの音声が一帯に響いてきた。

『この声が聞こえているかッ？』

　貴族騎士たちはぎょっとしたように周囲や頭上を見回すが、声の主らしき姿は何ど処こにも見当たらない。未いまだかつて体験したことのない不可思議な現象にどよめく部下たちを、オーガスタスは一喝した。

「取り乱すな！　ただの祈き祷とう契約だ！」

　――そしてこの声は。

『これが聞こえていたら今すぐ顔を見せろ。オーガスタス・アーサー！』

「ハンニバル……！」

　独立交易都市三番街自衛騎士団団長、ハンニバル・クエイサー。奴の声だ。

　オーガスタスは眉み間けんに皺しわを寄せた。この局面で自分を名指しして「顔を見せろ」など世よ迷まい言ごとも甚だしい。

　――一体何を企たくらんでいる？

　こちらの心の声が聞こえているかのように、ハンニバルの声は答えてきた。

『ちまちま小競り合いなど性に合わん。出てこい、ワシと一騎打ちだ』

　一騎打ち。

　思いも寄らぬ提案にオーガスタスは目を剥むく。

「何だと――」

『こちらは誰だれにも手出しさせん。だからお前も自分の兵どもはそこに置いていけ』

　まるでこの状況を楽しんでいるかのように弾んだ声音。

『四十五年間にも及ぶ因縁。今ここで決着をつけるぞ！』

　音声はそれきり途絶え、辺りには静寂が訪れた。

　貴族騎士たちは困惑したようにざわつき、ちらちらとこちらの様子を窺うかがっている。

「……面白い」

　オーガスタスはぎらぎらとした笑みを浮かべた。

　――一騎打ちだと？　むしろ望むところだろう。

　ちょうど部下たちに発破をかける方法を考えていたのだ。

「そ、総団長!?」

「退けッ」

　貴族騎士たちの身体からだを押おし退のけて進む。慌あわてて止めようとする者もいたが、ひと睨にらみしてやっただけでそいつは引き下がった。他ほかは茫ぼう然ぜんと立ちすくんで見ているだけだ。

　――腰抜けどもが。

「よく見ておけ！　旧帝国騎士団の総団長の背中を！」

　のしのしと大おお股またで歩きつつ、オーガスタスは一同に告げた。

「俺おれが戦いというものを教えてやる!!」

　斥候が述べていた通り、森の切れ目はすぐにやって来た。オーガスタスはその手前で足を止める。木々の隙すき間まから灰の幕越しに火山の勾こう配ばいが覗のぞけ、なるほど山肌の各所に塹ざん壕ごうや土塀らしき影がちらほらと見られた。

　おとがいを反らして坂を仰いだオーガスタスは、ある角度で視線を止める。実のところ一騎打ちの誘いに見せかけた騙だまし討ちということも警戒していたのだが――やはりその線は薄いようだ。

　坂の上に、ひとりの男が腕を組んで立っていた。

　偉丈夫である。

　辺りに漂う灰のせいではっきりとその容よう貌ぼうはわからなかったが、長年の記憶がそれを補完する。つるりとした禿とく頭とうに顎あご下したにたくわえた白しら髭ひげ。左ひだり頬ほおから首くび許もとにかけて大きな十字傷がある。オーガスタスと負けず劣らずの巨漢であり、頭上から見下ろされると巨大な巌いわおに圧のしかかられているような圧迫感を覚える。

　オーガスタスが森から出ると、偉丈夫の面おもてがより明確になった。

　こちらの姿を認めた彼は肉食獣のように獰どう猛もうな笑みを作る。

「お前さんの騎士団がこちら側のルートから来ていると報告を受けてな。わざわざ別の拠点からすっ飛んできてやったぞ」

　ハンニバル・クエイサー。

　過去の大戦以降、“〝大陸最強”〟と呼ばれ続ける男。

　――俺は認めんぞ。

　ハンニバルと対たい峙じする度、古い記憶が掘り返される。

　帝国の名家の生まれであるオーガスタスは、四十五年前の大戦期も貴族騎士として第一線で名を馳はせていた。そして大戦がまだ代理契約戦争と呼ばれておらず、悪魔も人間も混ぜこぜで領土争いをしていた時期、とある戦場でハンニバルと遭遇した。

　当時のハンニバルはいずれの国にも組織にも属さない、出生不明の根無し草だった。かつ極めつけの変わり種――ただ己の腕を高めたいという馬ば鹿かげた目的の下もと、何の後ろ盾もなく戦地に乱入しては好き放題に暴れ回るということをやっていた。

　戦とあらば何ど処こにでも姿を見せ、身ひとつで悪魔や人外を屠ほふっていく。その節操のなさと図抜けた強さとで顔と名が知られ、ハンニバルはいつからか武芸者の間で“〝大陸最強”〟の流離さすらい人びととして恐れられるようになっていた。

　最前線で戦っていたオーガスタスが、そのような彼と戦場で出会うのは必然の出来事と言える。しかし何をきっかけに剣を交えたのかは本人たちも覚えていなかった。ふたりはまるでそうするのが当たり前のことのように対立し、互いに要職に就ついた後も何かと反目し合ってきた。

　気が付けば四十五年という長い年月が経たってしまった。いい加減、因縁を因縁のままにしておくのも潮時だろう。

「“〝大陸最強”〟」

　オーガスタスはおもむろに己の得え物ものを持ち上げた。

「前から貴様には過分な評価だと思っていた」

　――俺おれを差し置いて“〝大陸最強”〟など冗談ではない。

　否、違う。

「今ここでその座から引きずりおろしてやる」

　他ほかの誰だれでもない、この男が“〝大陸最強”〟と呼ばれているのが気に食わないのだ。

　ハンニバルが何かに気付いたように「む？」と唸うなった。

「アーサー。ひょっとしてそいつは魔剣か」

「ほう、よくわかったな」

　オーガスタスが手にしていたのは両手剣である。飾り気のない十字型柄ヒルトに幅広の両刃もろは。切れ味がよく、対象を断ち切ることに優れた剣――クレイモアだ。

　指摘された通り、正体は魔剣。もちろんシーグフリードには無断で拝借している。

　実は先ほど溶岩を渡る際、内密に持ち出すよう部下に命じていたのだ。

「見覚えがある。前にドリスが――いや、いい。それよりもアーサー」

　偉丈夫が目を怒らせて言う。

「とうとう魔剣に頼ったか。愚か者め」

「貴様との戦いはいつも得物が壊れて殴り合いになる。決着がつかんのはそのせいもある。本気でどうにかしたいのであれば、得物の強化を図るべきなのは自明だ。……それに貴様が言えた義理でもないだろうが」

　鼻で笑い、クレイモアの切っ先でそれを指す。

「その背に負った大剣。軍国の聖剣師か刀鍛冶ブラツクスミスの小僧あたりに造らせたものだろう？」

「おっと。ばれたか」

　にやりと笑い、ハンニバルは背中に手を回して剣を鞘から抜く。

　緩ゆるやかで伸びやかな弧を描く刀身――大おお太だ刀ちだった。

　腰に佩はかず背に負っていたのは、それが目を剥むくほどに長大な刀だったからだろう。見るからに相当の重量があり、ハンニバルのような怪力の持ち主でなければまともに振り回すこともできないだろう代物。薄暗い環境であっても、その刀身はわずかな陽光を弾はじいて眩まばゆく輝いている。刃やいばを交えるまでもなくかなりの業わざ物ものだとわかる。

　オーガスタスの記憶が正しければ、軍国がヴァルバニル対策の武器として自国の鍛か冶じ師したちに打たせていたのが、あのような大太刀だったはず。

「ワシもそろそろ頑丈な武器がほしくてな。ルークとリサに注文しておいたら忘れた頃ころにこれを寄よ越こしてきた。聖剣師の技術を参考にしたらしいが、うむ、この馬ば鹿かでかさはなかなかワシにぴったりだと思わないか？」

　刀には“〝禍まが払はらい”〟と呼ばれる、霊体を断ち切る能力があると聞く。魔剣とはあまり相性のよくない得え物ものだ。

　――どうやら我々はとことん敵対する関係にあるようだな。

　オーガスタスは口くち許もとを歪ゆがめた。

　――ああ、そうでなくては面白くない。

「ハンニバルよ。これは本当に一騎打ちなのだろうな？」

「無論。ウチの団員には何があっても手出しするなと伝えてある」

「何な故ぜだ。お前たちは今日のために我々を迎え撃つ準備をしていたんだろう。予定通りこの地形を活いかして戦えば、ひょっとしたらそちらに勝機が見えるかもしれんぞ？」

「なぁに、難しいことじゃない」

　ハンニバルは大おお太だ刀ちを肩に担ぎ、あっけらかんと口調で答える。

「単純にお前さんと本気の殺し合いをしたかっただけさ。誰だれにも邪魔されずにな」

　――戦闘狂め。

　これが他ほかの人間ならば罠わなを疑っただろうが、相手はあのハンニバルだ。四十五年前に戦場を荒らし回っていた野生児。オーガスタスはその過去を知っていたからこそ、彼の申し出を馬ば鹿か正直に受け入れた。



    

  
    
      



    

  
    
      

　奴は昔から変わっていない。

　変わっていないという事実に胸がたぎる。

「では、存分に殺し合おうか」

「おうよ」

　両者は申し合わせたようにそれぞれ間合いを取り始めた。オーガスタスは坂を上り、ハンニバルは坂を下る――勾こう配ばいに対して互いの立ち位置を平行にし、高低差を失なくす。

　もったいつけたような間など作らず、ふたりは実にあっさり地を蹴けって衝突した。





　一方、火山の西側は――

「セシリーさんとアリアさん、今ごろどうしてるのかなぁ」

「オマエ……こんなときに他人の心配か？」

　一時の小康状態を迎えていた。

　この場において最も難敵であるイライザ・イヴァがシャムシールの魔剣に変化したのを見て、ゴードン・ホーキンズはそれを手にした黒甲冑へ総攻撃を指示。矢、祈き祷とう契約、投石などあらゆる攻撃手段が一点に集中し、そいつは満足に能力を発現することもできなかった。分の悪さを覚さとったのか、間もなくイライザ・イヴァは人の姿に戻って灰はい被かぶりの森の奥に退避した。

　代わって黒甲冑どもがぞろぞろと森から出てきたので、自衛騎士団と軍国兵はこれにも高所かつ遠距離から攻撃を仕掛けた。雨のように降り注ぐ飛来物の数々に、黒甲冑の多くは火山の麓ふもとから上になかなか進めずにいたが、何体かは全身に矢を受けつつも猛然と拠点まで駆け上ってきた。その際は一体に対して必ず集団で斬きりかかり、確実に息の根を止めた。

　事前の打ち合わせ通り順当に敵の数を削っていたところ、黒甲冑どもは何らかの合図を受けて森の中へと戻っていった。

　あれから向こうに目立った動きは見られず、現状、膠こう着ちやく状態が続いている。

　ヘイゼルとヒルダが塹ざん壕ごうの陰に隠れ、呑のん気きに語らっていられるのはそのためだった。他ほかの者たちも見張りを立てた上で各おの々おの身体からだを休めている。

　だってさぁ、とヘイゼルが口を尖とがらせた。

「結局、アリアさんと全然仲良くなれてないし」

「……ああ。そのことか」

　言われて思い出し、ヒルダは嘆息する。

　自分たちにはある共通の友人との約束があった。

　クリスナイフの魔剣、銘めい無なし。

　彼女が聖剣の材料となる前日、ヒルダたちに“〝お願い”〟をしてきたのだ。

『たとえ記憶がなくても、精神がまったく別のモノだったとしても……『聖剣』と仲良くしてもらえないでしょうか。あなたたちが私にしてくれたように』

“〝生まれ変わっても友であろう”〟

　それは三人にとって必ず果たさなければいけない約束となった。

　新たに聖剣として形を得たアリアは、やはり銘無しの記憶を引き継いでいなかった。けれどその雰囲気や口癖に彼女の片へん鱗りんを残していて、ヒルダとヘイゼルはこの事実を素直に喜んだ。

　でも、その後の成果はよくなかった。

　アリアはいつの間にか心を閉ざしたように、ヒルダたちはおろか他ほかの誰だれとも距離を置くようになっていた。もちろん今日に至るまで足繁く彼女の許もとを訪れ、積極的に話しかけてきた。けれど彼女の受け答えはいつも上の空で、事務的な会話しか成立しなかった。

　あまりに捉とらえどころがなく、お世辞にも友人になれたとは言いがたい。

「もう、時間がないよ」

　ヘイゼルは思い出して元気をなくしてしまったのか、暗い声で呟つぶやく。

「無事にこの戦いを乗り越えたとしてもさ、アリアさんはいずれヴァルバニルとかいう人外の封印をしなくちゃいけないんでしょ？　このままじゃ間に合わない……」

「オマエが焦るのもわからないわけじゃないが、これについては仕方ない。向こうにその気がないんだ。強引に詰め寄ったところで嫌われるのがオチだろう」

「でも！　ヒルダは焦ってないの？」

　馬ば鹿かを言うな、とヒルダは反論した。

「焦ってるさ。オマエに負けないくらいな」

「だったら――」

　ヒルダはヘイゼルの口くち許もとに人差し指を添え、彼女のセリフを遮った。

「でも、ワタシは思うんだ」

　目をぱちぱちとさせる少女騎士に打ち明ける。確信に近い考えを。

「最初にアリアの心をどうにかするのは、セシリーなんじゃないかって」

「セシリーさんが……？」

「ああ。いや、むしろあいつでなければダメなんだ。だってそうだろう。アリアの相棒はセシリー・キャンベル――これに異論を唱えるヤツがいるか？」

　ヘイゼルはふるふると首を横に振る。

「アリアさんの隣にはセシリーさんがいてほしい」

「だろう？　だったらワタシたちが抜け駆けするわけにはいかない。あいつが先で、ワタシたちはその後」

「…………なんか、不思議」

　ヘイゼルはヒルダの言葉を確かめるようにしばらく黙っていたが、やがてそう口を開いた。さっきよりもいくぶん明るい声で。

「セシリーさんがなんとかしてくれるって思ったら、なんだかすごく安心しちゃった。ちょっと他力本願かな？」

「さあ。そこまで万能な女でもないが」

　むしろ不器用にもほどがある。ヒルダは苦笑し、

「でも、そうだな。この件に関してはあいつに任せるのが正解だと思う」

「うん。きっとそうだよ！」

　そのとき――

　塹ざん壕ごうを隔てた向こう側から雷鳴が轟とどろいてきた。

　にわかに辺りは騒然となる。イライザ・イヴァと黒甲冑が再び動き出したのだ。

「……休憩はここまでだな。もうひと踏ん張りだ、ヘイゼル」

　うん、と頷うなずいた彼女が「ねえねえ」と訊きいてきた。

「セシリーさんとアリアさん、今ごろどうしてるかな」

「そんなの決まってる」

　スティレットを手に取りつつ、断言する。

「暴れまくりだ」





　レジナルド・ドラモンドは選択を迫られていた。

「…………」

　溶岩の川に架けられた一本の橋。

　それは片方の出口だけ封鎖されている――レジナルドたちのいる岸側の出口にバリケードが築かれ、あらゆる侵入を拒んでいた。だから人外兵器どもがいくらそこに殺到しようとも、こちら側まではたどり着けない。……これまでは。

　バリケードはとうとう限界を迎えようとしていたのだ。人外兵器どもは懲りずに頭突きを繰り返しており、それを受け止める丸太の柵はぎしぎしと軋きしみ、今やいつ崩れてもおかしくないような状態にまで追いやられていた。

　だからレジナルドは指揮官として選択しなければいけない。

「…………」

　橋を落とすか否かを。

　今、橋の上には相当数の人外兵器が載っている。そいつらの重さだけで床が崩れてしまいそうなくらいだ。今ここで橋を落としてしまえば、一網打尽にできる――

　――馬ば鹿かな。あり得るものか。

　それをすれば“〝彼ら”〟を孤立させてしまう。

　対岸では彼ら――ルークとユーインが溶岩を背にして敵の軍勢と戦っていた。

　ルークが並外れた動きで人外兵器どもを翻弄し、ユーインがその後ろから祈き祷とう契約で援護するという形。こちらからも矢で加勢してはいたものの、多勢に無勢であることに変わりはない。実は少し前にここより上流にある橋に自衛騎士団の一部を行かせていたが、彼らがそれを経由してルークたちの許もとにたどり着くにはどうしてもまだ時間がかかる。

　そう――だが彼らはたったふたりで善戦しているのだ。

　あまりに絶望的な状況にありながら、必死に生き残ろうとしている。

　ならばそれを見み棄すてることなど、誰だれにできようか。

　レジナルドは丸太の柵のそばで軍国兵たちを指揮していた女軍人に叫んだ。

「ドリス！　バリケードの前の兵を退ひかせろ！」

「ッ、ああ、わかった！」

　一瞬ドリスの顔に迷いがよぎったのは、彼女もレジナルドと同じことを考えたからだろう。指揮官として部下の命を預かっている者ならば当然の迷いだ。

　軍国兵たちがバリケードの前から離脱したのをこれ幸いと、人外兵器どもはさらに猛烈な突貫を敢行してきた。攻城兵器に比するほどの激しい体当たりに、丸太の柵から木き屑くずが飛び散り、堆うずたかく積み上げられた丸太の束は一本二本と崩れ落ちていく。もはや突破されるのは時間の問題だった。

　――これから俺おれたちはあれと戦うのだ。

　レジナルドが内心でこぼした声は、ここにいる全員の声でもあった。

　果たして自分たちはあの怪物どもとまともに戦えるのか？

　――ああ、戦うのだ！

「呑のまれるな！　見ろ！」

　レジナルドは半ば己に言い聞かせるように一同を叱しつ咤たした。

「あそこで自衛騎士団でも軍国兵でもない者が戦っている！　なのに肝心の俺たちが臆おくしてどうする!?」

　目め配くばせすると、ドリスが頷うなずきを返して追随した。

「顔を上げろ。武器を取れ。怖いなら精一杯強がれ。お前たちの大切な人は誰だ？　思い出せよ。この戦いに勝つことがその人を守ることにつながる。だったらこんなところで臆おく病びよう風かぜに吹かれている場合じゃねえだろ？――」

　大切な人。レジナルドは真っ先に婚約者パテイのことを想おもった。

「勝つ」

　言葉は自然と口をついて出た。強がりでなく、確かな実感を伴って。

　そしてそれは自分だけに限った話ではなかった。見れば自衛騎士団の団員も軍国兵も皆が皆、その目に決意の火を灯ともしていた。それぞれがそれぞれの大切な人を思い浮かべて。

「勝つぞ――」

　レジナルドたちは崩壊寸前のバリケードを振り返る。

　あたかもそれを待っていたように丸太の柵は外側から内側に向かって弾はじけ飛んだ。崩れ落ちる丸太を押おし退のけ、異形の人外どもが怒ど涛とうの如ごとくなだれ込んでくる――

　呪じゆ文もんはそのとき起こった。



「眠りを解け。真実を貫け。風を貴女に。――――神を殺せ」



　一斉に背後を顧みたレジナルドたちの顔を、突風が叩たたく。

　白と銀と緑の輝く可視の風が竜巻となってそこに出現していた。猛烈な風の渦はごうごうと獣のような唸うなりをあげ、ほどなく一同の見ている前でひとりの人間を吐き出す。

　赤目赤髪の女騎士である。



    

  
    
      



    

  
    
      

　彼女が自身とともに竜巻の中から引っ張り出してきたのは、抜き身の刀けん。十字形のシルエットを描き、柄つかには植物の蔦つたのように曲がりくねった金属の帯が絡みついている。片刃にして切っ先の部分のみが両刃もろはになった、鋒きつさき諸もろ刃は造づくりの直刀。

　ドリスが弾んだ声をあげた。

「セシリー！」

「待たせた！」

　言いつつ、セシリー・キャンベルは止まらない。

　竜巻の勢いを借り、一条の旋風のように人外兵器どもの群れに突っ込んでいった。
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　リサはしっちゃかめっちゃかに揺れていた。

「っせ、先代さんっ、もう少し、ていっ、丁寧にお願いしまままま！」

「耳みみ許もとでがなり立てるな。あんまりうるさいと棄すてていくぞ」

　懇願にも取り合わず、先代の聖剣は猛烈な速度で勾こう配ばいを駆け抜ける。その地面を蹴けり上げる力は並のものではなく、一歩一歩が幅跳びのそれのように大きい。火山灰の幕を突き破りながら殺風景な火山の景色をぐんぐん追い越していく。

　彼女の肩に炭俵のように担ぎ上げられたリサは、縦に横に揺さぶられまくっていた。避難所を出てからこっち、ずっとこの調子だ。目は回りっ放しで自分が今どの辺りにいるのかすらもわからず、振動にただただ身を任せるしかない。胃の中の物などはとっくに滅茶苦茶に混ぜられてしまっている。

　リサは「おえっ」とえずいた。もう何度目になるかもわからない。

「戻しちゃったらごめんなさい……」

「む。我慢しろ。お前が連れていけと述べたのだぞ」

「誘ってきたのは先代さんですよ!?」

「ついて来たのはお前の意志だ」

「そうですけどぉおお！」

「安心しろ。手前らは運がいい」

　と、急停止。殺しきれなかった慣性で先代の足が地面に二本の線を引いた。

　先代がしっかりと掴つかんでいなかったら、リサの身体からだは反動ですっぽ抜けていただろう。もっともその代償として骨ばった肩と太い腕に胴を締め付けられ、意識が遠のいたが。

「ううぅ……」

「起きろ。着いた」

「……ふぇ？」

　手足を投げ出してぐったりと伸びていたところを軽く揺さぶられ、リサはのろのろと顔だけを上げる。

　まだ目の前がぐらぐらと揺れている感覚があり、意識がはっきりするまで少し時間を要した。ぼうっと先代の肩の上からそれを望んでいるうち――徐々に目を見開いていく。遅れて頭が覚かく醒せいし、波が寄せるように思い出した。

　吐きそうな思いまでして先代にここまで運んでもらった理由。

「あっ、あれってやっぱり！」

　指を差すリサに、先代は満足そうに頷うなずいた。

「走ってきた甲か斐いがあったな。……どれ」

　眼下の景色――先代とリサがいる位置よりずっと勾こう配ばいを下った先。

　溶岩の川を挟んで都市側の混合部隊と人外兵器どもが対たい峙じしていたのだ。人外兵器どもは溶岩に架けられた橋を渡り、ちょうど今まさに自衛騎士団や軍国兵たちに襲いかからんとするところだった。

　そしてその獣どもの群れの中に、誰だれよりも先に飛び込もうとする人物があった。

　直刀を手にした女騎士――

「セシリーさん！　アリアさん！」

　思わず身を乗り出したリサは危うく先代の肩から落ちそうになる。先代は慌あわてふためくリサを流れるように肩から地面に下ろしてやり、自由になった腕を鷹おう揚ようと組んだ。

「それではお手並み拝見といこうか」

　そうしている間にもセシリーは一体目の人外兵器と接せつ敵てきし、突進の勢いのまま刺突を繰り出す。人外兵器の眉み間けんに刺さった直刀は布でも貫くように易やす々やすと後頭部へと突き抜けた。

　通常、刺突という行為にはリスクがつきまとう。対象に食い込んだ刃やいばがそいつの筋肉に圧迫され、剣を引き抜くのにかなりの力が必要になるからだ。最悪の場合、得え物ものを取り戻すのに手間取って致命的な隙すきを作ることも少なくないのだが。

　問題ありません、とリサは胸中で呟つぶやいた。

　――あのふたりだから大丈夫です。

　そんじょそこらの騎士と剣ではない。

　リサの心の声を証明するように、セシリーはあっさりと人外兵器の頭から刀を引き抜いてみせた。貫いたときと同じくらいに容易たやすく、かつ速すみやかに。刃を挿入する際の角度とそれを抜く際の角度が等しいため、刃がまったく骨や肉に引っかからなかったのだ。乱暴に抜こうとすればこうはいかない。単純な腕力に依らず、彼女が優れた技術を持っているからこそできる業わざだった。

　加えてセシリーが得物とするのは『聖剣』――鋒きつさき諸もろ刃は造づくりの直刀。ルークとリサが今まで鍛たん錬れんした刀の中で随一の業わざ物ものである。その斬きれ味は尋常でなく、たとえ抜く際に刃が肉や骨が引っかかろうともそれらを簡単に斬り裂いてしまえる。そもそも並の剣であったならば頭ず蓋がい骨こつを刺し通すことなどできない。

　セシリーは息をつく間もなく別の獲物へと接近していた。

　鋒きつさき諸もろ刃は造づくりの直刀はその名が示す通り切っ先の部分が両刃もろはになっている。基本的に“〝突く”〟ことに長たけた得え物ものだが、これにより“〝斬きる”〟ことにも用いられる。

　二体目に相対した人外兵器。そいつの左右の眼球が突如上下に割れたのは、セシリーが横一文字に刀を薙なぎ払ったためだろう。だろう、というのはその斬撃があまりに速く、リサの目では捉とらえられなかったからだ。視界を潰つぶされた二体目は続け様に喉のどを刺し貫かれて絶命。刀を引き抜いたセシリーはすでに次の標的を振り返っている。

　後れを取られて何もできなかった一体目や二体目と違い、三体目は先制してきた。顎あぎとを大きく開いて頭から突っ込んでくる。セシリーは後ろに跳びすさりながら刀を一いつ閃せん。すっ、と刀の先端が滑らかに人外兵器の上うわ顎あごと下した顎あごの間を通過――下顎を斬り離し、ついでにその向こう側にあった首くび許もとも裂いた。三体目は顔面の下部から間欠泉のように血を噴いてどうと倒れた。

　横手から飛びかかってきた四体目は顎下から侵入してきた切っ先に脳を刺され、あえなく事切れる。

　五体目はすれ違いざまに背中の剣山で斬りつけてきた。セシリーは刀の腹で受け流そうとするも、人外兵器の体重に押し負けて体勢を崩す――かと思いきや押された反動を利用して旋回。軽やかな足あし捌さばきで瞬間的に五体目の背後に回り、死角からそいつの後ろ脚を突く。人外兵器が痛みに足を滑らせたところを二体目同様、喉を突いて眠らせた。

　六体目、七体目、八体目――

　セシリーは鮮やかな手並みで人外兵器を一体、また一体と屠ほふっていく。

　さながら流水の如ごとく敵の包囲をかいくぐり、疾風の如く戦場を駆け抜ける。

　完全な独り舞台。とかくセシリーの動きは俊敏で、人外兵器どもは彼女の速さにまったく手も足も出ないようだった。

　もちろんそれは得物である直刀に因よるところも大きい。斬れ味が凄すさまじいということはそれだけ斬りつけたり突いたりしたときの抵抗が少ないということ。無双の得物は使い手の動きをより滑らかにしてくれる。

　セシリー・キャンベルという女騎士。

　アリアという聖剣。

　彼女たちの戦いぶりを見て、リサは改めて確信した。

　――やっぱりこれ以上の組み合わせなんてありません。

　ふたりの戦友同士は一時期、離れ離れに等しい状態が続いていた。

　だからセシリーはその間に相棒に頼らずとも戦えるよう、ひたすらに己の腕を磨いた。

　そしてアリアはより優れた業わざ物ものとして生まれ変わり、再び相棒の手に戻った。

　つまりふたりは今――

　――無敵ということです！

「あの女騎士、相当にできるな」

　先代も感嘆して述べる。

「あれだけの手て練だれに使われるのだ、次代の聖剣もさぞかし刃やいばの振るい甲が斐いがあるだろう。手前でも少々羨うらやましくなるくらい……ん？」

　はたと何かに気付いたように言葉を切った。

　眼下の戦場ではなく、こちらに対して。

「お前、泣いているのか」

「え？　あ……」

　言われて初めて、リサは自分の右みぎ頬ほおが濡ぬれていることに気付いた。

「どうした、今さら具合が悪くなったのか」

「いいえ。これはうれし涙です」

「うれし涙」

「ハイ――」

　涙はいくら拭ぬぐっても後から後からこぼれ出す。

　リサは嬉うれしくて嬉しくて仕方がなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      

「わかったんです。生まれ変わってもアリアさんはアリアさんだって」

　何も覚えてなくても。聖剣としての能力が使えなくても。

　たったひとつの真実があそこにある。

「だってセシリーさんと息がぴったりなんですもん」





　これがぶっつけ本番というわけではなかった。

　戦いの日を迎えるまでに、アリアにはしばしば自主訓練に付き合ってもらっていた。彼女を手にヒルダやヘイゼルと模擬戦を行い、三人で人外兵器との戦い方を考察し合ったりもした。だから鋒きつさき諸もろ刃は造づくりの直刀の扱いにはある程度慣れていたし、人外兵器を相手に今さら後手に回るようなこともない。

　――でもやはり違う。

　実戦と模擬戦の厳然たる違いを、セシリーはその身を持って再認識していた。

　肌がぴりぴりと痺しびれる緊張感。人外兵器との戦闘を開始してからずっと、背中を追い立てられているかのような悪お寒かんがあった。異形の獣たちから向けられる強烈な殺意。それは間違いなく日常の訓練では体験できないものだった。

　かといってそれに囚とらわれて動きが硬くなるわけではない。むしろぶつけられた殺意に触発され、五感が研ぎ澄まされている。動体視力、足あし捌さばき、斬撃の速度、瞬間の判断力。戦いにおいて必要なあらゆる要素への集中の度合いが、かつてないほどに極まっていた。

　そして――“〝つながっている”〟という実感。

　五感の鋭敏化に伴い、刀けんの柄つかを握る手に不可思議な感覚が生まれていた。それは柄と掌が“〝つながり”〟、自分の身体からだと得え物ものが一体化したような錯覚だ。まるで刀の切っ先まで神経が通ったみたいで、だからセシリーは思い通りの剣けん捌さばきを行うことができた。

　どれもこれも訓練や模擬戦といった疑似的な戦闘では得られなかったもの。

　――それはたぶん、私が騎士であり彼女が剣だから。

　騎士と剣。使い手と得物。

　この関係は実際の戦いを通すことで初めて本領を発揮して――“〝つながる”〟。

　もはや自分たちを止められるモノなど何ど処こにもなかった。天井知らずの全能感。あたかも剣舞でも披露するように、セシリーはアリアとともに戦場を縦横無尽に駆け巡る。

　なあアリア、と相棒に胸中で語りかける。

　――君は今、何を感じている？

　自分と同じ気持ちを抱いてくれているだろうか。

「セシリー！」

　ドリスの切羽詰まった声が背中に届いた。

「ルークたちが危ないッ」

　人外兵器と派手な立ち回りをしつつも、セシリーはルークとユーインが溶岩をまたいだ向こう側にいることに気付いていた。ドリスの警告に弾はじかれたようにそちらを振り返る。視界に飛び込んできたのは人外兵器どもの群れ、肩を押さえてうずくまるユーイン、それを後ろにかばうルーク、そんなふたりと対たい峙じする四足獣の鎧よろい――黒くろ獅じ子し。

　セシリーは前に一度この黒獅子を見たことがあった。火山洞どう窟くつで遭難したルークとユーインを助けに行ったとき、その姿を少しだけ目撃している。ルークによれば鎧そのものが魔剣だという、他ほかに類を見ない悪魔。ひどく異様な雰囲気を放っていたが知識としては知っていたので驚きは少なかった。

　それよりも何よりもセシリーの背筋を凍らせたのは、ルークである。彼の身体からだは血まみれだったのだ。遠目にもわかるほど肩を上下させ、苦しそうにしている。

　気が付けばセシリーは叫んでいた。

「ドリス！　人外兵器はできるだけ目、脚、喉のどを重点的に狙ねらえッ！」

「え――あ、お、おう」

「レジナルドさん、ここはお任せします！」

　レジナルドは人外兵器の鼻に斬きりつけたところだった。その下に押し倒されていた自衛騎士団の団員を助け起こしながら、こちらを一顧だにせず叫び返してくる。

「ああ！　行け！」

　セシリーは踵きびすを返して橋のほうへ。進路を阻もうとする人外兵器どもの脇わきを風のようにすり抜けていく。ぎりぎりの位置を通過したので、獣たちの背から張り出した刃やいばに頬ほおを薄く裂かれた。

　――構うものか。

　人外兵器どもは橋の上にも何体か残っていたが、いちいち相手にしていられない。橋の縁に飛び乗り、そいつらを尻しり目めに端から端までを一気に走破する。

　溶岩の川を渡った先ではルークと黒獅子の戦いが始まっていた。ルークは縦に横に斬りつないで黒獅子の接近を許さない。彼に守られるユーインはどうやら怪け我がを負ってしまったらしく、よくよく見ると肩を押さえる手から血が溢あふれている。

　ルークが放つ斬撃はかなり精度の高いものだった。すべてが必ず相手の急所を襲い、少しも無駄がない。予想外だったのは、にもかかわらずそれが全部回避されているということ。

　黒獅子はその巨体からは想像もつかないほどすばしっこかった。ルークたちの周囲を駆け回り、繰り出される斬撃を軽い身のこなしでひらりと避よけてしまう。セシリーの目にはそれが無用な接触を嫌っているようにもルークたちを弄もてあそんでいるだけのようにも映った。

　そして――

　離れた場所から、彼らに横よこ槍やりを入れんとする男がいた。

　首から下を黒甲冑で覆った戦士である。こちらも火山洞どう窟くつで見知った程度の顔だったが、彼が上段に構えるバスタード・ソードに関してはよく知っていた。気付くや否やセシリーは矢のような勢いでそこに疾しつ走そうする。抉えぐり込むような刺突で襲いかかった。

　魔剣『フランシスカ』の能力を用いようとしていた戦士はそれを中断。セシリーの刺突を冷静に剣で弾はじいていなし、後退して間合いを切り――目を剥むいた。

　セシリーがなおも彼の懐へと踏み込んだからだ。直刀の先端は吸い寄せられるようにその喉のど許もとを狙ねらう。戦士は寸前で首を捻ひねり、間一髪のところで刺突をかわした。そして。

「オオオオオオッ！」

　吼ほえ、空間を根こそぎ薙なぎ払うようにバスタード・ソードを大振りしてきた。

「くっ――」

　いなせる距離ではない。セシリーは直刀の腹でまともに受け、鈍器で打たれたみたいに身体からだごと吹き飛ばされた。両足と片手を地面に突いて勢いを殺し、辛かろうじて転倒は避ける。

　顔を上げると戦士は鼻息荒くこちらを睨ねめつけていた。

　――強い。

　セシリーは冷や汗をかかずにはいられなかった。この戦士、腕力もさることながら速さも兼ね備えている。今しがたの斬撃は、長剣のそれにしては信じがたいほど疾はやかった。

「……ルーク！　無事かっ？」

　戦士から視線を外さず、セシリーは近くで戦っているはずの彼に声をかける。

「その血は一体――」

　心配するな、と返事がかえってきた。

「大きな怪け我がはしていない。この血はちょっと吐いただけだ」

「……心配しろと言っているようなものだぞ、それは」

「まだ普通に戦える。無理だと思ったらすぐにでも逃げるさ」

　――嘘うそつき。

　あなたは限界まで戦うくせに。セシリーは構えを解いた。

　片かた眉まゆを上げる戦士を無視し、ルークの声がするほうに向き直る。

「忘れたわけではあるまいな」

「……ん？」

　ルークもまた、こちらと同様に黒くろ獅じ子しと睨にらみ合った状態で会話を続けていたようだ。

　背中で訊きき返してくる彼に告げる。

「あなたはさっき言ったはずだぞ。生きて私を抱くと」

　ルークは言葉にならない悲鳴をあげて振り返った。

「お前ッ、またこんな人前で――」

「恥を承知でぬかすさ。だって私はあなたに抱いてほしい」

　彼は名状しがたい表情をしている。たぶん自分の顔も普通でないくらい真っ赤に染まっているだろう。周囲が呆あつ気けに取られている空気も肌で感じていた。

　――でも伝えなくちゃ。

「だから絶対に生きて。死んだら許さない」

「…………はぁ」

　ルークは脱力するように肩を落とした。こちらの得え物ものを一いち瞥べつし、訊たずねる。

「……アリアのほうはもういいのか？」

「うん。まだまだこれからだけど」

「そうか。じゃあ、とりあえず頼まれてくれるか」

「何だ？」

「こいつの相手をお前に任せたい。どうにも俺おれとは相性が悪いらしくてな」

　黒くろ獅じ子しを指し、それに、と続ける。

「俺はそこの男と戦いたい」

「心得た」

　頷うなずいたセシリーは戦士のほうを見やり、彼に詫わびた。

「そういうわけだ。待たせてしまってすまない」

「…………」

　戦士は何も言わなかったが、その面おもては何ど処こか毒気を抜かれているようでもあった。

　セシリーとルークは申し合わせたように互いに歩み寄る。

　すれ違いざま――

「愛してるぞ。セシリー」

「ああ。私もだ」

　囁ささやき合って、各自の相手と対たい峙じする。

　黒獅子は特別何をするでもなく、そこに四本の足で立っていた。どうしてルークと話している間に手を出してこなかったのかはわからない。ただ、この鎧よろいが魔剣であるということは、その中には魔剣の使い手である人間が入っているはずだ。

　形は酷こく似じしていても人外兵器どもと違い、黒獅子は理性を持っている。今も何を考えているのか、獣の形をした兜かぶとからは窺うかがい知ることはできない。

　セシリーは黒獅子が先ほど見せた巧みな回避行動を思い返す。「相性が悪い」とルークが述べたのは、この機動力を指してのことだろう。確かに逃げ回ることに徹せられると面倒な敵だ。

　――だが私は逃しはしないぞ。

「……セシリーさん」

　背後から苦しげな声が自分を呼んだ。振り返らずともユーインだとわかった。

「僕も……戦います」

「いや、ユーイン殿は休んでいてくれ。そしてどうか見届けてくれ」

　セシリーは黒くろ獅じ子しを見据え、右手の直刀を持ち上げる。

「私とアリアの戦いを」
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「あの女は何者だ？」

　面と向かい合ったとき、ホレーショーがまず真っ先に訊きいてきた。

「一度剣を交えただけでその腕のほどがわかった。途轍もなくできる。あの女は聖剣の使い手なのだろう？　一体どんな――」

「ごちゃごちゃうるさい。あいつは俺おれの嫁だ」

「……嫁？」

「嫁だ。それ以上の情報がいるか？　お前の相手はあいつじゃなくて俺なんだぞ」

　ホレーショーが目を細める。

「いいのか。貴様、かなり限界が近いと見るが」

　やはり見抜かれていた。

　彼の言う通り、ルークの身体からだはすでにがたが来つつあった。

　過度の『魔眼』の使用は容赦なく体力を吸い上げていく。思っていた以上に消耗が激しく、その弱ったところに付け込むように今度は原因不明の吐血だ。血を失うということはそれだけで体力を奪う。正直なところ立っているのもしんどいくらいだ。

　だがルークは意識を確かに保ち、意地を張って言い返してやる。

「それがどうした？」

　今までも満まん身しん創そう痍いになることはたくさんあった。もう立てない、自分はここで終わりだと諦あきらめてしまうことなんて山ほどあった。でも本当の意味で立てず、駄だ目めだったことは一度もなかったように思う。

　それはセシリーが見ているから。

　彼女の前だと、底を突いたはずの力が再び湧わき上がってくるような気がする。

　あくまで“〝気がする”〟に過ぎない。

　でもその“〝気がする”〟が自分の背中を支える。

　だからルークは何度でも立ち上がり、戦うことができる。

「油断していると痛い目を見るぞ」

「面白い。では見せてもらおう」

　見せられるものならば。低く呟つぶやき、ホレーショーは地を蹴けって猛然と向かってきた。巨大な岩石を投じられたかのような重圧感。ルークはそれを真正面から受けて立つ。

　剣けん戟げきの響き。刃やいばと刃が衝突し、火花が迸ほとばしる。

　得え物ものの押し合いが自分に不利であることはわかっていた。故ゆえに力で勝っている相手に鎬を削り合う真ま似ねはしない。ルークはホレーショーの剣を受け流しつつ、足を捌さばいて半歩移動――瞬時に彼の横位置に回り込む。

　この刹せつ那なの移動の中で、ルークは上半身を後方に捻ねじり絞っていた。ホレーショーの死角に飛び込んだところでそれを解放。限界まで引かれた弦つるがいよいよ矢を放つように、渾こん身しんの巻き打ちを発射した。

　遠心力が加わった斬撃は半円の軌道を描いてホレーショーの頭部を強襲する。

　奇襲にも等しい。だが――

「ぐぅっ！」

　ホレーショーは辛かろうじてではあるが反応していた。剣身で受けるのは間に合わないと判断したのか、咄とつ嗟さにバスタード・ソードの柄つかで弾はじき返したのだ。

　それでいい。

　何な故ぜなら今の巻き打ちの狙ねらいは敵の首を討つことではない。その隙すきを誘うことが目的だった。ルークの目もく論ろ見み通り、ホレーショーは無理な防御が祟たたって体勢を乱している。

　ここだ。ルークは左ひだり眼がん窩かに寄生する悪魔に命じた。

　――“〝視みろ”〟！

　覚かく醒せいする『魔眼』。明めい瞭りように冴さえ渡る視界。

　その中央にホレーショーの巨きよ躯くを捉とらえる。

　――ひとつたりとも見逃すな。

　ホレーショーがどのように体勢を立て直そうとするか。下半身はどう足を捌き、上半身はどうやってこちらを牽けん制せいしようとするか。表情の変化、視線の流れ。柄を握る五指の、その力の込め具合。空の左手はどうしている。首から下を覆う黒くろ鎧よろいの可動域は？――

　すべてをつぶさに観察し、敵が次に取ろうとする行動を予測する。

　読み切れ。さすれば打ち勝てる。

「ぅおおおおおおおおッ！」

『魔眼』の使用による激痛に耐えながら、ルークは一いつ気き呵か成せいに攻めかかった。





　一方、セシリーは多対一の戦闘を繰り広げていた。

　黒くろ獅じ子しが人外兵器どもをけしかけてきたのだ。セシリーは続々と押し寄せる獣たちの対応に追われ、早々に黒獅子の姿を見失ってしまっていた。

　――くそ、鬱うつ陶とうしい！

　セシリーは毒づかざるを得ない。これまでと異なり、人外兵器どもの突進には統率と作さく為いがあった。そいつらはただ闇やみ雲くもに命を狙ねらってくるのではなく、明らかにこちらの行動を邪魔することに専念しているのだ。

　包囲を狭めたり視界を遮ったりするばかりで、とにかく間合いに深く入って来ない。こちらから斬きりつけて挑発しても梨なしの礫つぶて――あっさりと距離を取られ、獣たちの輪を乱すこともできなかった。

　セシリーとて安易に攻め入るわけにはいかない。完全に取り囲まれればそれこそ一巻の終わりなのだ。秩序を持った獣というものが、自分を倒すつもりがない敵と戦うということが、ここまで厄やつ介かいだとは思わなかった。対岸にいるレジナルドたちに援護を頼むこともできない。あちらはあちらで人外兵器どもを迎え撃つのに精一杯のようだった。

　こうしている間にも神経は擦り切れ、体力は消耗する。

　警戒も散漫になる。

「――――ッ！」

　ぞわ、と首筋に悪お寒かんが走り、次の瞬間には何も考えずに横に跳んでいた。ほんのわずかに遅れ、セシリーが今の今まで立っていた場所を黒い影が通過する。黒くろ獅じ子しだ。ぞっとするような速度と勢い。もしもタイミングを誤っていれば軽く撥はね飛ばされていただろう。

　地面に身体からだを投げ出したセシリーは土まみれになりながら跳ね起きる。しかしそのときにはすでに、黒獅子はまた人外兵器どもの群れの中に姿をくらませていた。

「……いいだろう」

　いい加減、セシリーは業を煮やさずにはいられなくなった。

　敵は自分とまともに戦うつもりがないらしい。結構だ。向こうがそのつもりならこっちも好き勝手にやらせてもらうだけだ。

　――地の果てまで追ってやる。

　棒立ちしていたのを好機と見たか、人外兵器が頭から突っ込んできた。功を焦ったとしか言えない。そいつは首筋を薙なぎ払われて断末魔の悲鳴をあげた。

　事も無げに一体を始末したセシリーは、血振りを行いつつ疾しつ走そうを開始。

　並み居る人外兵器どもにまっしぐらに躍りかかった。獣たちは背中の剣山で互いの体たい躯くを傷つけ合わないよう、一体一体がある程度距離をおいて並んでいる。統率が取れているからこその隙すき間ま。セシリーはそのわずかな空間に潜り込んだ。

　そこで行ったのは刺突の雨と流星のような斬撃。

　連続する刺突は人外兵器の目を、眉み間けんを、喉のどを、脚を、腹を、さらにはその背に生えた刃やいばをすら貫く。雨が地面を叩たたくように面する獣たちを蜂はちの巣にし、背後から噛かみつきにかかってきたモノには振り向き様の斬撃を叩き込む。それは流れ星のように空間を奔はしり、獣の首を斬きり落とした。

　実のところ人外兵器は、その眼前まで距離を詰めてしまえば組み易い。極間近では攻撃手段が限定されてしまう――せいぜい相手に噛かみつきにかかることくらいしかできなくなるのだ。

　加えてこの密集地帯。上う手まく身動きが取れず、嵐のような剣けん戟げきを避よけることも叶かなわない。人外兵器どもはセシリーの近場にいるモノから順番に血祭りにあげられていく。セシリーの身体からだはたちまち返り血でしとどに濡ぬれた。

　――このまま突き進む。

　さっきまでは警戒心が先立ち、このように思い切れなかった。しかし黒くろ獅じ子したちの戦い方を把握し、かつ腹を決めてしまえばこの通り――誰だれにも自分たちは止められない。

　アリア無しではここまで捨て身になれなかったことも事実だ。得え物ものに抜群の斬れ味と頑丈さがあったからこそ為なせた特攻。

　人外兵器どもの輪は徐々に崩れ始め、視界が開けていく。

「見つけたッ！」

　目的の影を捉とらえ、セシリーは獣たちの間を縫ってそいつの許もとに駆ける。

　黒獅子は逃げるようにこちらに背を向けるが、不運にも散り散りになっていた人外兵器に進路を邪魔されたらしかった。無防備に足を止めている。

　――捕まえたぞ！

　セシリーはとうとう黒獅子に肉薄した。獣の兜かぶとがちょうど自分を振り返ったところに抉えぐり込むような刺突を放つ。直刀の先端が黒獅子の頭部に迫る――

　その間際だ。

『――――誰か、頼む――――』

　祈き祷とう契約の術式を介した音声が一帯に反響した。



　　　13



　決戦の前、ハンニバルは人々に一席ぶっていた。

『全員生き残れ』

『ひとりも死ぬことは許さん』

『勝て。生きろ。以上だ』

　この演説には抜けているというか意図的に抜かされた言葉があった。

　全員生き残れ――ワシ以外は。





　それは“〝人間対人間の戦い”〟というものの範はん疇ちゆうを超越していた。

　剣をひと振りすれば大気が悲鳴をあげる。脳天に叩たたき込まれる斬撃を得え物もので受け止めれば、反動で足が大地に沈む。火山の傾斜にはその名残なごりである亀き裂れつが幾重にも走り、剣の風圧だけで互いの皮膚が裂けるため、灰の霧には血の赤が混ざり始める。何合も打ち合わされる刃やいばは火花どころか煙すら噴き、剣けん戟げきの響きは鐘の音のように幾度も木霊こだまする――

　何なん人ぴとたりとも手出し無用。

　事前にそう口約束が交わされていたが、この取り決めがあろうがなかろうが、そもそも普通の人間に首を突っ込むことなど到底できるわけがなかった。それほどまでに彼らの一騎打ちは苛か烈れつを極めている。

「おのれ――」

　漫然と斬きり結んでいても埒らちが明かない。そう判断したのか、オーガスタスはハンニバルから距離を取った。クレイモアの魔剣を逆手に持ち替え、地面に突き立てる。

　直後、天地を揺るがすばかりの地響きが起こった。

　力場の発生。クレイモアが突いた箇所を起点に、地面が放射状に崩落していく。大地は波が広がるように次々砕け、あれよあれよという間にハンニバルの足あし許もとにまで迫った。

　それを待ち受けるハンニバルはしかし、如い何かに地上が揺れ動こうとも二本の足でしかと立ち――

「ふはっ」

　一笑に付して迫りくる力場に大おお太だ刀ちを叩きつけた。

　大太刀は見えない壁にぶち当たったかのように虚こ空くうで金属音を奏でた。身み悶もだえるように空間が震え、何かがひび割れる音が響き渡る――魔剣の力は大太刀が持つ“〝禍まが払はらい”〟の能力によって相殺され、大地の崩壊はハンニバルの爪つま先さきに触れるか触れないかのぎりぎりの位置でぴたりと止まった。

　粉ふん塵じんが舞う中、ハンニバルは声を張り上げる。

「こんなものは児戯でしかないぞ、アーサー！　遊んでないでかかって来い！」

「……ふん。怪物が」

　オーガスタスは鼻を鳴らして吐き捨てた。

　両者とも細かい傷は負っていたが、大きな怪け我がはない――いつも通りだった。

　この四十五年間、ふたりは数え切れないほどぶつかり合ってきた。

　そして大概が引き分けに終わっている。多くの場合、戦闘が始まって間もないうちに得物が壊れ、殴り合いに発展するため、どうしても決着をつけられない。勝敗はいつまでも有う耶や無む耶やのまま――その繰り返しだった。

　しかし。

「わかっているんだろう？　アーサー」

「何がだ」

「とぼけるな。ワシとお前の戦いを終わらせるならば、今このときしかないんだぞ」

　ハンニバルは不敵に笑う。

「何な故ぜならこれ以上の舞台はもうない」

　此こ度たびの決戦はまず確実に大陸の未来を左右するものとなる。

　今後自分たちが生きているうちに、ここまでの大舞台には巡り合えないだろう。

「ヴァルバニルという大陸史上最悪の人外を巡る戦い。うんざりするくらい長きに亘わたっていがみ合ってきたワシらが、最後に戦うのにうってつけの舞台じゃないか。ここで勝敗を決めてこそ、馬ば鹿かみたいに争ってきた四十五年間に意味が生まれる。まさかそのことがわからないわけではあるまい？」

「……わからいでか」

「だったらさっきのような小細工に頼るな。本気で来い。保身など棄すててしまえ」

　大おお太だ刀ちの切っ先を向け、ハンニバルは挑発する。

「もっと命を投げ出せ」

　しばらく睨にらみ合いが続いた。

　オーガスタスは口を閉ざし、ただただハンニバルのほうを見据えている。その目からは不思議と敵意が感じ取れない。むしろ何かを悲しむような、惜しむような眼まな差ざしだった。

　やがて、ぽつりと言う。

「……お前はいつも生意気な口を叩たたく」

「性分だ。赦ゆるせ」

「いいや赦さない。だから殺す」

「おお怖い。やれるものならやってみろ」

　内容そのものは物騒だが、ふたりの口調はひどく穏やかだった。

　まるで今生の別れを前に友人たちが語らっているかのように。

　ハンニバルとオーガスタスはそれぞれ得え物ものを構え、

「いざ尋常に」

「勝負」

　同時に駆け出した。

　先に仕掛けたのは――オーガスタス。

　踏み込む足に全体重を載せ、上半身から槍やりでするような刺突を打ち出した。

　長剣であるクレイモアは、言わずもがな“〝突く”〟ことに向いた剣ではない。それ故ゆえにオーガスタス自身も今まで一度も刺突を行わなかったはずだった。

　だからこそこの一撃は奇襲になり得る。想定外かつ豪速で放たれる刺突。並の剣士ならば一瞬にして貫かれているだろう。

「――――っふ」

　だがハンニバルは並の剣士ではない。意表を突かれたのは本当だが、そこから驚くべき足あし捌さばきで左に回避。かわすや否や、間髪容いれず大おお太だ刀ちを横よこ薙なぎに放った。

　大太刀は大気を割ってオーガスタスの脇わき腹ばらに吸い込まれる――

　直前。

「凍えよ」

　寒風に運ばれ、無数の氷の礫つぶてがハンニバルの体たい躯くを猛烈に叩たたいた。

「ぐ――おおおおおお!?」

　全身を一斉に鈍器で滅多打ちにされているようなものだ。ハンニバルはたまらず動きを止め、それでも片目を開いて寒風の発生源と思われる方角に首を巡らせる。

　火山の麓ふもと、灰はい被かぶりの森の手前で、見覚えのある老人がグラディウスらしき剣をこちらに突き出していた。

　彼、ランスロット・ダグラスはこちらの視線に気付き、下卑た笑みを浮かべる。

「ダグラス貴様ァアアア!!」

　ハンニバルは怒髪天を衝き、大太刀を投げ槍やりの如ごとく投とう擲てき。ランスロットの土手っ腹を目掛けて投げ放ったつもりだが、凶きよう刃じんは寒風の勢いによってわずかに軌道を逸そらされ、老人の右みぎ太ふと股ももを貫通した。彼は聞くに堪えない悲鳴をあげてひっくり返る。

　荒々しく白い息を吐つくハンニバルは、はっとして己の不覚を悟った。

「糞くそがッ」

　毒づいて振り返ると、それはちょうどこちらの頭上にクレイモアが振り下ろされる瞬間。

　ハンニバルは思考することを手放し、すべてを己の経験と本能に委ゆだねた。

「――――」

　クレイモアの魔剣は眉み間けんに届く寸前で止まった。否、ハンニバルが止めたのだ。

　白刃取りである。

「う、おお……ッ！」

　クレイモアの剣刃を左右から両手で挟み込むように受け止めている。卓抜した動体視力と身体能力、反射神経――様々な要素がひとつ残らず揃そろっていなくてはできない技。

　鼻先で光る刃やいばに冷や汗をかきつつ、ハンニバルは怒鳴らずにはいられなかった。

「これでいいのか、アーサー!?」

「…………」

「こんなやり方でお前は満足なのか!?」

　オーガスタスは今までとは一転して、別人のような無表情で告げてくる。

「クエイサー。これは戦争だ」

「ッ！　それがお前の答え――」

「喚わめくな人間」

　オーガスタスではない、背後からの囁ささやき。

「見苦しいぞ」

「シーグ、」

　言いかけた言葉は背中に走った激痛によって遮られ――

　次いで視界が黒炎に呑のみ込まれた。





「水を差したか」

　白々しく訊きいてくるシーグフリードに、オーガスタスは「いや」と首を横に振った。

「よく合図してくれた」

「大切な戦いだ。遊んでもらっては困る」

「ああ、すまん――」

　オーガスタスは嘆息交じりに詫わび、勾こう配ばいの上を振り仰ぐ。

　白兵戦が始まっていた。耳を聾ろうするような喧けん騒そうと、灰の霧をどす黒く染めて濃厚に舞い上がる土つち埃ぼこり。そこは都市側の人間と旧帝国騎士団の貴族騎士たちが雄お叫たけびをあげて斬きり合い、敵味方が入り乱れる混戦の体を成していた。

　高所からの攻撃を想定していたはずの都市側が前線に飛び出し、白兵戦を強しいられていたわけ――それは危険を冒してでも護まもらなければいけない人物がいたからだ。

「団長ッ、しっかりしてください団長!!」

「早く火を消せ！　土でも祈き祷とう契約でも何でもいい！　早くッ！」

「畜生なんだこれ……全然消えねえよ……」

「馬ば鹿か野郎、諦あきらめるな!!」

　都市側の人間たちはシーグフリードの凶きよう刃じんに倒れたハンニバルを囲み、必死になって貴族騎士たちに応戦している。オーガスタスの位置からでは仔し細さいな様子はわからないが、輪の中から聞こえる怒号からして“〝大陸最強”〟の容態は芳しくないようだった。

　不意に、オーガスタスの視界の脇わきを黒衣がよぎった。

「何ど処こに行く」

「何処に行く？　ボケたか。ヴァルバニルの許もとしかない」

「ひとりでか？」

「ああ。こいつも一緒だが」

　こいつ、とはフランベルジュの魔剣『エヴァドニ』だ。

　それを提げ、肩越しに森のほうを一いち瞥べつする。

「先に行く。そこにある魔剣は後から運んで来い」

「……わかった」

「クレイモアの魔剣は貸しておいてやる」

　シーグフリードは特に急ぐでもなく、のんびりと勾こう配ばいを上っていった。

　オーガスタスはその背中をぼんやりと見上げる。

「誰だれか……誰か助けてくれ……お願いだ……」

　灰はい被かぶりの森のほうからしくしくとすすり泣く声が聞こえた。

　大おお太だ刀ちで太ふと股ももを貫かれたランスロットが命いのち乞ごいをしているのだ。

「何でもする……何でもするから、誰か……ワシを助けろ……アーサーよ、どうして……どうしてワシを助けてくれない……？」

　ただただ不快で耳障りだったから、放置した。

　茫ぼう然ぜんと立ち尽くすオーガスタスは呟つぶやく。独りぼっち、取り残されたように。

「何が大舞台だ」
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『――――誰か、頼む――――』

　それは祈き祷とう契約による音声伝達の術式。緊急時に各拠点同士で迅速な連絡が交わせるよう、専用の玉たま鋼はがねと陣が火山の至るところに設置されていた。

　声の主はかなり混乱した様子で、その音声にもひどい雑音が混じっている。

　しかし要所要所の単語は聞き取ることができた。

『クエイサー団長が――くそ――やられた！』

『黒衣の――シーグフリード・ハウスマンが――』

『火山洞どう窟くつに向かっている――誰か止めてくれ――頼む――』

「セシリー！」

「ノア！」

　剣を打ち合いつつ、ルークとホレーショーが同時に叫ぶ。

「「行けッ!!」」

　我知らず硬直していたセシリーはそれでようやく正気を取り戻した。

　だが先に行動を起こしたのは黒くろ獅じ子しのほうだった。

　あと一歩というところまで追いつめられていた獣の鎧よろいは、ここぞとばかりに蹴けり出してセシリーのそばから離脱。虚を突かれているうちに急激に火山の坂を上っていく。

「くっ！」

　躊ちゆう躇ちよしている暇はなかった。セシリーも急いで黒獅子の後を追おうとする――が、不意に人外兵器が一体、行く手を塞ふさぐように立ちはだかる。

「邪魔する――」

　な、と言い切るか否かのとき、その人外兵器の頭が爆炎をあげた。そいつは頭が丸ごと火に包まれて呼吸ができなくなり、激しく身もだえをする。

　驚いたがすぐに祈き祷とう契約を用いたものだとわかった。術者は彼しかいない。

「ユーイン殿！」

「行ってください、セシリーさん――アリアさん」

　ユーインが左手で玉たま鋼はがねを掲げながら促した。彼の右腕は赤く染まって垂れ下がっている。

　ひどく青白い面おもてをしつつも、こちらに微笑ほほえんでみせた。

「大丈夫です。ルークさんのことは僕に任せてください」

　任せられるような状態には見えなかったが、それでも託すしかなかった。

「……頼む！」

　力強く言い捨て、セシリーは駆け出す。

　溶岩の川の対岸ではレジナルドやドリスたちが満まん身しん創そう痍いとなりながら人外兵器どもと戦っている。一見して怪け我がを負っていない者なんてひとりもいなかった。

　頼む、とセシリーは奥歯を噛かみながら願う。

　――皆、どうか生き残ってくれ。





「……ふむ。どうする？　悪魔の娘」

　腕を組んで眼下の様子を眺めていた先代が、わかりきったことを訊きいてくる。

　なのでリサは即答した。

「行きましょう！　私たちも！」

「しかし今度は、今のようにゆっくりと傍観者を気取るのは難しいと思うが」

　もったいつけたように言う彼女に、唇を尖とがらせた。

「意地悪はやめてください。どうせ私が行かなくても先代さんは行くんですよね？」

「無論。よくわかっているではないか」

　にやりと笑った先代はがっしりと組んでいた腕を解く。頃ころ合あいと見てリサが両腕を上げて胴をさらすと、彼女はそこに腕を回してひょいとリサの身体からだを抱え上げた。

「では見定めるとしよう。大陸が続くか――終わるか」





　シーグフリードはたったひとりで火山を登ってくる。

　どう贔ひい屓き目めに見ても無策、無謀。自衛騎士団と軍国兵たちの目にはそう映った。にもかかわらず彼らは誰だれひとりとして、この黒衣の男を止めることができなかった。

　フランベルジュの魔剣『エヴァドニ』。

　この得え物ものから発せられる黒炎がとぐろを巻き、それこそ衣のように彼の周囲を取り巻いていたのだ。射られた矢は黒い障壁に阻まれて一本残らず燃やし尽くされ、祈き祷とう契約の爆炎は黒炎の火勢にあっさりと押し返されてしまう。

　坂の上から丸太や岩を転がしても、シーグフリードには意味を成さなかった。彼は人間離れした跳躍力で丸太を軽々飛び越え、落石をひらりとかわす。回避しきれないと見た場合はその片手で受け止め、ゴミを放るように脇に退かせた。

　このときようやく、自衛騎士団や軍国兵たちは気付かされる。

　人間離れ、ではない。そもそもこの男は人間ですらないのだ。

　シーグフリードという存在の異常さ、異質さ。もっともそれがわかったからといって、むざむざ道を譲るわけにはいかない。自衛騎士団と軍国兵たちは土塀や塹ざん壕ごうから躍り出、総員でシーグフリードに襲いかかり――

　そして一いつ蹴しゆうされた。

　黒炎をまとった魔剣のひと振りは、箒ほうきで塵ちりを掃くように人間たちを吹き飛ばし、彼らの身体からだを燃やした。自衛騎士団の中には祈祷契約の障壁を造る団員もいたが、そういう者は黒炎の猛烈な威力に耐え切れず障壁ごと押し潰つぶされてしまう。

　幸か不幸か黒炎をかいくぐり、シーグフリード本人に斬きりつけた軍国兵。彼はしかしフランベルジュの波打つ刃やいばに腹を掻かっ捌さばかれて返り討ちに遭あった。フランベルジュの剣身は火柱のような形状をしており、傷口を広げるのに有効な働きを持つ。派手に腹を斬られてしまった軍国兵は恐らくもう助からないだろう。

　遠距離も近距離も通じないのであれば――。自衛騎士団と軍国兵たちは戦い方を中距離のそれに切り替える。長柄の槍やりを手にシーグフリードを包囲し、一斉に突き込んだ。が、槍の穂先は黒炎に触れるや否やどろどろに溶解する。さらに黒炎の熱は柄つかを伝って人間たちの掌を焼いた。悲鳴をあげて槍を取り落とす彼らは、追加で放たれた業火に全身をなめ尽くされる。

　誰だれにも止められない。

　自衛騎士団の中にも軍国兵の中にも、腕の立つ者はもちろんいた。自衛騎士団に至っては団長がひとりと副団長が三人――しかし彼らもシーグフリードの前では無力に等しく、早い段階に黒炎に巻かれて戦線離脱していた。

　じゃれついて来る小動物を振り払うように、無造作に人間たちを蹴け散ちらして。

　シーグフリードはいくつかの拠点を過ぎて難なくその場所に至る。

「…………ああ、記憶のままだ」

　懐かしむような、それでいて悪態をついたようでもある声。

　彼が見ているそれは火山の東側に位置する大きな洞穴――

　複数ある火山洞どう窟くつの入り口、そのひとつだ。

　その手前にもやはり自衛騎士団と軍国兵たちの防衛拠点が築かれていた。先ほどの祈き祷とう契約による音声伝達を聞いて心構えはできていたのだろう。ふらりと現れた黒衣の男に、彼らは何のためらいも警告もなく矢を射てきた。

　シーグフリードは魔剣『エヴァドニ』で黒炎を展開し、大穴に歩み寄る。

　うんざりと嘆息。

「こんなものを護まもろうとするお前らは、気が狂ってる」

　正気を疑うように、そう言った。





　火山の勾こう配ばいを駆け上るセシリーは嫌でも見なければいけなかった。

　累々と地面に転がる死体――黒くろ獅じ子しが通り過ぎた名残なごりを。

　横たわる全員が息絶えていたわけではない。しかし四肢のいずれかがあらぬ方向に曲がっている者、四肢のいずれかが斬きり離されている者、五体の何処いずこかがばっさりと斬り裂かれている者――誰だれもがひと目で重体とわかる状態に陥っていた。

　黒獅子がその体たい躯くで撥はね飛ばし、背中の剣山で刻んだ残ざん骸がい。

　セシリーはそのような死体や負傷者を何度も目まの当あたりにし、そしてその数だけ見過ごさなければいけなかった。助けを呼ぶ声を聞かなかったことにして、ひたすらに前に進まなければいけない。最優先事項である、ヴァルバニルの封印を死守するために。

　溢あふれそうになった涙を、セシリーは唇を噛かんでこらえる。普段は心の奥底に押し込めている自覚がぶり返す。それはこの一年間、飽きるくらい繰り返してきた独白だ。

　――私は無力だ。

　何が“〝すべてを救う”〟だ。全然、何も、誰も救えていない。

　いつだって現実は理想を嘲あざ笑わらう。お前のそれは綺き麗れい事ごとに過ぎないと切って捨て、何ど処こまでも足りない自分を白日の下にさらす。その度に羞しゆう恥ち心しんで消えたくなる。

　どれだけ剣の腕を上げ、周囲に認められるようになっても、無力感は苦労して積み上げてきたものを簡単に突き崩してしまう。

　――いつになれば私は胸を張れる？

　いつか本当の意味でこの無力感を振り払える日は来るのか？

　何度も繰り返してきた自問。

　だからその後に続く言葉も、自分の中には用意されている。

　――それでも私は。

「絶対ッ、諦あきらめない、からなッ！」

　ずっと坂を上っているので息が上がりつつあった。それでもセシリーは叫ぶ。

　心を保つため、前に進むため。

「最後の最後まで！　綺き麗れい事ごとを吐き続けてやるッ！」

　今成し遂げられないのであれば未来に成し遂げてやる。

　勾こう配ばいの上に目をやる。すでに黒くろ獅じ子しの後ろ姿は見失っていた。疑似的なものといえど、あちらは獣でこちらは人間なのだ。単純に走る速度を競えば黒獅子に軍配が上がるのは道理だった。

　姿は見えない。しかし奴の向かった方角には思い当たるものがあった。

　セシリーの記憶が正しければこっちには――

　――やはりそうか！

　たどり着いたのは火山の西寄りに位置する洞穴、火山洞どう窟くつの入り口だ。

　こうした大穴は至るところにあり、そのほとんどに防衛拠点が配置されている――のだが、セシリーが到着した拠点は防壁のど真ん中がぶち抜かれていた。土塀が砕かれ、塹ざん壕ごうが踏み潰つぶされ、そしてここまでの道程みちのりに見てきたのと似た負傷者たちの姿があった。

　彼らを介抱していた自衛騎士団の団員がこちらに気付き、声をあげる。

「セシリー・キャンベル!?　あの黒い人外兵器を追ってきたのかっ？」

「ああ！」

　言葉少なに答え、セシリーは彼らの前を素通りした。悪いが悠長に話をしている時間はない。何せ大陸の命運が係っている。呼び止める声も聞き流して洞穴の中に飛び込んだ。





　火山洞窟は広漠としている。

　元は溶岩流の通る管であり、現在はヴァルバニルの“〝末端”〟と深しん淵えんなる闇やみが這はいずる空洞。火山内部を縦横無尽に走り、故ゆえに迷路の如ごとく入り組んでいる。

　だが今については完全な闇に閉ざされているわけではなかった。洞窟の其そ処こ彼処かしこの地面に、霊体に反応して発光する玉たま鋼はがねが置かれているのだ。これで視界は確保される。

　そして――

「アリア」

　呼ぶと、手にしていた直刀が風となって溶けた。可視の旋風は新しい形を得る。

　人間の姿に変化したアリアに、セシリーは早速依頼した。

「ヴァルバニルのいる『氷漬けの空間』まで案内を頼みたい。できるか？」

「肯定する」

　答えるが早いか一目散に走り出す。慌あわてて後に続いた。

　空洞が複雑に枝分かれした、迷宮のような火山洞窟。闇やみ雲くもに探索すれば容易には帰って来られなくなる。セシリーがアリアを呼んだのはこのためだ。正体が聖剣である彼女は、神への憎悪を抱える魔剣を材料とするため、ヴァルバニルの気配や位置を探ることができる。火山洞どう窟くつを探索するには打ってつけの道案内役だ。

　アリアに先行してもらう形で、セシリーは火山の奥へと分け入っていく。

　彼女の走る速度は存外に速い。とうに息が切れていたセシリーはついていくのがやっとだった。加えて洞窟内は熱気と湿気が重く漂い、生なま温ぬるい湯の中を進んでいるような感覚がつきまとう。蓄積していた疲れがさらに助長され、セシリーはついつい視線を下げてしまった。

　ただそのおかげで、地面に残っていた真新しい足跡をいくつか見つける。たぶん黒くろ獅じ子しのものだ。案の定、目的地は自分たちと同じらしい。

　――しかしどうして？

　汗だくになりながらも、セシリーは疑問に思わずにはいられなかった。

　件くだんの黒獅子の正体は魔剣。ならばヴァルバニルの位置を理解しているのも頷うなずける。しかし火山洞窟の入り口まで把握していたのは何な故ぜだ？

　思い返せば前にもこれと似たようなことがあった。かつて遭難したルークとユーインを助けに行ったとき、自分たちは『氷漬けの空間』で黒獅子やあの戦士と遭遇している。

　そこにたどり着くまではいいとしても、反対に外へ脱出するには少なくとも火山洞窟の構造や出入り口の場所を理解していなければならないはず。何故ならいくらヴァルバニルの気配がわかろうとも、それは帰り道を示すものではないからだ。

　となると、火山洞窟について熟知している者が帝政列集国側にいるということか。

　一体誰だれだ？

　――シーグフリード・ハウスマン。

　自然とその名が浮かんだ。

　帝政列集国が宣戦布告をした際、その書状に記載していた名前。つまりシーグフリードは初代ハウスマンと係わりがあるのだ。ヴァルバニルの研究の第一人者である人物と。そう考えれば、敵方が火山洞窟の構造などについて詳しく知っていることにも説明がつく。

　と、そこで。

　あれ、とセシリーは別のことに気付いた。

「“〝手足”〟が襲ってこないな……？」

　洞窟内にはヴァルバニルの“〝末端”〟――人間の手足を模倣した触手が徘はい徊かいしている。しかし今のところそれらしい影はひとつも現れていなかった。いつもならばとっくに襲いかかってきていてもおかしくないのに。

「察するにだが」

　と前方を走るアリアの背中が答えた。

「私を恐れている」

「アリアを？」

「肯定する。より正確に言うならば『聖剣』を」

　簡潔な説明にセシリーも得心がいった。

　ヴァルバニルは聖剣によって数百年もの間、封印されていた。いわば聖剣はかの人外の弱点。だとすればその“〝末端”〟がアリアを遠ざけるのもわかる話だ。

「ところで先ほど放送された音声だが」

「え？　あ、うん」

「クエイサーとやらがやられた、と声の主は述べていた。私も知る人物だろうか」

　正直なところ――

　それは努めて考えないようにしていたことだった。

　――団長が負けただなんて。

　とうてい受け入れられる話ではない。

　何かの間違いだと信じたかった。

「ああ……三番街自衛騎士団の団長だ」

「それならば知っている。ではあの巌いわおのような男が敵に――」

　アリア、と強い口調で遮った。

「御免、その話は後にしてもらえないか……今は考えたくない」

「後はないかもしれない」

「……え？」

　唐突な発言に驚き、前を行く後頭部を見つめる。

　アリアの背中は続けた。

「敵はすでにヴァルバニルの封印に向かっている。間に合うかどうかわからない」

「そ、そんなこと――」

「だから私を使え」

　セシリーは目を瞬しばたたく。

「使う、って？」

「かの人外の復活は何としてでも阻止しなければいけない。たとえ復活したとしても即時封印が望まれる。だから私を使え。あなたは私に殺さつ戮りくをしてほしくないと述べていたが、どのみち聖剣の力が必要となるときは必ず来る。そのときは躊ちゆう躇ちよするな」

　躊躇するなと言われても――アリアは本来の力が使えない状態なのに。

　と、そこまで考えてはっとした。

「まさか、覚かく醒せいしたのか!?」

「否定する。わからない」

　だが、とつなぐ。

「先ほどあなたとともに戦って、感じるものがあった。それはあまりに不確かで捉とらえどころのないものだが――不思議に思う。あともう少しで何か掴つかめそうな気がしてならない」

「そ、それは」

　思いがけない告白に却かえって狼狽うろたえてしまった。驚きやら喜びやらが一度にやって来て、咄とつ嗟さに返す言葉が見つからない。

「これだけははっきりと言える」

　アリアはそんなこちらを横目で一いち瞥べつして。

「あなたの手の中で戦うのは、悪くなかった」

　相変わらず表情らしい表情はなかったけれど、彼女の言葉は真まっ直すぐに届く。

　胸が熱くなるのを抑えられなかった。

「……ひとりの騎士として冥みよう利りに尽きるよ」

「伝えるべきことは伝えた。後は頼んだぞ」

「ああ！」

　相棒の見据える先にセシリーも気付き、心を引き締めて頷うなずく。

　アリアはこちらに前置きすることなく矢継ぎ早に唱えた。



「眠りを解け。真実を貫け。風を貴女に。――――神を殺せ」



　直刀に変化した彼女を手に取り、セシリーは立ち止まる。

　件くだんの黒くろ獅じ子しが兜かぶとの正面をこちらに向け、行く手に立ち塞ふさがっていた。そしてその背中の剣山越しに見えるのは、暗くら闇やみから剥はがれ落ちたような黒衣をまとう男。

　シーグフリードだった。
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「動くな」

　開口一番に命じられ、ぐ、とセシリーは頬ほおを引きつらせる。だが従うより他ほかはない。何な故ぜなら奴が背にしている景色に見覚えがあったからだ。

　ヴァルバニルを閉じ込める“〝蓋ふた”〟の役割を果たす部屋――『氷漬けの空間』。

　その入り口の前に立ち、シーグフリードは脅してくる。

「動けば、この中に魔剣の炎を叩たたき込む」

　奴が手にするはフランベルジュの魔剣『エヴァドニ』。

　先代の聖剣いわく、現在“〝蓋”〟はぎりぎりの状態でヴァルバニルを抑え込んでおり、もはやいつ崩壊してもおかしくはないらしい。そこに魔剣の力など放てばどうなってしまうのか、セシリーは想像して背筋が凍った。

「……ヴァルバニルが復活されて困るのは帝政列集国も同じじゃないのか」

「さあ？　試してみるか？」

　軽薄な答えに神経が逆立ったがこらえる。

　――落ち着け、取り乱すな。冷静に状況を見極めろ。

　ひょっとしたら自分の軽率な行動がすべてをぶち壊してしまうかもしれないのだ。

「団長は……」

　こんなときに限ってやたらと喉のどが渇く。

「団長は、どうした」

　ぴくりとシーグフリードの眉まゆが動いた。いい質問だ、とでも言いたげに口くち許もとを歪ゆがめる。

「斬きったさ。背中からばっさりとな」

「…………」

　頑かたくなに信じたくないと思う一方、シーグフリードのそれは半ば予想された答えでもあった。ここで我を忘れて飛びかからなかったのはそのせいもある。

　けれどそうやって必死に平静を取り繕う自分を、黒衣の男はくつくつと笑う。

「火を放っておいた。今いま頃ごろは炭にでもなってるんじゃないか？」

「ッ、お前――」

「動くなと言った」

　いっそ困惑するくらいに態度が豹ひよう変へんした。茶化すように細められていた目が冷たい光を帯び、下世話な笑みも消える。心なしか場の空気もより張り詰めたように感じられた。

「ぅ……」

　セシリーは声を詰まらせ、直後にそのような自分を恥じる。

　――呑のまれるな！

「聖剣を棄すてろ」

　フランベルジュの切っ先を『氷漬けの空間』に向け、シーグフリードは当然のようにそれを要求した。

「地面に置いて、こちらに蹴けって寄よ越こせ」

　よりにもよってセシリーに自分の相棒を手放せとぬかしているのだ。

　――冗談ではない、けれど。

　奴に“〝蓋ふた”〟を刺激させるわけにはいかない。だとしたらここはやはり言われた通りにせざるを得ないのか。しかし理性は元より、ある懸念が待ったをかける。

　もしも、という考えがセシリーの頭から離れなかった。

　帝政列集国は“〝ヴァルバニルの再封印を果たし大陸の安寧を守る”〟という大義を掲げてこの戦いを起こした。それがあくまで表向きの目的であることは想像に難くない。彼らは伝説の人外と大量の魔剣を用いて“〝何か”〟を企たくらんでいる。

　もしもその“〝何か”〟が、ヴァルバニルを復活させることそのものだとしたら。

　アリアを手放すことはそれこそしてはいけないのではないか。

　一向に動き出さないこちらに焦じれたのか、早くしろ、とシーグフリードが催促する。

「迷うな。お前に選択権はない」

「――――シーグフリード様」

　セシリーは最初、その声が誰だれによるものなのかわからなかった。声の響きから判断するに男のもの。続く言葉を聞いたとき、それが黒くろ獅じ子しの中から発せられたのだと気付く。

「あの聖剣の力は不完全です」

　じわり、と嫌な汗が流れた。

　――いたのか、あのとき。

　灰はい被かぶりの森でアリアが力を暴走させたとき、そこには黒獅子もいたのだ。姿が見えなかったのはそいつがまだ魔剣に変化していなかったからだろう。

　とにかく知られてしまった。最も知られたくない人物に、聖剣の現状を。

「……へえ？」

　朗報を聞いた黒衣の男はにたりと笑う。

　心臓を鷲わし掴づかみされたような嫌悪感に、セシリーの背中が粟あわ立だった。

「戯れに――いいことを教えてやろう。初代ハウスマンが何な故ぜこんな場所に独立交易都市を造ったのか」

　眉まゆをひそめる。質問の意図が判然としなかった。

　シーグフリードが問うてきたのは都市で暮らす人間にとって極々常識的なことだ。

「霊体濃度が高く、祈き祷とう契約を活いかすに相応ふさわしい環境だったから……だろう？」

「まったく違う。祈祷契約なんざ、奴が悪魔契約を研究するうちにたまたま見み出いだしたものにすぎない。お前たちの認識はそもそもの前提からして間違っている」

　なんだか不穏な気配があった。これ以上話の先を促してはいけないような予感。セシリーは反射的に口を噤つぐんだが、相手はもうこちらの相あい槌づちなどどうでもよかったらしい。

「巨大な餌えさ場ばにしたかったのさ」

　シーグフリードは『氷漬けの空間』に身体からだごと向き直り――

「こいつのな」

　フランベルジュを大きく振り被かぶった。

「ッ、ぅ――」

　出遅れたことを悔やむ間もなかったから――セシリーは思考する。

　刹せつ那なの中で、自分がすべきことを熟考する。

　――決まっている。奴を止めるのだ。どうやって。距離が遠すぎる。そうでなくても自分と奴の間には黒くろ獅じ子しが立ちはだかっている。あの黒獅子をかわし、今まさに魔剣を振り下ろそうとしている奴を止められるか。無理だ。不可能だ。どう考えても間に合わない。間に合わない？　嘘うそだ。探せ。考えろ。ある。できることがきっとまだあるはずだ――

『私を使え』

　声が脳裏に飛び込んできた。

『かの人外の復活は何としてでも阻止しなければいけない。たとえ復活したとしても即時封印が望まれる。だから私を使え。あなたは私に殺さつ戮りくをしてほしくないと述べていたが、どのみち聖剣の力が必要となるときは必ず来る。そのときは躊ちゆう躇ちよするな』

　直前にアリアが話してくれた内容。

　そう、この事態を打開するとしたら彼女の力に頼る他ほかない。しかしそれは黒獅子が告げ口していたように不完全なもので、ひょっとすればまた暴走を招くかもしれない。

　――いや、信じるんだ。

　他ならぬアリア自身が何かを掴つかみかけていると言った。

　ならば彼女の相棒である自分はそれに全力で応こたえなくてはいけない。

　――この命、アリアに預ける。

「――――おおおおおおおおおおッ!!」



    

  
    
      



    

  
    
      

　瞬間的に膨れ上がる爆風。直刀、いや『聖剣』は集めた風をその刃やいばに収しゆう斂れんさせる。先代が以前に見せたような強大な力でなくていい、ただあの男を止められさえすれば――セシリーは半ば祈りを込めるように、咆ほう哮こうとともに刀の切っ先を前方に突き出した。

　風は、そして――





「――――」

　身体からだがばらばらになるような激痛。

　喉のどが干上がるような悲鳴。

　風の刃によって全身を斬り刻まれたセシリーは、事切れたみたいに倒れ伏した。

「ぇ……ぅ、あ……？」

　急激に閉じていく意識の中で――目撃する。

　ほくそ笑むシーグフリードが魔剣を振り下ろすのを。
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　壁も地面も天井も一切が隈なく透明度の高い氷で封じられた大部屋。

『氷漬けの空間』

　そこは何かの墓標のようだった。

　青白く発光する二本の直刀と、それらを取り囲むように床一面に刺さった無数の剣。百は下らないであろう剣たちが其そ処こ彼処かしこの床に突き立っている。

　氷の封印は二本の直刀――『魔剣』と『魔刀』の能力によるものであり、他ほかの剣はそれを補助する働きを持っていた。この氷漬けの空間そのものが“〝蓋ふた”〟となり、ヴァルバニルを火山の奥底に閉じ込める役割を果たしているのだ。

　故ゆえにこれらの剣は“〝蓋”〟の要かなめ。

　黒炎はその、なくてはならないものを軒並み薙なぎ倒した。

　黒い熱波によって剣たちは次々吹き飛ばされる。二本の直刀もまた、宙を流されてきた剣の衝突を受けて氷の床から弾はじけ飛んだ。すると寿命を迎えたように脆もろく崩れ、塵ちりとなって消えてしまう。

　黒炎はなおも猛威を振るい、壁にも地面にも天井にも這はって空間全体を蹂じゆう躙りんした。

　氷は溶け、ひび割れる。





「お前たちの目的は何だっ？――」

　ホレーショーに斬きりつけながら、ルークは語気を荒らげて問うた。

「この戦いで何をしようとしている!?」

「答える義理はない」

　ホレーショーはルークの刀を弾はじき返し、そんなことより、と忠告してくる。

「貴様の仲間が今にも死にそうだが、いいのか？」

「ッ！」

　舌打ちしたルークは振り向き様に地を蹴けり、そちらに駆け出す。地面に膝ひざを突いて動かないユーインに、人外兵器が今にも噛かみつかんと迫っていた。ルークは駆け寄る勢いを刀に載せ、横からその獣の頭を斬きり飛ばした。

　面おもてを上げたユーインは力なく謝ってくる。

「す、すみません、ルークさん……」

「俺おれのことはいい！　立て！」

「それも、すみません……できそうにないです」

　弱々しく白状する。彼は明らかに失血状態に陥っていた。

　ルークは周囲に視線を巡らす。

　ホレーショーを先頭に、人外兵器どもがじりじりと包囲を狭めつつあった。獣たちはどいつもこいつもいつでも飛びかかれるよう、前足で地面を踏み鳴らしている。

　――万事休す、か。

　そう思わざるを得なかった。

　限界なのはユーインだけではない。ルークだってそうだ。頭痛はひっきりなしにやって来るし、少しでも気を緩ゆるめれば途端に脚が震え出す。『魔眼』は酷使されておかしくなったのか能力が切れる瞬間が度々あった。刀は刃がこぼれ、しつこい血糊で斬れ味も落ちつつある。

　レジナルドやドリスも相変わらず、自分たちの戦いで手一杯らしい。

　どう見ても窮地だ。

「まあ……足あ掻がくが」

　自や棄け糞くそ気味に笑い、ルークは刀を構える。

　――俺は諦あきらめない。

　たとえ得え物ものがへし折れようが、『魔眼』が機能しなくなろうが。

　脚や腕がもがれようが――生きている限り、足掻き続ける。

　ルークは横目でユーインを見やり、言った。

「立てないんだったら、お前は座ったままでいい。だが祈き祷とう契約は唱え続けろ。攻撃でも防御でも何でもいいから続けろ。その間は俺がお前のことを護まもる――」

「……あの、ルークさん」

　茫ぼう然ぜんとした声音。

　ユーインは何かに視線を奪われているようだった。

「なんだか……人外兵器の様子が変です」

「あ？」

　言われて振り返ると――件くだんの人外兵器どもが一斉に平伏していた。

　すべての獣が同じ方角を向いて地に伏し、頭こうべを垂れている。

「な、何だっ？」

　異様な光景に思わず後ずさったとき、ルークは彼女の存在に気付いた。

「ああ、シーグフリード様――」

　いつの間にかホレーショーの隣に黒くろ鎧よろいを着た女戦士が立っていたのだ。

　金色の髪に澄んだ青の瞳ひとみ、彫像のように造作が整った顔立ち。

　バスタード・ソードの魔剣『フランシスカ』、その人間の姿だ。

　彼女は目を細めて人外兵器のように火山の天てつ辺ぺんを望み、呟つぶやく。

「いよいよなのですね……」

　――いよいよ？　何がだ？

　疑問に思ったのも束つかの間ま、突如地鳴りが起こった。

　次いで一帯を襲った震動はルークが今まで体験した中でも群を抜くほどの強さだった。まともに立っていられる者などひとりとしておらず、ルークもほとんど叩たたき殴られたように地面にくずおれた。

「畜生、一体何だって――」

「ぐっ、う、げえええ」

　傍かたわらから聞こえてきたえずきに、ぎょっとする。

　ユーインが四よつん這ばいになって嘔おう吐としていた。

「おい、どうした!?」

「……ルーク、さん。覚悟したほうが、いいです」

　ユーインは己の吐と瀉しや物を見下ろしながら、

「来ます……アレ、が」

　アレ、の意味は直後にわかった。ユーインの背中が爆発したからだ。

　彼の服を突き破って勢いよく飛び出したのは鋭利な刃やいばたち。大小様々な、獣のような牙きばがいくつも生え出し、背の上に人外兵器のそれよりも小さな剣山を築いた。刃の表面は染料を被かぶったように赤い血にまみれ、肉片が点々とこびりついている。

　無数の刃が生えた際の衝撃でユーインはうつ伏せに倒れ、気を失ったらしい。投げ出された四肢がぴくぴくと痙けい攣れんしている。

「…………嘘うそだろ」

　唖あ然ぜんとして呟くルークは、しかし気付く。

　徐々に動どう悸きが速くなり、自分の背中が熱を発し始めていることに。

「素晴らしい。刀鍛冶ブラツクスミスよ、お前はまだか？」

　ぱちぱちと拍手するフランシスカを、きっと睨にらみつける。

「これは……やっぱりそうなのか」

「ああ、そうだ。私が前に教えてやっただろう？　その剣山はお前たちが食べた肉の“〝呪のろい”〟によるものだ」

　ヴァルバニルの肉。

　ルークとユーインがかつて食したそれは体内で金属化し、やがて体外に飛び出す――そういう“〝呪い”〟が仕組まれているのだという。他ほかならぬフランシスカに教えられた情報であり、実際ルークたちはこの“〝呪い”〟を一度体験している。

　問題なのは、これが今この状況で再発したということ。

　つまり――

「見よ」

　とフランシスカは人外兵器どもが見上げる先、火山の天てつ辺ぺんを指差した。

「お出いでになる」

　ルークがそちらを顧みたのと同時。

　火山の頂上付近が地鳴り以上の轟音をあげて割れ始める。

「なっ……」

　嘘うそのような光景に目を剥むくが、それ以降の変化を見届けることは叶かなわなかった。火を噴くように何かが背面で爆はぜ、ルークは先ほどのユーインと同様に衝撃に押されて地面に突っ伏す。額を強したたかに打って意識が飛びかけた。

　背に生えた異物の重量に、しばらく身動きひとつ取れなかった。

「…………くそ、ったれ」

　なんとか首を捻ひねって頭を上げる。フランシスカはこちらに目もくれていなかった。人外兵器は元より、ホレーショーですら火山の頂上付近を見上げて茫ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

　ルークは霞かすむ目を拭ぬぐい、地べたからそれを見た。

　瞬間――出し抜けに記憶が掘り起こされた。

　思い出す。ヴァルバニルの肉に関連して、フランシスカはこうも述べていた。人外兵器はヴァルバニルの肉による“〝呪い”〟を模倣して造られたモノだと。

　何な故ぜ模倣する必要があったのか、その理由はわからない。

　しかし頑かたくなにその形にこだわっていた理由は今わかった。

　答えはそこにある。





　そいつは火山の頂上付近が割れてできた大穴から這はい出てきた。

　そいつは「山の中から山が出てきた」と思うほど巨大だった。

　そいつは爬は虫ちゆう類るいのそれを思わせる頭をしていた。

　そいつは眉み間けんに大きな傷があった。

　そいつは全身にびっしりと鱗うろこを生やしていた。

　そいつは眠気を払うように頭を揺らし、その動きだけで火山地帯全域に暴風を生んだ。

　そいつは大穴から蛇のように長い胴を出し、ぶるるっ、と震えたかと思うと背中から数え切れないほど膨大な数の細羽根を生やした。それは刃のように鋭く尖り、天空に重く垂れこんでいた火山灰の雲を蜂はちの巣にして粉々に砕いた。

　そいつはあまりに巨大すぎて全体像がわからない。

　けれどそいつのことを一言で言い表せる言葉を、人間は知っていた。





　――――竜。







　崇あがめるべき対象として、帝国はそれを“〝王”〟と呼んだ。

　討伐すべき対象として、軍国はそれを“〝獣”〟と呼んだ。

　利権を生む対象として、群集列国はそれを“〝機械機構”〟と呼んだ。

　仮初の信仰対象として、独立交易都市はそれを“〝神”〟と呼んだ。

　そして帝政列集国は――





「おめでとうございます。シーグフリード様」

　フランシスカはその竜を凝視しながら、甘い声で囁ささやく。

「“〝魔王”〟の復活です」



    

  









    
      


あとがき



　こんにちは、三み浦うらです。

　本書は『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス #14.Valbanill 2』ということで前巻に引き続いてヴァルバニルを巡る決戦にして血戦なシリーズ第14巻です。



　13巻のあとがきで僕は書きました。最後を飾るエピソードは前後編に分けた、と。つまり前巻が前編に、今巻が後編に当たるわけです。

　担当さんにもしっかり伝えました。聖剣は14巻で終わります、と。担当さんは半信半疑な様子でしたが「大丈夫。終わります」と重ねてお伝えしました。

　13巻発売時に開いていただいたサイン会でもそうです。来てくださった方から「聖剣は次で終わるんですか？」と訊たずねられたので「はい。終わります」と答えました。隣の席では屡る那なさんが心配そうに僕を見ていました。

　決定的なのが僕のブログです。今年の七月二十七日更新の記事に「本編は14巻で完結する予定」とばっちり書いてあります。動かぬ証拠、言げん質ちは取れています。

　今、数ヶ月前の自分を問い詰めてやりたい。

　どうしてあと一冊で終われると思った？



　正直、最初の二、三十ページ辺りを書いている時点で「やばい。これ終わらない」と感じていました。恐る恐る担当さんにそのことを打ち明けたら「まあ、そうでしょうね」と普通の対応でした。どうやら終われると思っていたのは僕だけらしいです。

　……ええと、ここまでだらだらと述べてきましたが。

　要するに何が言いたいかというとですね。



　嘘うそをついて！　本当に！　申し訳ありませんでしたァアッ!!



　……そんなこんなで結末は次巻に引き継がれてしまいましたが、かといって今巻が手抜きのそれというわけではまったくありません。いつも通り全力で魂込めました。みんな必死で僕も必死です。

　楽しんでいただけたら嬉うれしいです。



　今回の表紙には原点回帰の意味が込められています。シリーズ開始当初から「一巻の衣装でもう一度表紙を飾りたい」と思っていて、やるなら最終決戦のときしかないと確信していました。毎度の如ごとく屡る那なさんには感謝してもしきれません。

　屡那さんの絵は巻を経るごとにどんどん際立っていきます。そのおかげで『聖剣』の世界がより奥行きのあるモノになっていくことを嬉うれしく思う一方で、少しでも気を緩ゆるめたら本文が喰くわれてしまうという感覚に背中を追われています。ここ数巻の絵は特にすごい。

　そういう意味では『聖剣』の漫画版を担当している山やま田だ孝こう太た郎ろうさんもそうです。

　山田さんによる漫画は現在、原作の内容を再構成して物語が進行しています（コミックス７巻から）。毎月上がってくるネームをチェックする度に「なるほど、そんなやり方があったのか！」と膝ひざを打っています。既読の方にはわかってもらえると思うのですが、再構成を再構成だと気付かせず、まるで原作が元々そういう話だったみたいに読めてしまうのです。漫画版は完全に山田さんの『聖剣』になっています。

　まだ読んだことのない方には是非おススメいたします。きっとおったまげます。



　結局何が言いたいのかというと、自分はとても恵まれているなぁということです。屡那さんや山田さんの手がけたものを見れば必ず「俺おれも負けてたまるか！」と触発されます。自分が刺激を受けた分、何倍にもして刺激を返せるようなものを書いていきたい。そんなふうに思います。



　……さて、そろそろお気付きの方もいらっしゃると思うのですが、今回のあとがきはいつもよりも多目の６ページです。

　いい機会なので『聖剣』が誕生するに至った経緯など書いてみようかと思います。



　前作『上等。』シリーズが折り返し地点を過ぎた頃ころでしょうか。これが完結したら次は何を書こうかなーとぼんやり考えていたとき、打ち合わせついでに「何かいいアイデアはないでしょうか」と担当さんに話を振ってみたことがありました。

　そのとき担当さんが提案してくれたのは「美少女だけで構成された傭よう兵へい団。彼女たちはインテリジェンス・ソードを得え物ものとしている。物語の主人公はその剣たちをメンテナンスする、傭兵団お抱えの鍛か冶じ屋や。彼は彼女たちに様々なアドバイスをし、知力や戦術の面でも傭兵団をバックアップする」といったものでした。素直に面白そうだと感じたので、次回作の企画書を作るときの一案としていただくことにしました。

　そしてそのやり取りから時は流れて『上等。』シリーズの完結後。

　いくつか次回作の案を練ってみるもなかなか形にならず、そんなときにふと担当さんのアイデアを思い出し、企画書に起こしてみようと思い立ったのがようやくの始まりです。

　でもこの頃の僕は頭がどうかしていたんでしょうね。

　僕が一番最初に作った企画書は、何な故ぜか「鍛冶屋がアドバイスする」という部分だけをピックアップしたものでした。その概要がこちらです。

「鍛か冶じ屋やの許もとに様々な身分、人種の客たちが訪れ、鍛冶の依頼ついでにいろいろな相談を持ちかけてくる。鍛冶屋は助言をし、彼らの悩みを解決していく」

　地味すぎて頭抱えたくなります。

　ちなみに企画の最初期から、ルークとリサは今のようにふたりで鍛冶屋を営んでいました。ただしセシリーはあくまで「第１話に出てくる最初の客、女騎士」に過ぎず、アリアに至っては存在すらしていませんでした。確か「人生相談鍛冶屋ファンタジー」などとセンスの欠片かけらもないテーマを掲げていたことを記憶しています。

　で――やっぱりこれが目も当てられないくらい面白くなくて。

　その後、より戦闘色を強めたりセシリーが主人公になったり登場人物にアリアが加わったりなど、全面的な修正を経て現在の形になりました。振り返ってみると担当さんからいただいたアイデアは「鍛冶屋」と魔剣の基になった「インテリジェンス・ソード」という要素しか残っていません。この件に関しては今でも申し訳ないと思っています……。

　とにもかくにも企画書はめでたくＧＯサインをいただき、『聖剣』はスタートしたわけです。当時の僕は鍛冶屋という職業についてろくろく知らず、資料を探し漁あさったり取材をしたりしながら「本当に大丈夫なんだろうか」と不安でいっぱいでしたが。

　なんだかんだで十四冊。

　一巻の発売日が二〇〇七年の十一月なので、十四巻の発売日でちょうど五年。

　僕は来年の二月に三十歳になるのですが、ということは二十代の丸々半分を『聖剣』に費やしてきたことになります。そう考えるとすごいような……いや、そうでもないか。



　当然ですが自分ひとりではここまでたどり着けなかったです。

　僕は他ほかの作家さんと比べても群を抜いて書くのが遅く、その皺しわ寄よせがいつも関係者の方方にいってしまいます。ただでさえ延期の多いシリーズですが、皆さんが尽力してくださらなかったら本当はもっと何度も延期していたと思います。今巻もものすごいご迷惑をおかけしてしまいました……ごめんなさい、でも本当にありがとうございます。

　もちろん読者の皆さんの応援あっての五年間です。

　改めて、ありがとうございます、です。



　……なんだか最終巻のあとがきみたいになってしまいましたが、『聖剣』の本編は次巻で最後です。最後ったら最後です。ほ、本当です。信じてください！

　セシリーたちの血戦の行方ゆくえ、どうか見届けてもらえたら嬉うれしいです。



平成二十四年十月　三み浦うら勇いさ雄お



    

  
    
      

　著者

　三浦勇雄（みうら・いさお）

　　１９８３年２月生まれ、弘前大学人文学部人間文化課程卒業生。現在は地元・北海道札幌市に在住。

　　第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の審査員特別賞を受賞。

　　著作に『聖剣の刀鍛冶』シリーズ、『上等。』シリーズ（全８巻、ＭＦ文庫Ｊ）がある。

　　今年の４月から仕事場としてワンルームの部屋を借りました。仕事場として借りたはずなのにほぼ住んでます。おかしいな…。



　　ＨＰ「ねこまるnekomaru」

　　http://n-ekomaru.com/



　イラスト

　屡那（るな）

　　１９８４年２月生まれ。

　　いよいよ最終決戦です。

　　悔いの残らないように、良いイラストを描けるよう頑張ります。
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